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序

秋田県は豊かな自然に恵まれております。この豊かな自然の中で先人た

ちが育み、築き上げた歴史と文化がいろいろな形で受け継がれております。

県土に刻まれた埋蔵文化財もその遺産のひとつであります。

よ現代に生きる私たちは、産業や経済を発展させ生活の利便性を高め、

り豊かな地域社会を形成したいという望みをもっております。と同時に、

げた遺産の認識と保護を託されており、受け継がれてき

た歴史と文化を損なうことなく、未来へと伝えて行くべき使命もあります。

高速交通体系を整備するため、一舵国道ア号琴丘能代道路建設事業が進

先人たちが築き

められておりますが、当教育委員会では理蔵文化財の保護と道路建設事業

の円滑な推進を図るため、各種の調査結果をもとに事業者側と協議を進め

て参りました。

工事区域内に存在する、縄文時代から近世に至る複合遺跡である盤若台

遺跡については、記録保存のため、平成 10年度から 12年度にかけて発掘

調査を実施しました。

調査の結果、平安時代の大規模な製鉄関連施設、中世の方形周溝などの

遺構と中国磁搭など、縄文時代からJli:世にかけての遺構と遺物を発見しま

した。

本書は、盤若台遺跡の調査記録をまとめたものでありますが、平安時代

の鉄生産や中世の墓制を研究する上でいささかでも役立てば幸いです。

るまでご協力いただきました国土

交通省東北地方整備局能代工事事務所、琴丘町教育委員会をはじめ関係各

位に対し厚くお礼申し上げます。

最後に、発掘調査から本書の刊行に

主一円

、
可
J
a

秋田県教育委員会

小野寺教育長

平成 13年 3月



例日

1 .本報告書は、一般国道 7号琴E能代道路建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書の 8冊目である。

2. 本報告書は、平成10~12年度に実施した秋田県山本郡琴丘町の盤若台遺跡(略号: 3 HND)の

発掘調査成果を収めたものである。 遺跡は、秋田県山本郡琴丘町鹿渡字盤若台 117-2外に所在

する。

3.本書は、 5章を除いて字国111浩一が執筆・編集した。

4. 全ての検出遺構・遺物の詳細な観察データは、秋田県埋蔵文化財センターにて保管している。

5.層i立は土壌層{立学的記載を行った。また、層位学的脈絡はハリス・マトリクスj去によって表現し

た。土色や混入物の割合等の記載は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修ー財団法人日本色

彩研究所色票監修 f新版標準土色帖』に従った。

6. 出土木材の樹種同定及び、理化学的年代測定は株式会社パレオ・ラボ、に委託したG

7.製鉄関連遺物の金属考古学的分析は岩手県立博物館の赤沼英男氏に委託した。

8. 人骨及び動物遺存体の種同定は(株)パリノ@サーヴェイに委託した。

9. 中国陶磁器の同定は、平泉町文化財センタ一八重樫忠郎氏と甘粛省博物館歴史考古部買建威氏、

近世陶磁器の同定は(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター羽柴草人氏による。

10.本遺跡の調査及び報告書作成にあたり、以下に記す諸先生・諸機関のご教示・ご助言をいただい

た。

麻生 援、阿部朝街、穴j畢義功、安斎正入、油田悦夫、伊藤玄三、伊藤武士、岡本束三、

小笠原永隆、栗原伸好、佐々木清文、佐藤宏之、能登谷宣康、日暮晃一、

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ一、平泉町埋蔵文化財センター

凡 例

1 .本書に所収した地図及び遺構実測図に付した方位は、グリッドの南北軸を示す。本遺跡のグリツ

ド杭原点MA50の座標は X=3930. 307~ y二二 -63259.483である。

2.遺構番号は、種類に関係なく検出JIIWに通し番号を付した。その後の検討の結果、遺構ではないと

判断したものは欠番とした。

3.本書に掲載した遺構は、発掘調査時の種別・ナンバーを基本として記載し、さらに各種別毎に l

号から通しナンバーをふっている。通しナンバーは初出時に括弧書きで示した。また、性格不明

のピット (SK P)は調査時のナンバーのまま示した。

4. 遺構の形状は以下のように計測・コード化した。

底部 1 :浅い血状 2:丸底 3:平底 4: V字状 5:不定形

壁面 1 :外へ開く 2 : 3:オーノてーハング

5.土器は以下のようにコード化した。

器種 1 :深鉢 2:浅鉢 3:鉢 4:その他 5:杯 6 :碗 7: 8:翠 9:血 10:瓶

焼成 1 :硬質 2:良好 3:通有 4:軟質 5:不良

胎土 1 :精綴 2:砂多 3:磯多 4:海綿状骨針含 5:白 6:通有
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部位 1 :口縁部 2 :胴部 3:底部 4:頚部 5:その他

地文 1 :撚糸 2:単節縄文RL 3:単節縄文LR 4:複節縄文 5:絡条体 6:結束 7:羽;1犬

調整外国 1 :ケズ 1) 2:ナデ 3:ミガキ 調整方向 1(外面) 1:ヨコ 2:タテ 3:ナナメ

調整内面 1 :ケズリ 2:ナデ 3:ミガキ 調整方向 2(内面) 1:ヨコ 2:タテ 3:ナナメ

文様 1 :沈線 2:隆線 上刺突 4:貼付

6.石器は以下のように計測・コードイヒした。

1 :剥片 2:リタッチド・ブレイク (RF) 3:使用痕のある剥片(UF) 4:チップ

5 :石核 6 :スクレイパー 7:ナイフ 8:ドリル 9:石斧 10:ハンマー 11 :麿石

12:台石 13:石血 14:ポイント 15:ノッチ 16:礁 17:石鋭、 18:その他

19:ピエス・エスキーユ 20:ノfンチ 21 :彫刻万形石器 23:石箆 24:石匙

25:ストーン・リタッチャー 26:砥石 27:硯

石材 1 :頁岩 2:砂岩 3:安山岩 4:ガラス質安山岩 5:凝灰岩質安山岩

6:石英質安山岩 7:花両岩 8:玄武岩 9:凝灰岩 10:流紋岩 11:片麻岩

12:椋色凝灰岩 13:黒曜お 14:玉髄 15:メノウ 16:その他 17:軽石 18:桂化木

19:磯岩 20:スラグ 21:鉄石英 22:石英 23:泥岩

折面 0:なし 1 :あり 被熱 0:なし 1 :あり

打面形状 0:なし 1 :単純 2:単純+微調整 3:複合 4:複合+微調整 5:点状

6:線状 7:自然面 パンチ痕 0:なし 1:あり

末端形状 0:なし 1 :フェザ-.エンド 2:ヒンジ・フラクチャー

3:ステッフ0・フラクチャ- 4:ウートラ・パッセ

7.分散は (N-1 )を分母として計算した。遺構計測値比較のため標準偏差を示した。

長さ

底部

1:;去し・lIll:1犬

六~ノー
2:丸底

3 
11厄

ú出計-ill~ ~間の剥問i一方 [tíj

L__I 

VV  
4. V字:1た 5不定nヲ

~1';I!iJ 点

ナ)1-WI (Tj )J [IIJ 

r'，-

乙一一江

「
l外へ聞く

2. u白立

計;WJ点

& 

「

て

U .u5mmまで百hUlj。

<>=-~ 

1 :単純 .).複合 5:点状 6:機状

4ム 4ふ
2: 主li~íJí. +jj政調捺 4: 浪合 +ll民iV~住 7: [ニ1?'::~ [fli 
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第 1章はじめに

第 1節調査に至る経過

一般国道 7号(以下、国道 7号)は、国道285号と共に県中央と県北部を結ぶ地域経済及び産業発

展にとって重要な路線である。この国道 7号が通過する琴丘町から能代市の簡は交通量も多く早急な

改善が求められていた。

「一般毘道 7号琴丘能代道路建設事業Jは、琴丘町鹿渡を起点とし二ツ井町駒形を終点とする33.8

kmを対象とする。そのうち琴丘町鹿渡地内を起点とし八竜町八幡台地内を終点とする計画路線12.9km

内に、周知されている埋蔵文化財包蔵地があることから、建設省(現国土交通省)は秋田県教育委員

会に対し遺跡の照会をした。県教育委員会はこれを受けて、平成10年度に遺跡分布調査、遺跡範囲確

認調査を行った。この結果、盤若台遺跡を新たに発見した。本遺跡の取り扱いを建設省と県教育委員

会が協議した結果、記録作成の措置をとること

で発掘調査を実施した。

第 2節 調 査 要 項

遺跡名称盤若台遺跡(はんにゃだいいせき)

跡略号 3HND

所 在 地秋田県山本郡琴丘町鹿渡字盤若台117… 2外

調査期間平成10年11月9日から11月19日

平成11年 5月18日から平成11年10月29日

平成立年4月4日から平成12年 4月18日

調査面積 11300m
2

調査主体秋田県教育委員会

調 査 機 関 秋 田 県埋蔵文化財センター

し、平成10年11月9日から平成12年4月18日ま

調査担当 杉淵馨(秋田県埋蔵文化財センタ一秋田北分室長、平成立年度担当)

利部修(秋田県埋蔵文化財七ンター学芸主事、現第 3科長、平成10年度担当)

宇田)11浩一(秋田県埋蔵文化財センタ一秋田北分室文化財主事、平成立、 12年度担当)

和田哲郎(向非常勤職員)

鈴木博文(問非常勤職員)

佐藤有 (同非常勤職員)

桜庭裕士(同非常勤職員)

北分室より学芸主事三嶋隆儀、河田弘幸の応援を得た。

総務担当者 荒井信行(秋田県埋蔵文化財センタ一秋田北分室主査:現県立二ツ井高等学校事務長補佐)

嶋田敏輝(秋田県埋蔵文化財センタ一秋田北分室主査)

調査協力機関 建設省東北地方建設局能代工事事務所(現国土交通省東北地方整備局能代工事事務所)

琴正町教育委員会
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第 2章遺跡の環境

第 1節遺跡の位置と立地

盤若台遺跡はおよそ北緯40
0

2'、東経140
0

5' 22"に位置する(第 l図)。遺跡は出羽丘陵の北

西部辺でi日八郎潟の東岸、完新世の縄文海進期に造られた海岸段丘上(森岳百面、第 4図)に立地し

ている。標高は16mで、ある。段丘下には八郎潟に至る狭い平野が形成されている。また、段丘を開析

して細い谷が貫入する。遺跡北側には鹿渡川が商流し、遺跡南側にも小さな支谷がはいる。西側は平

野が迫る段丘である。

遺跡は、鹿渡川へ向かう狭い支谷の谷頭を取り込んで段丘平坦面に形成されている。支谷の方向に

沿って北へ緩く傾斜している。発掘の結果、現在の支谷に続く埋没した古い谷頭が現れた。疑似グラ

イ斑の浮く土壌の分布(第 2図)も埋没谷に一致する。遺跡内にある現在の堰は、その谷頭の協に掘

られている。

建設省によるボーリング調査では、地下10数mまでの堆積層(潟西層)が明らかとなっている(

4函)u 2地点のデータから、古八郎潟の湖成堆積物を基盤層とした上に風成砂が堆積したことがわ

かる。

また遺跡内の潟西層上部には、標高10m前後に地下水が流れる帯水層があり、北西方向に傾斜して

いる。

潟西層には硬質頁岩の車円際(~ 10~ 50rnm)が多く含まれるが、直径が小さいため石器の素材とし

ては不適で、ある。堂の下遺跡近隣の断面、また羽根JII人工湖の露頭、さらに太平山地を越える県道琴

丘上小阿仁線脇の露頭に現れた頁岩-泥岩も軟質で風化が著しく石器素材には不適である。出土石器

の背面に残された自然面から、 j可床礁から拳大の硬質頁岩を探していると考えられる。

ほかに男鹿半島の海岸や脇本城近くの露頭でも比較的良質の頁岩が採集できる。また、八竜町の海

岸では、直径10~30rnm程度の玉髄・メノウ質の珪化度の高い円燥をわずかに採集できるが、これらに

は節理が発達し、打撃するとクラッシュする場合が多い。

また、男鹿半島には有名な黒曜石産地があり、これも石材獲得のための有用な資源となっている。

第 2節遺跡の歴史的環境

盤若台遺跡の周辺には、高石野遺跡のような縄文時代後・晩期の遺跡、また泉沢中台遺跡や堂の下

遺跡をはじめとする多くの古代・中世製鉄関連遺跡がある(第 1図)。それらの遺跡群は八郎潟のな

す海岸段丘上のフロントラインに線状に分布している。ただしこの分布は、現在開発が進んだ部分に

偏っている。

平安時代には隣接する金仏遺跡が同時に営まれ、泉沢中台遺跡他の製鉄関連遺跡が多く現れる。

現在の行政区分による能代市と山本郡西部、能代平野から八郎潟東岸及び米代川中流域の古代集落

と製鉄遺跡について分布図と地名表を掲載した(第 5図・第 3表、秋田県埋蔵文化財センター 1998を

トレースの上、加筆)。元慶の乱の後、米代JlIをさかのぼって製鉄技荷が伝播すると想定されてい

る(高橋1990)。

-2-
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第 2章 遺 跡 の 環境

この地域では167の古代集落遺跡が分布している。このうち製鉄伊が発見されているのは、泉沢中 μ 、

小林、竹生、平影野、中台、寒]I r 豆、十二林の 7遺跡である。鉄淳が出土している遺跡は33遺跡あり、

これらの遺跡でも製鉄に関わる何らかの作業が行われていたことを示唆している。米代川上・中流域で

は2000年(平成12年)に調査された遺跡だけでも鷹巣町からむし岱 I遺跡や大館市根下戸田遺跡でス

ラグ、鹿角市柴内館跡で鍛冶炉が出土している。以前調査された例では大館市大館野遺跡、鹿角市堪

忍沢遺跡、白長根館 I遺跡から製鉄炉が、鷹巣町法泉坊沢E遺跡、鹿角市太田谷地遺跡と小坂町はり

ま館からは鍛冶炉が発見されている。これらは平安時代後期の製鉄・鍛冶技術者の拡散を示している。

泉沢中台遺跡の報告で谷地(秋田県教育委員会1998) は、①製鉄技術は特定地域・集落に独占され

てはいないこと、@未製品段階での流通が一般的であること、③鉄器の製作・製品の再生は消費地で

ある集落で、行われたことを推定した。その上で④鉄製品の製作工程の復原と分業体制の解明を進め、

生産と流通の実体を明らかにする必要があることを課題として指摘した。

中世には堂の下遺跡が、一大製鉄遺跡として存在している。また、中野館、館の越館、古館城跡と

いった中世城跡も連続する。平安末から鎌倉時代初期にかけて、態若台遺跡は居住地と墓域として用

いられていた。盤若台遺跡、では、支配階級の嘉と考えられる方形周溝が5基まとまって発見されてお

り、八郎潟を利用した水上交通と堂の下遺跡の製鉄を管理したグループの居住地であるとの想定が可

能である。出土遺物も、白磁四耳査や龍泉窯青磁碗などの中国陶磁器を多く出土しているため、その

想定を補強している。平成12年度金仏遺跡の調査で、中世の掘立柱建物跡が大量に発見された O 平安

時代と同様、同一台地上に展開した同一村落内の場の違い(メジャー・ユースの差)として現れてい

る。

江戸時代の遺物も台地全体に散布しているが、グリッドLK . L L95に集中地点を持つ。江戸時代

遺物の集中区近くに住居があったと想定できる。

[参考文献]

高橋学 「古代末の出羽 米代JII流域の鉄関連遺跡一J r季刊考古学j57号 22~25p. 雄山間 1990 (平成 2)年

秋田県教育委員会 f泉沢中台遺跡一県営ほ場整備(琴丘地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書N-j秋田県文化財調査報

告書第276集秋田県教育委員会 1998(平成10)年
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第 l節遺跡の位置と立地

16.000111 

第 2図 完掘時の標高と疑似グライ斑上面の標高

第 3思 盤若合遺跡の乗る段丘商

-5-



射乙車窓if1J、UJ:i;辰現

H9-B-7 
16.6Xm 第 1表遺跡ポーリングデータ (H4-B幽 9)

ど

層{立I土表土質区分 色調 記事
暗褐 畑土。砂質粘土

全体に微砂混じるの軟らかいη

2砂質粘土 茶褐 局部的に凝灰質を呈するの
主に粒子均一な細砂カミら成る。
全体iこ、ンノレト少量混じるo4m{寸

3砂 茶灰 ilIより有機物少量混じる。
主に細~細砂から成る。離は、
円離主体で車角畷混じるc 径5

mmから20mmシ位ル多トのい薄。最層大詰7
41li'業i昆じりi沙 茶灰 cm台。所々 挟む。

離は笥3~7cm大の泥岩の風イ七
5枯土混じり磯 青灰 礁。

全体に盟結粘土を呈する。 11.5

I~角楳11状.7mで問採、取13さ5れ~ミ13.7m問、
615~i風化凝灰岩 青灰 る。

7泥岩 時灰
軟。。質。全体に角蝶:伏で採取され

軟質。全体に粘土混じり隣状を
呈する。 17.5m付近より棒状コア

8凝灰岩 三円金三ι仁ゴへτ で採取されるの

| 軟るを。呈費1す8.一8る~の1 一m 9.0m聞やや粘土化
9泥岩 時灰

表 H4~. B -~) 
15.40m r--=rl 

14.18 

13.49 

日:39 9.58 

パ つ 口
ei..:io 

4 

り./1::¥

第 2表遺跡ポーリングデータ (H9石-7)

41 

層位 土質区分 色調 記事

茶灰
0質所の253細な々05m~粘際にま2土細をで7少質砂5席m量シ挟植まル吉むで土人む。ン己門φ12ル255トI05E晶m1mnま程ま仁でりで度細均I1 | 粘土質シ ~暗

1ルト 掲灰

砂o2. 75~4.40mまで、中砂混
入n 4 .40~5.00m黒色の有機物

H音褐 挟を薄むく。所々にサンドイツチ状に
~ß音 粒度均一な砂層。比較的

2細砂 灰 水分多い。締まりがよい。

際、粗砂を主体とほすどるをつ占φめ10mm 
316楽混じり砂 11奇渇灰 以下の燥が5害IJ る。

占。 lO~35mmの離が3~4害11を

める。最大は50~m9rr.160m全l土体細に砂 ii 

41lr少E業 H昔?白沃吉水が多い。 9.0

日。
n
y
 

q
J
 

第 4図 遺跡間辺のポーリングデータ
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第2章遺跡の環境

第 3表製鉄関連遺跡地名表

t¥io 遺跡名 所在地

1役者台遺跡 怒fi:1町鹿渡字盤荷台

2土井 八森町八森町字土井

邸機 台 III

能能能代代代市市m憐機常字磐字縫戸字板合二野見沢回線台 IV
86中野 I

3蝦売会 峰浜村目名1烏字蝦夷:i'f 87中里子 H 能代市常磐守:松木岱
4蝦夷館 峰浜村目名潟守:竹長級 88下響野 (A・8・C'D) 能代市常磐字|ご響野

5中台 峰浜村水沢宇中台 89大平岱 能代市常磐字大平岱・大館[台
6赤坂茶布工衛門台 i除浜村水沢仁子赤反茶右エ門台 90下上野館 能代市常磐二子下と野
7高野野 峰浜村I官l里子野字下台

8羽立 峰浜村畑谷三子恨洗沢

91下上野 I 能代R市市菅常磐子下上野
92下上野 II 能 磐字下上野

9城土手 峰蒔浜主村稿二子大槻野
10中館 村塙字館越

93上寂野館 能代市常磐字上寂野

94上寂野 II(A・B'C) 能代I-ri;与す磐子上寂野
11大慾 峰浜村上高字館経

12狐館 峰浜村t高"'Fヱ狐館・上ノ!!lf
95芹川i館 能代市苦(鶴形)子大台野ほか
96鶴形大台野 能代 (鶴形)子大台野

13内林 i峰浜村石川子内林 97山神社前 能代市(鶴形)子山神社前
14古舘 峰浜村石川学右京堂 98大館跡 能代市(鶴形)子戸草沢
15作館 峰浜村内荒巻学作館下 99上ノ山 能代fl1(鶴形)字上ノ山台
161[古1主主i也 i峰浜村1:!Il主主字向谷地 100 八苦Z堀舘 能代市(鶴形)子神社両ir
17中間函 峰浜村坂JWr~"] 凶 rllî
18強反 峰浜村妓1杉字強妓

101 谷地館 能再代市市宮(鶴古形丙j子m中谷地
102 大館 能 字大館ほか

19カッチキ台 l峰浜村水沢字カッチキ台 103 ータ又 能代市情山字小沢田・回庄内字ータ又
20真はl 曲全浜村抗野野字真111 104 一岳館 能代市姶111字上館・小木竹沢
21沼間 峰浜村招凶字明伸長恨字家の下 105 多賀谷民館 能代市檎山手:主義ILJf 
22十八石 峰浜村沼間仁子十八布 106 茶臼館 能代市槍111字茶臼宣言ほか
23上釜谷 峰浜村沼田 Cy:上主長谷 107 間ツ屋台 (A・B・CJ 能代市踊剖子[J日ツ展
24明神長俊

峰6l峰1筆浜浜浜村村村沼沼間国田阪字学宇坊手ホン塚前コ字谷谷i明也地神況長級25手AIJ谷地況

26ホンコ谷地 A

108 苗代沢 能代市織的学苗代沢

109 古舘 (A・B) 能代市中沢子古舘・奥ノili!.

110 蟻ノ台 IX (A・8・C) 能代市中沢字蟻台
27ホンコ谷地 B 帯i昨諜夜ー村沼田字ホンコ谷地
28ホンコ谷地 C 村沼則子ホンコ谷地

111 !悌ノ台 能代市中沢…f:f弟台

112 小友 II 能代市中沢字小友
29湯ノ沢[芥 出華浜村水沢字湯ノ沢岱 113 小友 III 能代市中沢字小友
30向ノ台 能代市原形字向台 114 小友 rv 能代市中一言Ii!.~小友
31蟹ヶ台 能代IIT坂形字蟹ヶ台

32茂兵衛合 能代m波形字軍兵エ台

33造兵衛台 II 能代市坂形字返兵エ台
iH11111657Il14九夏、友戦郎左ノ沢衛V門I台

能代市中沢子小友

能代市(神11)字綾鞍ノ沢

衛門台
34比八問中台 I 能代市比八回宇中台 118 仁井田白山 能代市(榊)字仁片:[J:I白山
35比八問中台 H 能代$比八問子中台 119 新山filJ 能代市(榊)字新山前
36比八回館 能代市比八回子五郎在ェp"J台 120 塩千田 能代市(榊)字戸川!向
37外荒巻餅; 能代市外荒巻子北山ノ上 121 小屋布 能代市(榊)字小慾布
38南山ノJニ 能代市外荒巻字南山ノ t 122 相染森 能代市何戸川子相染森台
39サシトリ台 能代市外荒巻字サシトリ台 123 寒ノ神 能代市(榊)字寒ノ神
40金，ヶ沢 I 能代市比八回字金ヶ沢 124 赤ハゲ( 1・![ ) 能代市浅内字赤ハゲ・比様、沢

41金ケ沢 II Il能能能代代代市市市比比比八回字金ヶ沢12金ヶ沢 m 八回学金ヶ沢

43金ヶ沢 IV 八問子金ヶ沢

125 比掛沢 I 能代市浅内子比蜂沢

126 比{卦沢 u 能代市浅内字比掛沢

127 上ノ山 能代市浅内字上野山

44空平葉泉詰 能代市比八同字平泉

45 能代市比八回字平泉
128 上ノ山 II 能代市浅内字上野山

129 ムサ岳 能代市浅内子ムサ岳
46金ヶ台 能代市比矢田字金ヶ台・金ヶ沢 130 横長後 (A'B) 能代市浅内字横長根
471~沢里子 能代市市磐磐字杉沢野
48杉沢台 能代 字杉沢台

131 清水上 能代市浅内清水上

132 寒)11 1 能代市浅内子寒川家上・十 林
'19上後野 i 能代市磐字上後野・上ノ沢 133 寒)11 11 能代市浅FkJ子寒川!家 k
501 J:後野 II 能代市磐字 U&野・後!j_1f・銭ヶ台 134 大館南沢 能代市浅内子大宮官i菊沢
51 後野 能代市磐字後型F 135 十林 能代市浅内字ト
52竹生 能代m竹生字竹生 136 蟹子沢 能代市浅内字援子沢
53神間 能代市竹生字神間 137 福岡ヒ野 能代市浅内子福田I::lIlf
541f1fi萱r.[ 能代m須問字街道上

55街道上 rr 能代m須田字大沢信布後
138 

賞福窯間主 l 
能代市浅内学福田 J~.里子

139 能代市浅内字頭無
561)'，符合上大野 [!(A・S'C)能代市務合子上大型f 140 頭無上 II 能代市浅内字頭無ヒ
57中大野 I 能代市落合学中大野 141 成合 A 能代市浅内字沢辺
58中大野[! 能代市落合宇中大野

59下大野 I 能代市落合字下大野
142 成合 8 能代荷市市富浅内字沢辺
143 成合 C 能 内子成合・沢辺

60下大聖子 11 能代市落合学 F大野 144 中大聖子 1lI 育長代市落合字中大野
61平影野 能代市向能代字王手影野 145 中瀬戸沢 告を代市借WI宇中瀬戸沢
62トドメキ I 能代市i匂能代7-トドメキ 146 山崎 能代市(鶴形)字山崎
63トドメキ 1I 能代市向能代字トドメキ 147 下相染!ご 能代市河戸川子下相染干
64金山館 能代市向能代字平影野 ¥r 能代市竹生字天神谷地
651 t.里子(A・R'C・D) 能代市真壁地学トドメキ沢 149 l比僚沢 111 能代市浅内字比働沢

66真階地 i 能代市兵壁i也子野畑 150 船沢 能代市浅内字船沢

67真壁地 II 能代fl1真暗地字盟!Hlll~li 151 逆ハ! 山本町外側字渡道
68サト館 能代市真接地字サト 152 外岡 山本町外|函i子長者屋数

691~主ノ神館 能代fIi真壁地字サト・荷八FEl字選ノ神 153 {呆竜館 山本町盛岡金問字保竜
70宇藤台 I 能代市長{f八社|字字篠台 154 {呆竜 i 山本町盛岡金f:I:l字保T主
71字緩台 II 能代市荷八回字字縁台 155 保議 11 WI*IIlT豊間金111"[:保母
72八森反 I 能代市キトi頼字八森抜 156 {呆竜 111 山本町笠間金倒字保母5
73八森妓 II 能代rli朴i頼'子八森反 157 豊岡 山本町豊|制金問字国念館
741Li';う 能代市朴i頼字社地際中台

751-=.:'+*，討 能代市中ト瀕ヲヨ 4林台・林台

76虫館 能代m宇卜瀬'ド寄主刈野

7711~'館 I 能代市十トi頼字お館

158 木戸沢館

111本罷苛軍す惇韓冨おっE
159 東飛塚 II 山本

160 資ソIJili!. II 八議

161 館の上館 八竜
78古館 11 能代市木館宇家ノ上 162 空自の上 八竜町鵜川字館のよ
79久長沢村11'1 能代市久喜沢字大林 163 大納家の上
80ユズ.リ築 能代市久苦手沢字小反下

81凶 11flif<IJ付: 能代市十議字機合

82憐台 l 能代市市磁城下*枕台
83憐台1I 能代 総台

霊寵需
164 鼠田谷地

165 泉沢中台

166 諏訪長恨

167 中陣場 琴丘町鱒川学中F車場

168 小林 家fi:I1IT鯉川字小林

-8-



第 3章発掘調査の概要

第 1節 遺跡概観と層位学的記載

盤若台遺跡の形成過程を概観すると、その土壌層位学的特徴から以下の 5点にまとめられる。

1. I日八郎潟の湖成堆積物及び、古砂丘堆積物で、ある砂を母材とした残積性土壌である。

2.現在も海岸部からの若干の母材の供給を受けている可能性が高い。風積性。

3.人為的な撹乱(耕作)の影響を頻繁に受けている。

4.江戸時代に平坦面の大きな造成を受けており、それ以前の堆積土壌とは大きな不整合がある。そ

の過程は 8号井戸跡の埋土に現れている。ただし、遺跡北側では平安時代の埋没土壌や縄文時代の

埋没土壌が原位置で確認された。遺跡南側では、中世の埋没土壌が残存していた。

5.古い谷頭が理没しており、その屈辺にグライ斑，疑似グライ斑の浮く土壌が分布する(第 6図)。

L S59では、 3面、 LS61 ・LP78・LL68では 2面の理没A層を確認した。近隣の大規模な地形

改変による母材の供給を受けたことで累積土壌となっている。また、埋没した IIA層内にはクロスラ

ミナや、特徴の異なる土壌がマーブル状に混じっており、近世における耕作土であったことを示唆し

ている。

一一一17.100m

16.000m 

LD78 
一一一一17.100111

LS 61 層位

{立 1 1 Au 1 

1 1 Au 1 
2 1 Au 2 

2 1 Au 2 :3 1 AB 
3 IIAu 1 4 IIAu 1 

4 IIAu 2 5 IIAu 2 

5 IIAu3 6 IIIAB 

1 1 Au 1 

2 IIAu 1 

:=: IIAu2 

4 II!Au1 

5 II!Au2 

6 NAu 1 

7 NAB 

(腐植〉

しし68層位

1 IIAu 1 
2 IIAu2 
一一16.000m
3 IIAu3g 

4 IIB只

5 IICBg 

6 IICgu1 

7 IICgu2 

8 IICgu3 

露圏園田口岡田回
すこぶる寓む i広むやや高む含む なし 植物根クラ v ク般化鉄

第4表 LS 59の土層説明 第6図盤若台遺跡の層序

第 7表 L L68の土層説明
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粥 る 車 党問調主主の概安

第 2節 調 査の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区の設定方法(第 7図)は、以下のとおりである。

①原点をMA50として設定した O

②このMA50をとおる南北方向の軸を南北基線とし、これに直交するものを東西基線とした。

③これら基線から 4X4mのグリッドを設定し、東から西に向かつて LT. MA. . . MT  . N A . 

. . NT. OAというアルファベットと、南から北へ向かつて50・51・・・と連続するアラビア数字

を組み合わせた記号をふった。

④このように打設された方眼杭の内南東隅のものをグリッドの名称とした。

遺構は基本的に長軸に沿って 2分割し、層位を確認した上で完掘した。また、住居跡は 4分割し、

十字のベルトを残して掘り下げた。

土壌層位学を用いて層序を観察記載し、各層位の脈絡を関係づけるためにハリス・マトリクスj去を

用いた。!日石器文化探求と土層確認のため15グリッドに対して深揺を行った。

作図には手実測とトータル・ステーション・遺跡管理システムによる機械実測を許用した。作図の

縮尺は基本的に 1/20である。火葬墓や土器埋設遺構など詳細な作図が必要な場合は 1/10や 1/5で

行った。

写真撮影はブローニー判と35rnmを併用し、モノクロ・カラースライド・ネガカラーの 3種類を使用

した。

遺物の取り上げは全点ドット法を採用した。ただし、原位置を失ったものはグリッド一括として取

り上げた。遺物には全てシリアルナンバーをふり、パソコンに入力して遺物台帳を作成した。

室内整理は、現場の平面・断面図から第 2原図を作成し、これをトレースした。また遺跡管理シス

テムによるものは、プリントアウトして使用した。遺物は洗浄・注記のあと遺物カードを全点に対し

て作成し、遺物データベースを作成した。遺物カードを作る過程で報告書収録遺物を選別し、それら

に対しては実~~U .拓本・トレース、写真撮影を行った。

第 7図 盤若台遺跡のグリッド配意図
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第 4章調査の記録

第 1節検出遺構の概要

検出遺構は、第 8表に一覧を示した。

縄文時代:竪穴住居跡 l、土器埋設・遺棄遺構 7、陥し穴 3、土坑 9。いずれも中期末にあたる。

平安時代:竪穴住居跡 6、掘立柱建物跡22、製鉄または精錬炉14、鍛冶炉2、鉄関連遺構10(灰原

2、廃j宰場 1、砂鉄貯蔵ピット 3、土坑 1、溝 1)、溝 10 10世紀前葉。

中位:井戸跡 6、方形周溝 5、火葬墓20、溝 3012佐紀末から13世紀前葉。

江戸時代:遺物集中地点し耕作跡し溝 10 

近代:水路

時代不明:ピット 1102

遺構は全部で、1226基見つかった。調査面積11300m2に対する遺構密度は0.11基/ぱで、あり、 4mグ

リッドを分母におくと、1.74基/グリッドとなる。最少O基/グリッド、最大20基/グリッドとなる。

遺構密度が濃いのは台地平坦面であり、少ないのは谷の部分となる。しかし、台地縁辺から斜面にか

かるグリッドLE96付近にも遺構が集中するのは、古代の製鉄遺構が集中するためである(第119図)0 

第 8表時期別遺構名

縄文時代 21SR 26氏 31SN "111 9 SB 1004 Î~i~} 性 !~Jjilij!.'_Hili 21SS 377 iてお日記川 81SI¥ "18.5 j梓

啓穴住居 31SR 400 10lSB 100.5 ;li~主主力 ;'.!Wj~lリド 31SS 39.5 11S1¥ 209 91SK 1196 11SD 466 
11SI ~16 41SR 398 平安時代 111S8 1006 lISS 380 i巷 10lSK 47.5 21SD 5Ll 
21S1 211 5 SR 382 竪穴住居 121S8 1317 21SS 381 lISD 133(j 中世 111SI¥. 479 
31ST 6 11SI 24 131S8 1318 31SS 376 土坑 鍛;剖戸 121SK 478 近世
11IS1 土器遺棄 21SI 25 141S8 1319 41S5 389 11S1王 10003 lISS 935 131SK 471 l耕作跡

11SR 3"10 31S1 J、叩【i 151S8 1320 51SS 灰原 方形周溝 141SI"¥. 477 11i室物集中地点

土坑 21SR 399 41SI 26 161S8 1321 61SS 38"1 11SN 387 1lSX 467 151SK 472 i蒸
l己Kt， 13L10 51S1 345 171S8 1322 71SS 339 21SNI 1019 21SX 470 161SI"¥. 474 11S0 10004 
21ST¥: 1370 司石器遺棄 61SI 386 181S8 839 81SS 344 鍛J古炉 31SX 1197 171SK 476 
31SK 1357 11SQI 348 19 S8 1008 91SS 375 11SS 260 41SX 51日 181SK 473 
41S1¥ 1338 HiTIi'L住建物 20 S8 8，11 10lSS 1331 21SS 1443 51SX 1202 1915K 1180 
51SK 1339 落し穴 11SB 836 2l S8 840 111SS 346 火葬基 20 SIく
61SK 1394 11::;1，-1 1000 21SB 1200 円.....，:....;円 S8 1007 121SS 347 土坑 lISK 692 井戸

71SK 1442 2bKi 845 31SB 1199 、 /}~JuhV; j thH色li13 SS 259 1IS1く 21S1¥ 69:1 lISE 995 
81SK 1362 31::;[汀 つM つM'U3 41SB 1123 11::;KI 420 14 SS 。38 21SK 28 31SK 694 21SE 837 
91SK 1374 51SB 112'1 21::;t，，[ 526 廃j宰場 31SK 29 41SK 835 31SE 932 

焼土遺構 61SB 1001 11SS 341 41S1¥ 30 51SK 817 41SE 8 
土6~JlJl設 i沿 ffl~ 11Sオ1204 71SB 1002 砂鉄ど、ット 51SK :31 61SK 8:34 51SE ノlOl

11SR 182 21SN :311 8 SB 100:3 11SS :3"12 61SI¥: 。2 71SK 480 61SE 1020 
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第 2節縄文時 代

1 検出遺構

( 1 )竪穴住居跡

①S I 46 (1号)竪穴住居跡(第 9--11図・第 9表)

L 198グリッドから発見された。隅丸方形の平面形を持ち l辺5.3m、検出面からの深さは0.5mで、

ある。南側に複式炉を持つ。主柱穴は 9本ある。また、一回り小さなピットが4基ある。複式炉前庭

部の袖石付近にも 2本の「特殊ピットJがある。

「複式炉Jの底面はよく焼けている。前庭部の両脇にはシンボル的に小さな袖石が 1点ずつおかれ

ている。前庭部の底面は綾密である。炉の主体部には構築材である石がなく、石は抜去されたものと

考えていた。しかし抜去痕も無く、また、炉体に本来の複式炉ならば横位に置かれる要石がなく、鞍

状に削り残された地盤で代用されており、当初より石は伴わなかったものと解釈するに至った。

遺構内には 8層が堆積している。壁際にはドーナツ状に炭化物と焼土が分布しているが、柱穴と壁

には焼土・炭化物が堆積していない。焼土中より大量の遺物が出土するが、床面直上から出土する

遺物は少ない。上屋の状態は不明であるものの遺構が埋没し始め、床面にわずかに土壌が堆積した頃

に火をかけたものである。また遺物は、火をかける以前もしくは同時に堆積したものである。

最花式と大木10式が出土している。床面直上出土炭化物のUC年代は3900士20yrbpで、あるは章参

照)。

②S 12.6.7 (2.3.4号)竪穴住居跡(第12--13図、第10--12表)

2、3、4号住居跡は互いに隣接して発見された。柱穴が円形にまわるため縄文時代のものと推測

される。平安時代の地形改変によって上面を全て削平されている。

( 2 )土器埋設遺構と遺棄された土器(第14図、第13--18表)

土器埋設遺構は 5基 (SR268: 1号、 SR400: 2号、 SR 182 : 3号、 SR398 : 4号、 SR382 : 

5号)発見された。いずれも最花式期もしくは大木10式期にあたる。江戸時代の大規模な削平で口縁

部を削られた例が多い。本来の構築面はもう少し上であったと考えられる。いずれの例も、掘り込み

の土坑と土器の直径がぴったりで遺構の壁と土器の外面との問に際関が無く、どのように埋設用の穴

を掘ったものかは不明である。

3号は縄文時代住居に近接して発見された。 4号は、遺棄され横倒しとなった他の土器と共伴した

(第20図)。平安時代の S1357 (3号)住居跡脇からも横倒しの遺棄状態で 1点出土した(第34図 1)。

( 3 )土坑(第15--16図、第19--27表)

フラスコ状土坑を 2基、土坑を 8基発見した。土坑は l基以外グリッドLJ 87周辺に集中する。

S K F 1340 (1号)は直径1.75m、底径2.45m、深さ1.60mで、ある。覆土は褐色土と「口一ムJブ

ロックを多く含む層の五層となっている。

l号から 8号までの土坑はいずれも楕円形の上面観を持ち、大きさも共通する。覆土は l層から 3

層程度で層相もよく類似する。遺構摺り込み聞は、道路建設時に郎平されていた。本地点は、周辺に

比べて若干の微高地となっていた可能性がある。

(4) S Q348石器廃棄遺構(第14図)

製鉄炉を調査中に、平安時代の盛土下にわずかに残された縄文時代包含層から発見した。上面及び

周辺は全て製鉄炉群構築時に削平されていた。浅い土坑内から硬質頁岩製の剥片と石核が出土した(第

14図)。
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第 4章謂査の記録
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第 9表 S I 46 ( 1号)竪穴住居跡土層説明
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第11表 S I 6 (3号)竪穴住居跡土層説明 第12表 S I 7 (4号)竪穴住居跡土震説明

第14表 S R 268 (1号)土器埋設遺構土麗説明

第15表 S R 400 (2号)土器埋設遺構土層説明

第13表石器廃棄遺構土層説明

第18表 S R 398 (5号)土器埋設遺構土層説明

-18-



第 2節 縄文 時代

B 

2号)土土設構@SR268(1号)土器埋設遺構

14.9UOm 

斗-

15.900m 

SR398(4号)土器土建設遺構

A 

川十
点⑮

A 
15.90οm 

B 

A 
i日400m

司王-
5 く~3将石器廃棄遺構

SR382(5号)土器埋設遺構
， ¥ ⑧ 

A 
¥ミ

⑧ L斗

。
A 

jつよ14.04m 

行1

第14図 土器埋設遺構@石器廃棄遺構平面図@断簡図

均一



第4章調査の記録

~ 
tァョ

SK 1337(1号)土坑

A 

SKP 1339 (3号〉土坑

.，，J
'
 

/
/
 

/
/
'
 /

 /
 /

 /
 /

 /
 /

 /
 /

 
L
 

¥
 

¥、

¥
¥
 m

 

A
一

S K 1442(4号)土坑

S K P 1338 (2号)土坑

A 

B
 

___A_ 15. 571 m 

SK P i340 (1号)フラスコ状土坑

B 

主)/ラニミミご¥
/ / ~'" / / ~ ~ 
/ ¥ '¥ 

A ¥ ( ¥ ¥間
I I -¥ぐ
¥ ノ¥

rl¥/¥  ¥ / / 

~-:~，~ ¥ ~ /ι/ ¥ / / 

丘15ふ¥///

SK 1394(5号)土坑

⑧ 
A 

一てで庁J
m
 

第15図土坑平面図@断面図

- 20 



S K 1362 (6号)土坑

(一時 SK 1370 (8号)土坑

A 

15.6:33m 

第 2節縄文時代

SK 1371 (7号)土坑

B B 

B 

話

小ゆ

B
 

m 

第16図土坑平誼図 e 断面図

( 5) S K T 1000、SK T 845、SK T 223臨し穴(第17図、第28~30表)

全部で 3基発見された。 1基は細長いもの、 2基は円柱状で底部に l本の逆茂木用の穴を持つタイ

プである。 遺構内から遺物は発見されなかった。
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第4章調査の記録

2 遺構内出土遺物

( 1 )土器@土製品

①S I 46 (1号)竪穴住居跡

l号住居跡から出土した遺物は、総点数3372点である。土器2372点 (70.3%)、土製品 5点 (0.1%)、

石器995点 (29.5%)、炭化物多数という内訳になっている。観察表は、第221~225表にある。

a.土器・土製品

出土土器2372点の内訳は、有文土器328点 (13.8%)、無文土器2046点 (86.2%)である。有文土器

の内訳は、最花式147点 (44.8%人 大 木9式2点(0.6%)、大木10式179点 (54.6%)、後期初頭の型

式名未設定土器2点 (0.6%) となる。器形はミニチュア土器が2点、意形土器が 1点ある以外は全

て深鉢である。

全体における部位ごとの内訳は、口縁部107点 (4.5%)、網部2171点 (91.5%)、底部53点 (2.2%)、

取手破片他 5点 (0.2%)、部位不明36点(1.5%)である。

口縁部107点中、直窪を推定できたものは39点 (36.4%)である。その口縁部径は最大30cm、最小

6 cm、平均17.8cmで、あり、 15~20cmの口縁部径を持つ土器が19点 (17.8%) と最も多い。

底部51点中、産径を推定できたものはお点 (51.0%)である。底部径は最大14cm、最小 5cm、平均

8 cm、5~ 10cmが最も多い。 tj、下、各型式ごとに説明する。

α，最花式(第18図、第四図 1~26、第221表)

最花式は147点ある。 1層より 19点(12.9%)、2層より43点 (29.3%)、 3層より 69点 (46.9%)、

4層より 9点 (6.1%)、不明 7点 (4.8%)出土している。口縁部8点 (5.4%)、胴部139点 (94.6%)

である。また器形は、深鉢を基本として歪形土器 1点、ミニチュア土器が2点ある。

地文は 5種類あり、主なものは単節縄文RL 12.1 %、同 LR58. 6%、結束10.1%、単節縄文LR.

結束併用が17.2%である。単節縄文LRが半数を占め、結束と併用するものも含めれば70%を超える

など、単節縄文LRが卓越して用いられている。

焼成は良好14%、通有59%、軟質27%である。胎土は通有47%、砂を多く含むもの43%、礁を多く

含むもの 6%、白色粒子を含むもの 4%である。内面調整はケズリ 8% ナデ63% ミガキ29%とな

でられたものが多いo

/].大木10式(第四図27~34、第20図)

大木10式は179点ある。 1層より34点 (19.0%)、2層より 55点 (30.7%)、3層より 65点 (36.3%)、

4層より 6点 (3.4%)、不明が19点 (10守 6%)出土している。口縁部 4点 4%)、網部175点

(97.8%) となる。胸部に取っ手の残欠があるものが2点ある。深鉢のみである。

地文は 8種類あり最花式の 5種類よりも多い。単節縄文RL23%、同LR60%、結束 7%、単節縄

文LR.結束併用が2.4%、同LR.結束併用が3.4%となっている。単節縄文LRの使用が自立つ。

焼成は通有51%、良好15%、軟質34%となる。胎土は通有42%の他に、砂を多く含むもの41%、擦

を多く含むもの 5%、砂・磯ともに多く含むもの 7%、砂・繰・白色粒子を多く含むもの、または

磯・白色粒子を多く含むもの 2%、白色粒子を多く含むもの 2%となる。白色粒子を含むものが組成

に入ってくる点が最花式と異なる。内商調整はナテ>'68%、ケズ 1)18%、ミガキ14%となる。

γ. その他の土器(第18図27:大木9式、第19図35:後期初頭型式名未設定の土器)

大木9式は 1点あげた(第18函27)0 1層からの発見である。非常に小形の鉢形土器と考えられる。
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第 2節縄文時 代

隆帯により文様を描出している。

中期末後期初頭の土器は 2点ある(第四図35)。大木10式の IJJ字文が簡略化され、所謂「前十

腰内式Jへの過渡期のように平行沈線によって入組文の祖形を描出している。

o.粗製土器

粗製土器の特徴を地文、文様要素、焼成、胎土、内面の調整によって記述する。

粗製土器・地文のみの土器の内、風化や摩滅によって地文が不明なもの1179点を除外した867点では、

単節縄文のみ724点 (83.5%)、結束90点 (10.4%)、絡条体53点 (6.1%)となる。

文様要素には沈線、竹管文、隆線、利突の 4種類を基本形とし266点ある。これらの組み合わせば

3種類あり、沈線と隆線がセットとなるもの、沈線と刺突がセットとなるもの、そして経線と料突が

セットになるものである。沈線によって文様が描かれるものが174点(65.4%)、竹管文が66点(24."8%)、

隆線によるもの18点 (6.8%)、刺突によるもの 8点 (3.0%)である。

焼成は、硬質堅綴8点 (0.4%)、良好121点 (5.9%)、通有1127点 (55.1%)、軟質787点 (38.4%)、

不良2点 (0.1%)である。胎土は観察した1975点の内、精綴9点(0.5%)、砂を多く含むもの911点

(46.1 %)、小擦を含む94}主(5 %)、白色粒子が自立つもの111点 (6%)、通有850点 (43%)である。

焼成と胎ごとの特徴で通有が多くなるのはやむを得ない。また、半分は軟質であり砂を多く含むこと

がわかる。また内面の調整は、ナデによっており 17%は磨かれている。

ε. ミニチュア土器と土製品(第21図)

ミニチュア土器は 3点ある。土製品は 5点ある。

lは、最花式の壷形土器である。 2は浅鉢形土器の半完形品である。口唇部は地文を磨り消して無

文とし、外面口縁直下に断面丸形となる沈線を一条施す。地文は単節LRである。 3は深鉢形土器の

下半部であり、朝顔形に外反する。地文は単節LRを施す。

4--7 が土製品である。 5~7 は三角形、 4 は四角形土製品である。 5--7 は背面に最花式土器の

施文要素である円形竹管による刺突を施す。 4は、先端が鋭いヘラ状工具によって細い沈線と細かい

列点を施されている。四隅はそれぞれ腹頭側へ向かつてカーブしており、あたかも「四足Jのように

見える。

8は粘土塊を握ったもので指紋が残る。 9は表面に葉脈が陰文として残り、木葉で包まれた痕跡を

示す。

②土器理設遺構 e 遺棄状態出土土器(第22図)

1と6は横倒しの遺棄状態で発見された。 日立、最花式の深鉢である。口縁部に l条の沈線をめぐ

らせ無文帯とする。 沈線下に角頭状工具による刺突列点を巡らせる。腕部には逆 IUJ宇状の文様を

施す。地文は単節LRである。

2--6は、土器埋設遺構から出土した土器である。いずれも最花式または大木10式に共伴する粗製

土器である。 2は結束による羽状縄文を地文とする。 3は、単節縄文LRに結束の原体を用いている。

( 2 )石器

① S I 46 (1号)竪穴住居跡

l号住居からは995点の石器が出土した。 1層98点(9.8%)、2層163点(16.4%)、3層484点(48.6%)、

4層219点 (22.0%)、不明31点 (3.1%)という内訳である。半数弱が3層出土である点、土器と共

通する。 5層の焼土分布と関係して220点 (22%)には被熱痕が明瞭に残る。

- 2S-
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第 2節縄文時代

出土石器には、{擦が270点 (27.1%)と約 4分の l含まれている。擦を除外した725点の内訳は、利

器198点 (27.3%)、素材剥片・チップ503点 (69.4%)、コア24点 (3.3%)である。リタッチド・ブ

レイク(以下RF)や使用痕のある剥片(以下UF) を徐外した利器の内訳は、石鋭、6点、石槍3点、

スクレイパー 39点 ドリル 9点、模形石器3点、ハンマー 5点となる。

石材は14種類が確認された。比率は頁岩が738点 (78%)、凝灰岩が123点 (13%) となっている。

以下からは、礁を除外して記述を進める。石器全体における部位ごとの内訳は、完形品456点(62.9%)、

破損品269点 (37.1%)である。破損品の内訳は、頭部34点 (12.6%)、中央部137点 (50.9%)、末端

83点 (30.9%)、その他15点 6%)である。素材剥片の折れの方向は、背面→腹面が31点(16%)、

腹面→背面が49点 (25%)、側面からが3点 (2%)、被熱によってハジケたものが115点 (57%)で

ある。折れたものの内25%が腹面→背面の方向を示すのは、後述の末端形状においてステップ包ブラ

クチャーとなるものが、完形剥片において 6%ほどあるのと関係するかもしれない。意識的な折取り

ではなく、剥片剥離時のハジケである。

素材剥片の打面に残された打点の痕跡は、明瞭なもの154点 (58%)、不明瞭なもの111，点 (42%)

とほぼ半数ずつある。石核上国にi定住 3rnm程度の打撃痕跡が多く残されているのと共通している。

打面形状は 6種類が観察された。単純剥離面打面が最も多く 209点 (49%)、複合剥離間打面白点

(14%)、打面調整のある複合剥離面打面 4点(1 %)、点状@線状打面がそれぞれ27点 (6%)、擦

を残すものが101点 (24%)である。

剥片の末端形状は判明するもの330点中、フェザー・エンド233点 (51%)、ヒンジ・フラクチャ-

78点 (24%)、ステッフ0 ・フラクチャー 16点(5 %)、ウートラ .J¥ッセ 3点 (1 %)である。

背面の剥離方向は、19種類のヴァリエーションがある。主要剥離面と背面の方向が共通するもの199

(43%)、向かつて右側へ90度転移するもの 9点、 180度転移するもの 3点(1 %)、 2方向からの

剥離面を残すもの37点 (8%)、 3方向からの剥離面を残すもの 5点(1 %)、自然面のみのもの76点

(17%)、自然面を含むもの126点 (28%)である。また、複数方向からの剥離痕を残す背面の内90度

転移は56点 (14%)、180度転移を含むものはお点 (7%)となっている。向かつて右側へ転移してい

るものは33点、左側へ転移しているもの29点とほぼ同数である(左右前方へ転移している個体は 2回

数えているので、前述90度転移の痕跡を残す剥片56点より多くなっている)。

石核の形態を比較するとサイコロ状15点63%、機器状が6点25%で、その他は 3点12%ある。サイ

コロ状の石核が多く 90度ずつの転移を繰り返すことから、打面を複数持つものが増えている。ただし、

剥片の背面構成は、主要剥離面と方向をーにするものが43%でトップとなっている。

利器は、第23~25図に示した。石畿は 4 点を図示した。全て硬質頁岩製である。第23図 1 は右のか

えし部分が、 3は先端部が破損している。特に 3の先端は、典型的な衝撃剥離となっており、使用に

よる破損の可能性が高い。また 4は両側縁のカーブの変化がなめらかではなく、先端部を鋭く再生し

ている。

石槍は 3点図示した。 7はドリルの可能性もある。柳葉形のものと木葉形のものの 2種類がある。

5の基部側は節理で折れており、その後再調整を行う。 6は基部側が破損した後、尖頭スクレイパー

に再生したものである。全面が摩滅しており、所謂「革袋に入れて運ばれてきたような」摩耗の様子

を示す。

石匙は出土した 3点を全て した(第23図8~10) 。いずれも硬質頁岩製である。素材剥離面の

.~1 一一



第4章調査の記録

打面側につまみを作るもの 2点(9、10)、末端側につまみを作るもの(8) 1点である。 9は石刃

状の縦長剥片に簡単な加工を施してつまみを作りだしている。刃部に微細な剥離痕が残る。 8は丁寧

な調整によって刃部を作り出している。熱を受けて破損している。

第23図11は2点出土した石箆の内の 1点である。比較的粗めの側面調整によって平面形を整えてい

る

利器で最も多いのは、スクレイパー 37点(第24図 1~ 3) とRF39点で、両器種合わせて76点ある。

それらの調整の特徴を示す。まず、リタッチの形状は、剥離面小43%、小剥離痕を含むものは73%あ

る。微細な剥離痕のみのものは 5%、大剥離面のみのもの 3%、中サイズの剥離面のみでは 3%となっ

ている。それらが小剥離面とセットとなって73%となる。

縁辺形状は凸刃が22%、度刃治宝41%、回刃が11%、鋸歯縁が 5%、その他が21%となる。調整が連

続するものが83%、非連続は 1%、 1回のみの調整剥離が施されるのものが16%ある。

ドリルは 7点を示した(第24図4~10) 。先端部が太いものは、 5 )と細く鋭いものは、 10)、

または刃部を細長く作り出しつまみ部との段差が明瞭なもの(5、6)と不明瞭なものは、 7~10) 

に分類される。 7は、使用によりひどく摩滅している。刃部断面形が角形のものと、丸みを持つもの

カfある。

ハンマーは 5点出土の内 2点を図示した(第25図 l、4)。凝灰岩、砂岩、石英質安山岩等の軟質で

粘りのある岩石を用いているが、頁岩製が l点ある。長さ100mrn以上と未満、また重軽の 2グループ

ある。

他にパンチ(第25図5)とストーン・リタッチャー(再思 2)、模形石器(同国 3)がある。パン

チと模形石器は両端に剥離痕が残る。模形石器は黒曜石、パンチとストーン・リタッチャーは凝灰岩

製である。

②石器廃棄遺構遺物(第26~29図、第226表)

石器は66点出土した O 全て剥片ーチップと石核である。接合状況図を示した。 2母岩ある(母岩 1

は第26~29図 1 、母岩 2 は第29図 2 )。母岩 lは4個体に分割されており、それぞれの個体は接合し

ない。分割された偲体の内、より中心部に近い剥片が持ち出されている。

3盟小結

盤若台遺跡から出土した縄文時代の遺構・遺物から以下の点が明らかとなった。

①中期後半から末期の最花式と大木10式期に形成された遺跡であること。遺構は調査区北側に多い。

② l号住居跡出土炭化材の14C年代は3900土20yrbpで、ある(6章4節参照)。

③ l号住居には壁に沿ってドーナツ状に焼土と炭化物が分布していた。第 1埋没土が堆積した時点で、

火入れを行ったものと推測される。

第31表 S I 46 (1号)嬰穴住居跡出土石核計測値

長さ (mnl) ~J品 (nlIll) 両さ(出〕 重量冠7
平均 41.08 33.12 59.16 108.944 
最頻値 46 14 491-
最大 75 77 110 608.9 
最小 13 11 26 9.1 
分散 210.7433 371.2767 559.5567 24870.1 
標準偏差 14.517 19.26854 23.65495 157.7026 
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第 3節 平 安 時 代

10世紀前半の竪穴住居跡や製鉄遺構などを検出した。当該期の遺構分布状況は第30図のとおりであ

る。若干の時期差があると考えられるものの、狭い遺跡内における機能的場の使い分けがかなり明確

で特徴的である。すなわち、台地斜面には[製鉄の場J、台地平坦面には「住居の場jと「鍛冶震の

場j、そして台地中央部の微高地には「掘立柱建物の場jが作られ、機能を異にするミニ・ゾーン、

もしくはマイナー・ユースの差として 3分される。さらに住居の場は遺跡内中央を走る谷によって東

西に二分される。

中世

平安

出土遺講分布

縄文

第30図平安時代遺構分布図

- 40-



第 3節 平安時代

検出遺構

( 1 )竪穴性居跡

全部で 6軒を発見した。調査区中央北側平盟問の 4軒と東側台地縁辺の 2軒では主軸の振れが異な

る。前者4軒ではN-25
0 

Eから N-15
0

Eの関で、平均N 19.3
0

一丘、後者 2軒はいずれも

N-40
0 

-Eである。大きさには若干の違いがあるが、壁際に溝を持つ構造は共通している。

① S I 24 (1号)竪穴住居跡(第31図)

グリッド LH97で発見された。入り口状の張り出し部を東側に持つ。軸の振れはN-25
0 -wであ

る。

第32表 S I 24 (1号)竪穴住居跡土層説明

層
散l支密

可塑

{立 色調 構j告 土性 硬1-;;[ i生 腐|直 IR ヒピ i昆入ti1 孔日始; i創造時期

団粒状~亜角塊:伏の
1 I 7.fiYR3/2より黒い 日 ~IOmm し + + + + 十十 十十 スンジ:伏+ 江戸~平成

-】》 7.5YR3i2 亜角塊;11~φ5~10m口1 し 十 + + + + +十 スポンジ:伏十 江戸~明治

7.5YR3/2.1・2層より し~
つ が戸し、 i距角 t忠;U~ の 5~ lOmm SiL → + + ート ト ート十 スポJ 、ン:Ik十 江戸

との層

し~ 「ロームj粒子の 10mm 合ありη

4 17.5'{R3/3マトIJケス4/3 亜角地:伏中日~!Omm SL 寸一 + ード 十 + 十 + 十 スポンジ状+ 代の出I]"!'-か?

7 .5YR:ì/3~3/4 ，4層
日「 より暗L、 斑角塊:伏 φ5~10mm し + + + 十 + 十+ スポンジザ~+ 江戸~平安

7.5YR3/Zel、リクス，113

6 ブロ、ソク 亜角塊:伏 q;5~10mm し 叩?“ ート 件ト 「ロームJ粒子の 10mm スボJ ジ:U¥+ 江戸~平安

7.5YR:3/3~3ん

より暗し、 亜角塊:伏ゅ 5~10mrn し -r + --r + + 十 + スホ:ンジj犬十 江戸~平安

7.5YR4/:3マトリヴス:3/:3 L~ 一~
8 パ、ソチ:伏 直角塊;[k: ゆ 5~lOrnm SiL + + 寸一 十 叩ム伶 スポンジ:伏+ 江戸~平安

7.5YR4/:3マトリクス:3/:3 し~ 一~
9 パソチ:伏 亜保!塊収ての 5~10mrn SiL + + ート + + スポンジ:伏+ 江戸~平安

7.5YR4/3マトリウス3/3 ~ 
10 .;-，ッチ:伏 亜角塊;tF ゅ 5~10mm Siし + 十 + + →← スオゴンジ:1犬十 江戸~平安

7.5YR:3/3マトリクス 1/11 「口ムJ粒子中 20rnm

11 フロック 亜角塊:伏の 5~10mm Cし + ωト + + + + + 江戸~平安

7.5YR3/3マトリクス4/4 「ロム」粒子中 20rnm

12 フロック 亜角塊:伏の 5~10mm Cし + 十 + + + + + 江戸~平安

7.5YR3/3マトリクス4/4 「ロームj粒子中 lOniiTl

13 フ‘ロック 亜角成:伏の 5~10rnrn CL + 十 + + + + 十 江戸~平安

7.5YR3/3と4/4カ1ブ 「ロームJ 粒子ゆ 20~

14 ロック状一混じる 亜角塊:伏の 5~lûmm CL + + + + + + 30mrn+ + + 江戸~平安

7.5y'R3/3マトリ今ス，1/，1 「ロームj粒子ゆ 10rnrn

15 ブロック 亜角塊:伏の 5~10rnm CL →ー + + + + + 十 江戸~平安

7.!1YR3/3と4/4が7 「ロームrl'立子ゆ 30~

Hi ロックtた=1昆じる 組角塊:[た φ5~10mm 亡し 十 十 十 一「 十 50mm十十十 ~平安 | 

7.5YIミ3/:3マトリクス4/4 「ロームJ粒子 (1)~o--
ブ、ロソケ 亜角見:Ikr/l日 ~10 1ll日1 CL + 干し →『 ート ヤト 30mlll+ + 江戸~平安

7.5YR4/4eト!J年ス3/3 「ロームj粒子中 50mm

18 フ、ロック 堕角塊:伏の 5~10 1ll m CL + + + + + 十 十 ++ 江戸~平安

7.5YR3/3マトザクス4/4 「ロームj粒子 φ10m01

19 フ、ロ・ノク 亜角塊状 (t5~10m l11 CL + ート + + + -l- 十 江戸九平安

7.5YR3/3マトザクス/1//1 「ロームJ粒子中 100101

20 ブごロック 亜角塊:伏 φ :J ~1001 I11 CL + 4 + + + + ート 江戸~平安

7.5YR:3/3マトザウス4/4 「ロームj粒子の 100101
フ舟ロック 亜角 i庶:伏の 5~10mm CL 一了時 ート ト + 内1- + + 江戸~平安

f ロームJ佳子中 50~
M‘つヲs“ 一ヲ】 7.5YR.fl4 亜角塊:伏の 5~10mm Cし + + + + + + 700101 江戸~平安

7.5YR:t :3マトI)j:q/l 「ロームj粒子 φ10ml11

2:3 てアロック 亜角 JJ似た中日~'10111111 CL ートー ..L 伊す勾 + + + + 江戸、平安

「ロームJ 粒子の 50~

24 7 .5YR，l/ 4 亜角塊:伏の 5~10ml11 Cし + + + + + ート 70mm 江戸~平安
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第 3節 平安時代

大きさは、 3.75m X4. 90mで、深さ0.43mで、ある。 深さ 5~ 10cmの浅い周溝が壁際をまわる。周溝ーの中

には夜径 5~ 10cmの小さなピットが設けられていた。

柱穴は主なものが6基である。いずれの覆土も住居の第 l埋没土と同じである。覆土は、急速に埋

まったらしく腐植に富む黒色土と地山の黄色い「ロームjブロックの互層となっている。

床面には直径40cmの範囲に炭が堆積していた。床面は焼けておらず炭をおいた理由は不明である。

また竃も見つからず、炊事-の場についても不明となっている。

遺物はないが、平安期の埋没土壌中から掘り込まれているため、平安時代に帰属するものと考えた。

しかし、前述の床面i亙上出土炭化物のHC年代は、 540土20yrBPとなっている。

②S I 25 (2号)竪穴住居跡(第32図)

方形を呈する壁溝のみが見つかった。遺物を伴わず 1号住居跡の東側に隣接し執の方向も一致する

ので、同時代のものと考えられる。柱穴は見つからなかった。軸の振れは、 N-15
0 

- Eである。

第33表 S I 25 (2号)竪穴住居跡土層説明

③ S I 357 (3号)竪穴住罵跡(第32図)

3号住居跡は l号住居跡の北側に隣接する。近世・近代の地形改変によって半分削平され所謂「ち

りとり状Jとなってしまった。構造もし 2号住居跡と共通して 6本の主柱穴を持ち壁際に10cm程度

の浅い溝がめぐる。住居周辺にもピット群がある。しかし、本住居跡との関係は不明である。 6本の

主柱穴覆土は、いずれも住居跡内堆積土と同じ層相を持つ。軸の振れはN-18
0 -Eである。

第34表 S I 357 (3号)竪穴住居跡土層説明

④ S I 26 (4号)竪穴住居跡(第33図)

グリッドLK98で発見された。上聞は近代の郎平を受けており、プランは失われていた。極くわず

かにシミ状に方形プランの l函が見えた(図版3-3)が、深さ 1cmほどしか残存しておらず確認は

不可能だった。寵と貯蔵穴のみが見つかった。柱穴は発見できなかった。

寵及ぴ貯蔵穴内には大量の土器が廃棄されていた。貯蔵穴の底部堆積土中には焼土や炭化物、山砂

といった寵の構築・使用に係わる土層はない。貯蔵穴の覆土第3層は、遺物分布によって上下に分け

ることが可能であるものの、層相の特徴に変化はない。土器類が竃内から貯蔵穴に向かつて一気に投

げ込まれていた(図版4 4)。従って、土器を廃棄した時点では、寵の上部構造はすでに失われて

いたものと考えてよいだろう。時期は 9世紀後半から10世紀前半である。

⑤S I 345 (5号). S I 386 (6号)竪穴住居跡(第34図)

5" 6号住居跡は遺跡内を南北に通る谷を挟む東側の台地縁辺にある。いずれも上回は近世以降に

削平されており、壁際をめぐる溝のみが見つかった。 5号住居跡は、柱穴が3本のみ確認された。 6

号からは柱穴を発見できなかった。柱穴覆土は、側溝覆土と同じ層相を持つ。軸の振れは両者とも N

-40
0 

- Eである。
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第 3節 平安 時代

第35表 SI 26 (4 竪穴住居跡土層説明

l;;fi 1|3度致荻 可塑

色調 fIIii告 士|生 限度 '1生 間植 恨 ヒヒ 混入物 干し隙 ヂの{臥

5YR3/:3マトリクス，

2.5YR3/6ブロック:伏 亜角塊:伏の 5-10 十十スポンジ:伏、

l ゆ1O~15mmに入る 日l汀1 SiL 1+ + + + 斗ー + 焼土H チ『ーフ :U~

5YR3/3マトリクス，

2.5YR3/6ブロック:伏 亜角塊:伏中 5-10 ++プ、7戸ンジ:~‘

2 ゆ1O~15mm\こ入る mm SiL 1+ 寸一 + -l- ÷ + 焼土 '/130mmトH チューブ:伏

2.5YR3/2~2/2マトリ

クス， 2.5YR4/6フ
ロック:[大 φ7mm(こ入 亜角塊:伏ゆら-lu L~ 

「チ十ュス ヴ:伏3 る rn日1 CL 1+ 十 」一 斗一 + 十 焼土4ψ7mm

2.5YR4/:iマトリクスT

2.5YR4/6ブロッケ伏 亜角塊:It~ (/J 5-10 L~S 十+スボンシ:状、

4 の10mrntこ)，る。 Illm iL + + γ + 焼土トゆ 7mm チ寸ーフ:伏

illi角塊状 φ5-10 ++スiら'ジ 'I)~ 、

:") 2.5YR :3 /4~(I/'1 m汀l SiL 1+ 十 + 信← ト 焼上村 (f;:i'~10 1l1 111 チ寸ーブ:伏

日YR3/:3マトリケス，
2.5¥T<:3/6フロック、伏 亜)l'J塊:状 φfi-lO +十スポンージ:1)、;、

6 の 10~15mmに入る mm SiL 1+ 十 十 十 + ωト 焼土 チコーフ‘:伏

亜角流状の 5-10

5YR3/2-2/3 訂1m L + 斗 十 J← 焼二七十 rt5mlIl 

代:.lnマトリクス，

2.5YR4/4ブロソク、伏 亜角1見:伏中 5-10

8 lこ入る πlπ1 L + 十 + + 」一 也4ω 境士仲 φ20mm

5YR2/3 -2;'1マト1)ケ

ス， 7.5YR5/4φ 亜角塊;1)ぐや 5-10 「ロームjブロソクゆ

9 20mm mm ト 十 + + + + 20I1lm++ 

5YR3/2マトリタス.

2.5YR4/47ロック:伏 illi角塊:伏 φfi-10

10 に入る mm L 時ト + + 十 十 焼土++ゆ 20mm 8層より孔隙+

5YR2/4マトリクス， 亜角塊:U~ ゆ 5-10

11 2.5YR4/4の20mm mm L 十 ームー 十 ーふー 焼土++φ20mm

2.5YR3/2マトリクス，

2.5YR4/4ブロック:伏 亜角塊:17くゆ 5-10

12 に入る mm L + + ーふー -l- + + 焼:ヒ+ゅ 20mm

2.5YR3/2マトリクスー
2.5YR4/4フ今ロック:伏 亜角成:1):φ5-10

13 に入る 日.1m L + 十 + ÷ + 十 焼土+++(t 20~30mm 

2.5YR3/2マトリクス，
2.5YR4/4フcロック状 亜角塊:伏 φ5-10 焼土+~++ゆ 20~

14 に入る mm L + + 十 ÷ + + 30mm 

亜角塊:伏の 5-10

15 5YR2/1 mm L + 十十 十 + 焼土土

5YR3/2マトリクス.
7.5YR4/4ブ‘ロヴク ;I)~ 亜角地:1犬φ5-10 +~ 十~ +~ 十~

Hi に入る 日1m CL ト ート 」一 寸一 "'- 焼土±

司王角』史、rJごφ5-10 十ヘー ト+スジ:伏、

7.5YR5/8-4，8 SiL ィ 十一十 」ー」ー 十÷ ヰ「ーブ:伏

角 l鬼:状 ~iffi 角}J色、伏ゅ SiL +~ 十十へ』

18 2.5YR5/8 10mm -Si 1++ +++ 一一

19 2.5YR4/8 亜角塊;I)~ や 10mm SiL 1+ 十十
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第4章調査の記録
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第 3節平安時代
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第4章調査の記録

( 2 )掘立柱建物跡

22棟が発見された。調査区南側グリッドLJ 76周辺、埋没した在頭の西側に集中している。また、

調査区南端に 2問X3聞のものが2棟立っている。

表土が薄く 20cm程度だったため、 22棟全て地山由で確認した。遺物が共伴せず時代認定に不安を残

す。近接して中世の井戸と墓があるので、中世に帰属する可能性も大きい。中世の墓域とこれらの掘

立柱建物跡が集中する区域の聞を古代 l号溝が区画している。この地割が中世にも機能していた可能

性が高い。

全体の傾向として、 l間X2間のもの19棟86.4%、2間X3間のもの 3棟13.6%、2間X4間1{東

1%と前者が卓越する。それらの軸はN-50
0-wと51

0 Wにふれるものが11棟50%と半数を占めて

いる(第35図、第38.39表)。その他も52--55
0

- Wに9棟41%が入る。平均はN-51.T -Vvである。

第38表掘立柱建物跡の方向 第39表方向の度数分布 第40表 S B 836 ( 1号)掘立柱建物跡柱穴データ

遺構名 角度 方向
SB1001 50 W 
SB1002 51 W 
SB1003 54 W I 
SB1004 50 W I 
SB1005 51 W 
SB1006 51 W I 
SB1007 53 W 
SB1008 50 W 
SBl123 55 W 
SBl124 51 W 
SBl199 51 W 

角度平均 51.72727 
最頻イ直 51 
角度 十東数
40 
50 5 
51 6 
52 2 
53 2 
54 2 
55 3 
59 

No 確言 上径(cm) j長f壬(cmi j菜さ Icm) 接形l底形
114層 34 20 24 2 
214層 つ2 3 16 2 
3141書 46 28 18 つ 3 
4141蓄 72 50 28 2 5 
514層 20 10 10 ワ

614層 32 10 20 4ι~ 

714層 40 18 26 3 
814/吾 50 26 22 l 3 
914層 44 10 32 2 
10 4層 72 40 38 2 3 
11 4雇 40 42 34 2 3 
12 4層 22 8 22 2 
13 4層 52 26 36 d つ

14 4層 46 36 32 2 3 
15 41蓄 22 10 14 ? 

SB1200 51 W I 16 4層 36 18 14 2 
SB1317 52 W I 
SB1318 50 W 

41霊 18 10 10 2 
18 41蓄 32 22 2 
19 41彊 16 14 6 3 SB1319 55 W 20 4層 28 16 12 2 

SB1320 54 W 21 4層 22 6 14 2 

SB1321 53 W 
SB1322 55 W 

“つ日つ 41膏 24 14 8 3 
23 4層 20 18 12 2 3 

SB836 52 W 
SB839 50 W 

監鐙 出
①S B 836 (1号)掘立柱建物跡

2間X3間で、長軸はN… 52
0 -wにふれる。柱問は最大2.75m、最小2.30r豆、平均2.58m、標準

備差は0.13である。 23本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。このうち主柱穴12本、側

柱穴11本である。上面径の最大は73cm、最小は17c111、平均35.2cm、標準偏差15.4である。底径の最大

は68cm、最小は16cm、平均31.3cm、標準偏差は14.3である。深さの最大は42cm、最小 5cm、平均20.1

cm、標準偏差9.47である(第40表)。主柱穴のみの計測値を求めると上面径は最大73cm、最小33cm、

平均47.5cm、標準偏差12.6である。底径は最大68cm、最小30.2cm、平均42.4cm、標準偏差12.5である。

深さは最大42cm、最小11.2cm、平均26.7cm、標準偏差7.92である。これに対して側柱穴では、上面径

の最大は36cm、最小17cm、平均23.5cm、標準偏差5.14である。 底径の最大は32c111、最小16cm、平均

20.5c111、標準偏差4.38である。 深さの最大は22cm、最小 5C111、平均13.1cm、標準偏差4.32である。こ

れらから、主柱穴と側柱穴では平均値ー標準偏差ともに倍以上の違いがあることがわかる。
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第41表 SB 836 (1 掘立柱建物跡柱穴土層説明
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② S B 1200 (2号)掘立柱建物跡

2間X3間で、長軸はN-51"-wにふれる。柱間は最大2.12m、最小1.72m、平均1.92m、標準

偏差は0.13である。 11本ある柱穴の平面形は、円形もしくは不整円形である。上面径の最大は40cm、

最小は26cm、平均32.8cm、標準偏差5.93である。底径の最大は32cm、最小は10cm、平均22.4cm、標準

偏差は8.41である。深さの最大は34cm、最小18cm、平均26.4cm、標準偏差7.13である。
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第43表 S B 836 ( 1号)掘立柱建物跡土層説明(続き)
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第45表 S B 1200 (2号)掘立柱建物跡柱間距離

ヒット 2 d つ 3 6 8 9 1り
212.03 
3 2.12 
41 1. 96 
J 2 
6 1. 88 ムワd 

7 1.8 2.03 
8 1.8 
9 1. 72 2 
10 1. 72 2.03 
11 1.8 2.03 

第47表

No 確認 よ{手 )E元信 汽iオπ三二 ム~ Ifiif.Jf~ 成7問
114 )吾 40 32 18 3 
214層 38 28 34 31 
314層一

414層 -
514層 30 “つ“つ 32 “ つ d つ

614層 -
714層

814層一
914 )量一
10 4 J語 26 10 28 2 
11 4層 30 20 20 l 3 

第48表 S B 1199 ( 3号)掘立柱建物跡柱穴デ-3
No 確認 と径 底径 深さ 壁形 底形

114層 22 16 30 2 2 
214層 36 30.2 29 つ'"に、J.つι4 
314層 32 24 25 ムつJ 

1 1-H1749川1444 屑層層

15 32 つ

13 27 2.1 2 
20 20 2.1 
17 35 l ] つ

16 15 l 3 
14 20 ム2

10 4層 37 22 36 31 

11 4層 25 16 22 2 21 

12 4層 30 28.2 19 1.2 21 
13 4 J語 15 14 山つ 21 
14 4層 4つ~~ 14 16 1.2 ι2 
15 4層 22 20 9 
16 4層 20 10 13 4つJ 

17 4層 30 22 17 中つ l 
18 4層 35 25.2 つつ 3 
19 4層 20 15 1.2 つ

20 4層 20 13 15 2 

第 3節平安時代

第46表 S B 1200 (2号)掘立柱建物跡土層説明
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第49表 S B 1199 ( 3号)掘立柱建物跡柱間距離

ヒット つ 3 5 も 7 8 9 10 11 
21 1. 84 
3 1.6 
411. 36 1. 68 
υ 「 1.6 

1. 76 2.88 
1. 24 

8 1.6 1. 68 
9 1. iH 
10 ワ 1. 36 
11 1.8d 1. 28 
i究 つι」 1. 68 

合計 uつ、.円“ ノ ur、、)..】1 〆 .3. !!>I l.li /172 3.24 υつ、 .¥._.iど 司〆 21 1. 36 1. 28 1. 68 

③ S 81199 (3号)掘立柱建物跡

2間X3間で、長軸はN-51
0 -wにふれる。柱問は最大2.88m、最小1.24m、平均1.72m、標準

偏差は0.377である(第49表)012本ある柱穴の平面形は、円形もしくは不整円形で、ある。 上面径の最

大は37cm、最小は17cm、平均27.1cm、標準偏差6.45である。底径の最大は30.2cm、最小10cm、平均

17.9cm、襟準編差5.34である。 深さの最大は36cm、最小 9C111、平均21.7C111、標準偏差7.69である(第

48表)。
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第41図 S B 1123 (4号ト SB 1124 (5号)掘立柱建物跡平調図 e 断面図

④ S B 1123 (4号)掘立柱建物跡

2間X3間で、長軸はN-55
0 -wにふれる。柱間は最大2.36m、最小2.04m、平均2.15m、標準

偏差は0.12である。 6本ある柱穴の平面形は、円形である。上面径の最大は37cm、最小21cm、平均

29.5cm、標準偏差5.75である。底径の最大は32cm、最小14cm、平均24.7cm、標準偏差6.67である。 深

さの最大は36cm、最小16cm、平均26.2cm、標準偏差8.66である(第日常 52表)。
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第 3節平安時代

⑤S B 1124 (5号)掘立柱建物跡

l間X2間で、長軸はN-51
0 -wにふれる。柱間は最大2.28m、最小2.00m、平均2.13m、標準

は0.15である。 4本ある柱穴の平面形は、円形である。上面径の最大は47cm、最小は24cm、平均

36cm、標準偏差9.83である。底径の最大は38cm、最小23cm、平均29.8cm、標準偏差6.4である。深さ

の最大は41cm、最小17cm、平均28.3cm、標準偏差10である(第54・55表)。

第51表

No 確誌 ヒ径 底径 深さ 援形 底形
114属 37 32 24 d つ

214属 28 22 36 2 d つ

3141議 35 31. 2 35 1.3 “ つ

414 21 14 5 
514居 28 つM1リ 16 つ

614属 28 26 29 2 

第52袈 S B 1123 (4号)掘立柱建物跡柱間距離

第53表 S B 1123 ( 4号)掘立柱建物跡土層説明

!ιコこ日υ Gr 1;位 調 トjj |姥!三 1ft主 科!li[ i担ヒピ 日じノ、噌1'，1 孔F型
iDYIU/.l 

li 出則1ト}!lU-
1111日下ILG行7 L~CL さ j

211りYR3i.1
l'ド1'"叫11叩iviGυnml 、 ム

γ I， lnull 
[ i LG匂7 L....(l t" l' 
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3 Lil 1--1 
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】 11 

CLLlt 、 ! I!--I 
相官 ス

1 1 11 1iJ 17i河乙川 、

1 1 Lト CL II i.-
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日l.Gill I I I. :1 iis;ll '-~ imm I L、仁1.1-1+1+'.1++1' 11 

(， IL{;7C1 !I;ロYR:l/ll -!， InmlILぺL1 I! 1: 11" 1 1， l'ロJ 日立 叶 担

⑥S B 1001 (6号)掘立柱建物跡

ぞの他

|明五

| 民ラ1イ11jヤ

第56表 S B 1124 ( 5号)掘立柱建物跡土層説明

問 G， II~凶 日 間 上位刷国定可性盟 格ihh}~ I!~ 有立ーと市日陀τLゎ梱 間叫

1 157] 1175YH せiづ 冊{l.1!、 iJ、(1.寸 L '-1-l I j_ I j 1ポ ， v、

i 凶7'31 li.;ii HUZ tlE d H1h1担~;!f; l、(LI 111 i 1， 1 ，1ν 状

~/~ ftjJ!U.ii、しi、 盟民
ヱ L 11 -2  '.~ 7!!tl1! Ll( I -t- II 11 j 11-+1 コ二

3 LG731117 5YR:l!zl"1'珂宅n司六 l 仁1.1 11.1111.1; 

ユ LG73I， 17.5YR:li21 '1!'，;'I;!:"1 L、('1.1 l' ι 十 11 ，1
1ローム!2f(i)間 IU-~I

l I.G7z i 
叩似人

1. 1 寸 十
→ マ

HJ
千三U剛状

i LG72 2 
州主

I!
L 1 1.1IJ'  

n iむ出
! 

状

1間X2間で、長軸はN-50
0 Wにふれる。柱間は最大2.64m、最小2.04m、平均2.39m、標準

偏差は0.3である(第58表)0 5本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径は、最大

38cm、最小24cm、平均29.8cm、標準備差6.42である。底径は最大34cm、最小20cm、平均26cm、標準備

差5.72である。 深さの最大は24cm、最小11.7cm、平均19.1cm、標準偏差5.46である(第57表)。

第58表 S B 1001 (6号)掘立柱建物跡柱間距離
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第42図 S B 1001 (6号ト SB 1002 (7号)掘立柱建物跡平磁図

⑦S B 1002 (プ号)擁立柱建物跡

l関X2間で、長軸はN-51
0 -wにふれる。柱間は最大2.56m、最小2.08m、平均2.34m、標準

偏差は0.21である(第60表)0 5本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径は、最

大46cm、最小29cm、平均35.4cm、標準偏差6.66である。底径は、最大43cm、最小27cm、平均32.6cm、

標準偏差6.11である。 深さの最大は34cm、最小5.1cm、平均19.6cm、標準偏差10.8である(第59表)。
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第61表 S B 1002 ( 7号)掘立柱建物跡土層説明

第62表 S B 1001 ( 6号)掘立柱建物跡土居説明
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⑧ S B 1003 (8号)掘立柱建物跡

1間X2問で、長軸はN-54
0 -wにふれる。柱間は最大2.56m、最小2.24m、平均2.40m、

偏差は0.11である(第64表)0 5本ある柱穴の平曲¥形は、円形または不整円形である。上面径は、

大38cm、最小28cm、平均34cm、標準偏差3.67である。底径の最大は34cm、最小は27cm、平均30.6cm、

標準偏差3.25である。 深さの最大は23cm、最小11cm、平均17.3cm、標準偏差5.67である(第63表)。

⑨ S B 1004 (9 据立柱建物跡

l間X2問で、長軸はN 50
0 -wにふれる。柱部は最大2.56m、最小2.24m、平均2.40m、標準

偏差は0.11である(第66表)0 6本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径は、

大64cm、最小31cm、平均45.3c111、標準偏差13.9である。底径の最大は54cm、最小30cm、平均38.8c111，

標準偏差9.93である。 深さの最大は34c111、最小21cm、平均26cm、標準偏差5.25である(第65表)。

表「町一
v円。

智
内

No 確認 上径 底径 深さ ~Jf~ 底形
114 J冨 31 30 24 ム勺a .円J 

214層 34 31 34 3 
314層 46 43 21 1.2 3.3 
414層 60 り4 24i 2.1 b 
514層 37 36 31 2 d つ

614層 64 23.2C 221 1. 2 4 

第66表 S B 1004 (9号)掘立柱建物跡柱間距離

⑮D S B 1005 (10号)掘立柱建物跡

1問X2問で、長軸はN-51
0 -wにふれる。柱間は最大2.68m、最小2.36m、平均2.51m、標準

偏差は0.11である(第68表)0 6本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径は、最

大58cm、最小34c111、平均45.6cm、標準偏差10.6である。底径の最大は53c111、最小42.2c111、平均40.2c111、

標準偏差8.87である。深さの最大は24crn、最小 7C111、平均14.8crn、標準編差6.72である(第67表)。
第67表 S B 1005 (10号)掘立柱建物跡柱穴ヂータ

⑪ S B 1006 (ii号)掘立柱建物跡

1間X2間で、長軸はN-51
0 -wにふれる。柱間は最大2.52m、

最小2.28m、平均2.39m、標準偏差は0.09である(第70表)0 6本

ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面在は、最大

64c111、最小37cI11、平均48.3cm、標準偏差11.3である。底径の最大は、 54c111、最小34cI11、平均40.8c111、

標準偏差8.12である。 深さの最大は43cI11、最小22cm、平均32cm、標準備差8.37である(第69表)。

第69表

19 11 2.4 
28 2 
9 112.3 
23 ιつ4 3 
25 3 
16 ~ 

29 つ

2 
16 11 1. 2 

フ3 11 1. 3 
' 2.3 

3 

No 確認 上径 底径 {主*ニムcィ 虫色形 Jま形
114層 60 54 24 5 
214層 37 36 31 】')  J 円

314層 64 23 つr つ/ 1.2 4 
414 J語 J円8 34 40 
514 i醤 46 37 32 ') 

6 回 45 43 43 」上

一仙一

第68表 S B 1005 (10号)掘立柱建物跡柱間距離
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@S  81317 (12号)掘立柱建物跡

1問X2間で、長軸はN-52
0 -wにふれる。柱間は最大2.64m、最小2.36m、平均2.51m、標準

は0.11である(第72表)0 6本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径の最大

は76cm、最小39cm、平均52.2cm、標準偏差13.8である。底径の最大は72cm、最小27cm、平均44.5cm、

標準偏差16.3である。 深さの最大は35cm、最小 7cm、平均20.3cm、標準偏差10.7である(第71表)。
第71表 S B 1317 (12号)描立柱建物跡柱穴データ 第72表 SB1317(12号)掘立柱建物跡柱間距離

No 確認 1:.径
114層 50 
214層 58 
314層 51 
414層 76 
514 r奇 39 
614層 39 

底筏 深さ

43 24 
53 13 
41 7 
72 14 

29 
:31 :35 

壁形 底形|

3 

3 
ι つ

i l二1]底f司深さ

最大1761 721 351 
最小1391 271 7 
平均1521 451 20 
S DI 141 161 11 

。JS81318 (13号)掘立柱建物跡

l間X2間で、長軸はN 50
0 -wにふれる。柱間は最大2.64m、最小2.36m、平均2.49m、標準

偏差は0.11である(第74表)0 6本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径の最大

は60cm、最小は38cm、平均47.2cm、標準偏差8.75である。底径の最大は45cm、最小28cm、平均37cm、

標準偏差6.27である。深さの最大は43cm、最小32cm、平均37.7cm、標準偏差4.32である(第73表)。

第73表 第74表 S B1318(13号)掘立柱建物跡柱間距離

No 確認 上住 底径 深さ 援3f;底31~
114層 38 34 40 3 
214層 46 37 32 l ム~

314層 45 43 43 11 2.3 
414層 39 J'13 r- 40 山') 中.) 

514層 60 28 dつ3 11 1. 5 
614層 55 45 Jつ8 』つ

⑭S81319 (14号)掘立柱建物跡

1間X2間で、長軸はN-55
0 -wにふれる。柱間は最大2.64m、最小2.24m、平均2.43m、標準

は0.16である(第76表)0 6本ある柱穴の平間形は、円形または不整円形である。上面径の最大

は76cm、最小は22cm、平均40cm、標準偏差18.8である。 底径の最大は72cm、最小22cm、平均35c111、標

準偏差18.4である。 深さの最大は35cm、最小11cm、平均19.7c111、標準偏差9.95である(第75表)。

第75表
No 確認 上径 底径 深さ 壁形 jま形|

114層 76 72 14 31 
214}語 39 27 29 31 
314層 39 35 21 
414層 30 27 11 
514層 フ2 つつ 12 ムワ J叶 I
614層 34 31 17 μつI

⑮ S B 1320 (15号)掘立柱建物跡

1間X2間で、長軸はN-54
0 -wにふれる。柱間は最大2.48m、最小2.24m、平均2.37m、標準

偏差は0.08である(第78表)0 6本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径の最大

は73cm、最小は39cm、平均54.5cm、標準領差11.5である。底径の最大は63cm、最小28c111、平均43.7cm、

標準偏差11.9である。 深さの最大は40cm、最小27cm、平均34.2cm、標準偏差は4.79である(第77表)。

第77表 S B 1320 (15号)掘立柱建物跡柱穴デ一女 第78表 S B 1320 (15号)掘立柱建物跡柱間距離

No 確認 上径 !頃{壬 深さ 壁形 底形

114層 39 35 40 4つd ιつd 

214層 60 28 33 11 1. 5 
314層 55 45 38 つ/ 

414層 118 44 27 3 
r-gヨ J 63 31 J 

614 I吾 にυωつ117.3 36 11 2.3 
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第82表 S B 1006 (10号)掘立柱建物跡土層説明
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第 4章調査の記録

⑮S B 1007 (16号)掘立柱建物跡

2間X4間で、長軸はN-53
0 -wにふれる。柱間は最大2.64m、最小2.24m、平均2.47m、標準

偏差は0.12である(第89表)012本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上臨径の最大

は52cm、最小26cm、平均40cm、標準偏差7.62である。底径の最大は41cm、最小24cm、平均21.3cm、平

均5.52である。 深さの最大は29cm、最小 9cm、平均21.3cm、標準偏差5.96である(第88表)。

第89表 S B 1007 (16号)掘立柱建物跡柱関距離
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L) 

10 2.64 むつ ..Jつつμ 

11 2.56 どりb

2.56 1 

⑫SB1321 (17号)掘立柱建物跡

1間X2間で、長軸はN-53
0 -wにふれる。柱間は最大2.56m、最小2.32m、平均2.48m、標準

偏差は0.09である(第91表)0 5本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上直径の最大

は44cm、最小22cm、平均33.6cm、標準偏差8.29である。底径の最大は35cm、最小22cm、平均29.4cm、

標準偏差5.03である。深さの最大は20cm、最小11cm、平均14.8cm、標準偏差3.7である(第90表)。

第90表 S B 1321 (17号)掘立柱建物跡柱穴データ

⑬S B 1322 (18号)掘立柱建物跡

l間X2間で、長軸はN-55
0 -wにふれる。柱時は最大2.56m、最小2.32m、平均2.48m、標準

偏差は0.09である(第93表)0 5本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径の最大

は73cm、最小33cl11、平均48.2cm、標準備差16.1である。底在の最大は63cl11、最小28c111、平均42.7c111、

標準偏差14である。 深さの最大は36cm、最小は22cm、平均29.4c111、標準備差は5.22である(第92表)。

第93表 S B 1322 (18号)掘立柱建物跡柱間距離

{!Tli 
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第 3節平安時代

⑮S 8839 (19号)擁立柱建物跡

l間X2間で、長軸はN-50
0 -wにふれる。柱間は最大2.78m、最小1.86m、平均2.31m、標準

偏差は0.35である(第95表)0 6本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上国径の最大

は58cm、最小24cm、平均36.2cm、標準偏差13.6である。底径の最大は56cm、最小20cm、平均33.8cm、

標準偏差14.1である。 深さの最大24cm、最小13.7cm、平均18.5cm、標準備差3.74である(第94表)。

第94表
No 確認 上径 jま径 深さ 壁形 底形

114層 26 25 19 3 
ワ

314層 24 20 24 つ

414層 58 56 J つ

514層 39 38 13.7 1.2 2.3 
614層 34 30 19 3 

⑫S 81008 (20号)掘立柱建物跡

l間X2問で、長軸はN-50
0 -wにふれる。柱間は最大2.56m、最小2.20m、平均2.39m、標準

嬬差は0.15である(第97表)0 6本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径は、最

大58cm、最小28cm、平均40.7cm、標準偏差11.3である。底径の最大は39cm、最小26cm、平均33.8cm、

標準偏差6.69である。 深さの最大は20cm、最小11.7cm、平均16.4cm、標準偏差3.09である(第96表)。

第96表 第97表 S B 1008 (20号)掘立柱建物跡柱間~e離

No 確認 I二f手底{壬 1菜さ 日皆形 底形

114層 58 56.3 17 3 
214層 39 38 13. 7 1.2 u円.v つ

3141語 28 27 11.7 つ

414層 45 39 18 5 
514層 45 39 18 5 
614層 29 26 20 l つd 

@ S  8841 (21号)掘立柱建物跡

1間X2間で、長軸はN-59
0 -wにふれる。柱間は最大2.64m、最小2.36m、平均2.44m、標準

偏差は0.12である(第99表)0 6本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径の最大

は60cm、最小25cm、平均38.5cm、標準偏差11.9である。底径の最大は54cm、最小17cm、平均34cm、

準偏差12.1である。 深さの最大は25cm、最小 8cm、平均19.2cm、標準偏差7.87である(第98表)。

第98表 第99表 S B841 (21号)擁立柱建物跡柱間距離

No 確認 上径 底径 深さ 壁形 底形

114層 38 31 25 2 
214層 37 34 10.2 5 
314層 31 30 24 2 3 
414層 40 38 24 11 2.3 
514層 25 8 ? 4 
614層 60 54 24 2.1 b 

③ S 8840 (22号)擁立柱建物跡

l間X2間で、長軸はN-40
0 -wにふれる。柱間は最大2.52m、最小2.36m、平均2.46m、標準

偏差は0.06である(第101表)0 6本ある柱穴の平面形は、円形または不整円形である。上面径の最大

は50cm、最小は34cm、平均43cm、標準偏差5.87である。底径の最大は43cm、最小30cm、平均37cm、標

準偏差4.69である。 深さの最大は28cm、最小14cm、平均20.2cm、標準偏差 5である(第100表)0 

第100表 S B840 (22号)掘立柱建物跡柱穴デ一女 第101表 S B 840 (22号)掘立柱建物跡柱間距離

No 確認 iニf手IKf主
114層 45 39 
214層 45 39 
314層 34 30 
414層 46 38 
514層 38 33 
614層 50 43 

深さ 瞥形 底形

18 b 

18 5 
19 3 
14 11 2.3 
28 3 
24 3 

i上f壬1底径]深さ.

最大I501 431 28 
最小I341 301 14 
平均1431 37120.2 
S DI5.8714.691 5 

(cm1 
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第103表 S B 1322 (18号)掘立柱建物跡土層説明
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第4章

S K I 590 (2号)掘立柱建物跡。

竪穴状遺構柱間距離

第108表
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第 3節平安時代

( 3 )掘立柱建物跡 e 竪穴状遺構

①S K I 420 (1号)掘立柱建物跡@竪穴状遺構

2mll9方の小竪穴に掘立柱建物跡が伴う。掘立柱部分は 1問X2間で、長軸はN-50
0

-Eにふれ

る。柱時は最大2.52m、最小2.18m、平均2.36m、標準偏差は0.12である。柱穴は円形で、産径は最

大50cm、最小28cm、平均40cm、標準偏差8.5である(第111・112表)。

第109表 SK I 420 ( 1号)掘立柱建物跡・竪穴状遺構竪穴部分土層説明
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第110表 SK I 420 ( 1号)掘立柱建物跡・竪穴状遺構柱穴土層説明
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第111表 SK I 420 (1 第112表 SK 1420 (1号)掘立柱建物跡ー竪穴状遺構柱間距離

NO 確認 l二f壬底径 iフク唱I之ムc〈- 整形 底形

414層 28 25 18 2 J 円

514層 40 16 28 l ムつ

614層 50 18 32 つ
714層 33 28 31 2 ワ

814層 48 44 27 3 
9 4層 39 35 40 2 2 

②S K I 590 (2号)掘立柱建物跡・竪穴状遺構

上部は剖平されていた。 1間X2間で、柱間は最大2.42m、最小1.96m、平均2.25m、標準偏差は

0.21である。 4本ある柱穴は円形で、最大44cm、最小36cm、平均40cm、標準偏差3.4である(第108・115表)0 

第114表 S K I 590 ( 2号)掘立柱建物跡・竪穴状遺構柱穴土層説明
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第4章調査の記録

( 4 )土坑

① S K209土器廃棄遺構

直径1.70m、深さ0.26mの皿状土坑から土師器が142点出土した。 10世紀前半のものである。完形

品も多く、土器を廃棄したものと考えられる。

②S K31、30、29、27、28(1 '""'-' 5号)土坑

1 ~ 5の土坑はいずれも 4号住居跡とし 2号鍛冶炉の近隣にある。 4、5号土坑からフイゴの羽

口が出土している。

第116表 S K 209土器廃棄遺構土層説明 第120表 S K 27 (4号)土坑土層説明
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第 4章調査の記録

( 5 )製鉄関連遺構

①製鉄集中区 1

第65図の土層断面図と第69~82図の土層平面分布図および第64図のハリス・マトリクスを用いる。

全体の作業工程は①地形改変による作業場の構築(最初期のみ、図版8-5完掘写真参照)を行った

後、②盛り土による平坦面の構築をし、③製鉄炉の構築と操業、④鉄j宰廃棄、⑤再度の盛土によって

次の炉構築の準備をする、という一連の作業を 5回繰り返している。それらを l期から 5期の操業期

と名付けた。廃出された鉄浮は10tを超える。

製鉄・精錬炉の平面形態は長楕円形で斜面下側が切られている。長軸の振れは西向きと東向きの 2

方向がある。東向き 3基に対して西向きが17基となる。東向きの製鉄炉は{頃き最大カf42
0
、最小24

0
、

平均33
0
、標準備差は 9である。西向きの製鉄炉は最大86

0
、最11'，47"、平均68. 50、標準偏差11.3と

なる。

1操業期終了時の!習位から発見された土器は 9~10世紀前半のものである。また、第 3 操業期 5

号製鉄炉下部構造出土炭化材のHC年代は、 '830土20yrBPと840土20yrBPで、ある。また、 7号製鉄炉

出土炭化材では、 910土30yrBPで、ある。ここでは土器編年を優先して10世紀前半に構築された製鉄炉

群と考える。

第 1操業期

台地斜面を切土して作業場を構築し、 l号製鉄炉(S S 380) を操業した。ここから排出した鉄津

は谷底に捨てられた可能性が高い。その後、 2号製鉄炉(S S 381)が構築・操業された。 2号製鉄

炉廃絶後、ここから出た鉄淳は I号製鉄炉を埋めて谷底へ廃棄されたものと考えられる。同時期に 1

号廃浮場 (SS341)が営まれる。この廃浮場に堆積した鉄淳の由来には、 2つの可能性がある。 1

つは、 2号製鉄炉からもたらされた可龍性であり、もう一つは 2号製鉄炉操業以前に構築されていた

未知の製鉄炉の廃浮が堆議したものである可能性である。その場合未知の製鉄炉は、 2号製鉄炉構築

に伴い完全に破壊されたと考えられる。また、製鉄関連 1号土坑 (SX10003) は砂鉄採掘坑である

可能性が高い。

2号製鉄炉を76層で盛土して土師器を 2点(第92図 1・2)廃棄し、さらに68層で盛土した後、別

の土師器を 2点(第92図21)廃棄している。おそらく一連の廃棄行動として行われたものであり、 1

期操業過程終了に伴う儀礼である可能性が高い。

第2操業期

層位学的には第 l操業期と並行関係であるが、より台地斜面上方

に構築されるため、これらから排出された鉄浮が第 1期操業期の製

鉄炉群を埋めると考え時期を分離した。 3号製鉄炉 (SS 376) と

焼けた炉床のみが認識された 4号炉(S S 389)が構.築される。また、

l号製鉄関連溝 (SD1336)が構築される。終業後、鉄i幸は第 1期

操業群を埋めて谷底へ廃棄したものと考えられる。

第3操業期

おそらく最も活発に操業した時期と考えられる。最大のら号製鉄

炉 (SS 12) はこの時期に構築されている。近接する 3基の砂鉄集

8層

積ピット (SS 395・342・377)が砂鉄置き場を作っており、また 第63図 SS12(5号)炉と8麗の関部
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ハリス e マト 1)クス

第3操業期

第64図 製鉄操業期とハリス@マトリクス

6・7. 8号製鉄炉 (SS 384園 339・344)が構築される。この中で 8号炉のみは若干新しく 5号製

鉄炉の廃業後の構築と考えられる。理由は、 5号製鉄炉等から排出されたと考えられる鉄淳(ハリ

ス・マトリクスのモジュール l中75層以下65層まで)上面に構築されていることによる。

盛土 6層及び35層によって終わる。 6層とそれを覆う 8層の分布及び構成物はきわめて示唆に富む。
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第122表製鉄炉群全体の属位
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6層は焼土を多く含み、 8層は炭化物を多く含んでいる。 6層は、 5号製鉄炉を中心とした分布を示

す。また、 8層の層{立的脈絡は第 4操業期におかれるものの、その分布はら号製鉄炉を「扇頂Jとす

るような分布を示す。すなわち 5号炉廃業後炉体を破壊し、鉄j宰を谷底に捨てた後で焼土を含む部分

を廃棄したのが6層、その後、炭化物を多く含む部分をさらに廃棄したのが8層と考えてよい。炉体

を上から破壊したとすれば、本来の製鉄炉の中に堆積していた順番は上から①鉄淳、②焼土、③炭化

物ということになる。

この炭化物は、下部構造の一部を破壊したときのものである可能性が高い。

第 4操業期

9 ~12号製鉄炉 (S S 375・1331・346・347)が構築される。 11号炉には灰原 (SK1019)が構築

される。盛土 2層によって終わる。 10号(S S 1331)が9号を切るのでより新しい。東向きの炉が新

しいとすると、第 3操業期で最も新しいものとした 8号製鉄炉 (SS344)は、第4操業期に形成さ

れた可龍性がある。
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第 5操業期

13・14号製鉄炉 (SS 259・338)が構築される。廃業後開放した状態で放置されたらしく、堆積土

5層及び14層には地山ブロックを含まない。腐植に富むので比較的時間をかけて埋没したものと考え

られる。

a篇製鉄丈戸

α. S S 380 (1号、第66図)

最初期に構築された炉である。平面形は精円形を呈する。断面は直立する両壁に丸い底部を持つ。

上部構造は削平されて無くなっており、焼けた炉体の下半分が残る。図版 7-4の写真を見ると斜め

に破壊されているのがわかる。長軸の傾きはN-86
0 -wである。

β. S S 381 (2号、第66民)

l号と同様に初期に構築された炉であるが、より新しいo1号炉は 2号炉から排出された鉄浮によっ

て埋め立てられている。平面形は楕円形を呈する。産~面は直立する両壁に丸い底部を持つO 上部構造

は削平されて無くなっており、焼けた炉体の下半分が残る。長斡の傾きは、 N-4T Wである。

γ副 SS 376 (3号、第66図)

平面形は楕円形を呈する。断面は直立する雨壁に丸い底部を持つ。上部構造は削平されて無くなっ

ており、焼けた炉体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-550 -wである。

o. S S 389 (4号、第66図)

平面形は楕円形を呈する。断面は直立する両壁に丸い底部を持つ。上部構造は削平されて無くなっ

ており、焼けた炉体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-70
0 -wである。

ε包 SS 12 (5号、第66図)

最も大形の製鉄炉である。平面形は楕円形を呈する。断面は両壁が直立し丸い底部を持つ。長軸の

傾きは、 N-74
0 

Wである。上部構造は削平されていた。下部構造には炭化材が充満していた。底

面は強く焼けている。下部構造の土坑を掘った後に、火を入れて炭化材を充填したと考えられる。

本遺構から出土した鉄淳の形態は、流動淳が70%弱であり残りの30%も不定形淳で占められる。ま

た、鉄j宰の70%弱が3cm未満のもので占められている。わずかに l点のみ椀形淳があり、それと炉壁

片が全体における大きさ 7cm以上の鉄浮を構成している。

小形の鉄j宰は、 8層の分布と重なり扇形に分布する。15cmを越える大形の流動淳が廃淳場に集中して

いるのとは対照的であり、小形の流動淳は大形のものに比較してその場に残される率が高いといえる。

L D98-a 1， 2、b-12グリッドには、不定形浮の大型品が廃棄されている。層位が5号炉にう

まくかかっていないのだが、 5号炉を埋める層の内部に含まれた物であり、これは 5号炉で生産され

た鉄を粗く割った場所である可能性が高い。そして SN387は灰原にあたる。土坑覆土は炭化物の多

い層、鉄淳、焼土、黄色い「ロームJ層が互層となっている。

下部構造に充填されていた炭化材2点の!4C年代は、 830土20yrBPと840土20yrBPで、ある 0

5個 SS 384 (6号、第66図)

平面形は楕円形を呈する。断面は直立する両壁に丸い底部を持つ。上部構造は削平されて無くなっ

ており、焼けた伊体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-660 Wである。

本遺構から出土した鉄淳の形態は、流動淳30%、不定形j幸は70%である。また、鉄j宰の80%が7cm 

以上15cm未満のもので占められている。
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ヮ. S S 339 (7号、第66図)

平面形は椅円形を呈する。断面 る両墜に丸い底部を持つ。 上部構造は自Ij平されて無くなっ

ており、焼けた炉体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-82
0 -wである。

本遺構から出土した鉄浮の形態は、椀形浮10%弱、流動淳43%、不定形浮は41%、炉援も 10%弱含

まれている。残りの良い製鉄炉であったため炉壁が目立って出土しでいる点が特徴的である。鉄j宰は

3 cm未満27%、7cm未満35%強、.15cm未満23%、15cm以上15%弱とさまざまな大きさのものが比較的

まんべんなく含まれている。このうち15cm以上の鉄浮は炉壁で、ある。

覆土から出土した炭化物のllC年代は、 910士30yrEPで、ある。

。.S S 344 (8号、第66図)

平面形は楕円形を呈する Q 断面はi亙立する両壁に丸い底部を持つ。上部構造は削平されて無くなっ

ており、焼けた炉体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-42
0

-Eである。

本遺構から出土した鉄淳の形態は、流動淳60%、不定形淳は40%弱で、 1点の椀JF;?宰がある。また、

鉄浮の70%が 3cm 以上 7cm未満のもので占められている。 7cm 以上15cm未満の物が椀形浮に対応する。

し SS 375 (9号、第66図)

平面形は楕円形を呈する。断面は直立する両壁に丸い底部を持つ。上部構造は削平されて無くなっ

ており、焼けた炉体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-6T-wである。

本遺構ーから出土した鉄浮の形態は、不定形浮がその90%弱を占めている。残りは椀形浮と炉壁であ

る。これも残りの良い製鉄炉であったため炉壁が目立って出土している。不定形淳の70%以上は、 3

cm未満と 7cm未満のものである。ただし、 も含めて25%が15cm以上のものである。

K. S S 1331 (10号、第68図)

平面形は楕円形を笠する。断面は直立する再壁に丸い底部を持つ。上部構造は削平されて無くなっ

ており、焼けた炉体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-24
0

-Eである。

え. S S 346 (11号、第68図)

平面形は楕円形を呈する。断面は直立する両壁に丸い底部を持つ。上部構造は削平されて無くなっ

ており、焼けた炉体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-81
0 -wである。

本遺構から出土した鉄j宰の形態は、流動浮30%強、不定形淳は70%弱である。また、鉄浮のサイズ

は3cm未満48%、52%を3cm 以上 7cm未満のもので占められている。小形の鉄淳でまとまっている。

S K1019は灰原にあたる。土坑覆土は炭化物の多い層、鉄淳、焼土、黄色い「ロームJ層が互層となる。

μ. S S 347 (12号、第68図)

平面形は楕円形を呈する。断面は直立する両壁に丸い底部を持つ。上部構造は削平されて無くなっ

ており、焼けた炉体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-81ロ -wである。

本遺構から出土した鉄淳の形態も 11号炉問様、流動淳30%強、不定形j宰は70%弱である。また、鉄j宰

のサイズは 3cm未満48%、52%を3cm以上 7cm未満のもので占められている。小形の鉄浮でまとまっ

ている。ただし、そのサイズは60%近くが3cm以上 7cm未満のもので占められている。 7cm以上15cm未

満のものが28%と3cm以下の鉄浮を上回るのも大きな特徴である。 8号炉と似た鉄浮の構成を見せる。

ν掴 SS 259 (13号、第68図)

平面形は楕円形を呈する。断面は直立する問壁に丸い底部を持つ。上部構造は削平されて無くなっ

ており、焼けた炉体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-51
0 -wである。
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第 3節平安時代

~笛 S S 338 (14号、第68図)

平面形は楕円形を呈する。断面は直立する両壁に丸い底部を持つ。上部構造は部平されて舞くなっ

ており、焼けた炉体の下半分が残る。長軸の傾きは、 N-65
0 -wである。

b冒砂鉄貯蔵ピット(第68図)

S D 1336 (1号)溝を切って l基 (SS395)、34層と33層の間で 2基 (SS 342、377)検出したO

内部には砂鉄が充満していた。底面は焼けている。

C. 製鉄関連土坑と溝

S K10003 (1号)土坑は、製鉄炉群最下面にある。覆土の層相はほぼ一様である。砂鉄採掘坑の
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第144表 S X 10003製鉄関連土坑土層説明

可能性を考えている。また、 SD 1336 (1号)溝は、 10層上面を掘り込んで構築されていた。覆土に

は鉄浮を多く含む。残存している炉のいずれからも若干離れており関係は不明である。砂鉄貯蔵ピッ

トに-切られる。

d. S S 341廃浮場と製鉄遺物分布の{頃向

第75図のハリス・マトリクス(以下HM)M J 1を用いる。平面分布は LC98グリッド南東に集中

する。またHMでは、 1モジュールにまとまる傾向を示す。連続する一連の作業工程の中で、低い部

分を埋めるように鉄淳は廃棄される。捨てられた当初は小山状であった廃棄場の脇を埋めるように廃

棄行動が連続する(第74図)。鉄浮廃棄の間には、次項で述べる盛土作業が行われている。以下、羽

口・鉄津の形態別分布の傾向を記述する。

鉄分を含んで磁石に付着する鉄淳は全体に広がる(第69図)。製鉄炉内部に堆積した鉄浮には鉄分

が含まれていない場合が目立つ(第70図)。

羽口は、製鉄炉内部からの出土が多い(第70図)。製鉄炉外から出土する場合も隣接する小グリッ

ドにまとまる傾向を示す。炉壁の分布とも重なり、製鉄炉自体との関係が強い。炉内出土の羽口は、

炉壁に取り込まれていた部分が炉内に落ち込んだか、他の炉から廃棄された鉄淳に混入していたもの

である。

椀形i宰と炉壁は、分布域がわずかにずれている。両者が重なる地点は廃淳場である。

5号炉 (SS 12)の排出口側には炉壁が集中して分布している。また 7号炉 (SS 339) も同様で

ある。上部構造を破壊して内部の鉄を取り出している様子が分かる。対照的にグリッド98列よりも南

側に構築された小形製鉄炉群では炉援が製鉄炉に残存している。製鉄炉上部構造の破壊の度合いが異

なる理由は、製鉄工程内での機能が異なるためか、使用頻度の差によるものと推定される。

椀形j宰の分布は廃j宰場に集中している。他には、 LD98-a 1 ・ 2~b-1 ・ 2 グリッドにまと

まっている。また 7号炉の近隣にもあり、当然製鉄炉自体からも普通に出土する。ところが興味深い

t
d
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のは、 5号炉の内部からは出土していない点である。製鉄炉内部を完全に掻き出していることを示す。

3 cm未満の小形流動浮は、ちょうど 5号炉をあたかも扇頂とする 8層の分布と重なって扇形に分布

している。 15cmを越える大形の流動淳が廃浮場に集中しているのとは対照的であり、小形の流動浮は

大形のものに比較してその場に残される率が高かったことを示している(第72図)。

炉壁・不定形浮の分布と比較するとそれは一層明確となる。炉壁・不定形浮は第91・93図に示した

とおり、廃浮場全体にまんべんなく分布している。 は製鉄炉の灰原周辺に目立つ。このことから

も流動浮の大形品はーカ所にまとめて廃棄され、逆に小形の物はその場に散らされていたことがわか

る。

不定形淳の分布はランダム(第73図)に見えるが、サイズごとの分布は 1m四方で、まとまる(クラ

スター、第九図)。クラスター 1~1lは大形淳の廃棄単位、クラスター 12以降は小形淳の廃棄単位で

ある。これらはより大きく上部クラスター(以下UC) I~VI を構成する。

廃淳場の下部、すなわち谷の斜面下より UC-II.W.vr(大形淳廃棄クラスター)と UC 1. 

盟(小形淳廃棄クラスター)が交互に現れている。不定形浮の分布がランダムに見えるのは、この大

形浮廃棄クラスターと小形浮廃棄クラスターが短いスパンで断続的に交代しながら分布することによ

る。斜面の低い部分を埋めて鉄浮は廃棄されるので、概念的にはUC -1 (1日)→UC-VI(新)と

考えてよい。

大形淳廃棄クラスターは製鉄炉を開いて出来あがった直後の製品を粗割していく工程の廃棄物であ

り、小形j宰はより鉄分の高い部分をえぐり取るための小割作業時の廃棄物と考えられる。すなわち、

粗割した鉄淳を捨てた後、小割していく作業をしたために作業工程の最初に廃棄した大形品と作業工

程の後の廃棄物である小形鉄浮の分布が小さな単位でそれぞれまとまる。そしてその問を埋めるよう

に、両者のサイズが半々で混じる小グリッドが廃淳場の全体に薄く広く広がる。作業工程中間の廃棄

物であろう。

また、前述したように LD98-a 1・2--b 1・2グリッドには、不定形浮の大形品と小形品・

椀形j宰が廃棄されている。対照的に炉壁・羽口・流動浮は無い。流動浮と製鉄炉上部構造は、関口と

同時に灰原へ廃棄し、粗鋼を脇へ取り出して粗割をしていると考えられる。

なお、 UC-Iに先立つUC-xが存在する。廃淳場は遺跡範囲外に続いていた(図版 7-3の女

性の背後は全て調査対象範囲外に続く鉄淳の堆積)。

e.盛土(第82図)

平面分布は LD99グリッドに集中する。また、 HMの下方に集中して現れることから、一度切土し

た現地形に対して、平坦面を構築するための初期作業であることがわかる。その過程で、鉄淳を廃棄

する場所とは別に盛土による平坦面の構築が行われた。操業期 4、5では大量の炭と鉄浮が含まれる

ようになる。

②S S 260 (1号)・ SS 1443 (2号)鍛冶遺構(第83図、第145・146表)

製鉄炉群とは離れており遺跡内の地点別機能差を示す。 1号鍛冶遺構 (SS 260) は直径15--20cm

程度の浅い地床炉である。周辺からは鍛造剥片を回収した。近接するピット群を埋めて細かい鉄浮や

炭化物、焼土が捨てられている。

2号鍛冶遺構 (SS 1443) は現地表下 5--10cmで、確認した。炉床には炭化物が充填されていた。全

長は 1m程で、あるが、末端は調査範囲外にはみ出しており確認することが出来なかった。

qh -



第69図 製鉄炉群鉄浮(盛石につくもの)の分布

第70図 製鉄伊群羽口と鉄浮(磁石につかないもの)の分布
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第71図 製鉄炉群椀形浮と炉壁の分布
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第72図 製鉄炉群流動浮の大きさ別分布

-38-



第73図 製鉄炉群不定形津の大きさ別分布
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第79図 鉄浮力官、卓越する層群
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第81図 漆黒色土が卓越する層群

100 

99 

第82函 「ロームjブロックが卓越する麿群
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第4主主 調査の記録

2組平安時代出土遺物

( 1 ) 土器

①S I 26 (4号)竪穴住居跡

土器が341，点発見された。その内訳は土師器の杯206点60.4%、土師器の護87点25.5%と鉢・椀2点

0.6%、須恵、器の壷21点6.2%、縄文土器2点0.6%である(第84図1)。査は接合し l個体となる。

均二206点の内、口縁部60点、胴部111点、底部48点(口縁部から胴部まであるものが12点あるので 2

回数えている)である(第84図2)。全てロクロ成形により、右回転の糸切痕が残る。内黒土器が 5

点ある。

口縁部60点中直径を推定できたのはお点 (38%)である。その分布は最小12cm、最大16cmで、ある

(問図 3) 0 13cm と 16cmにピークがあり、 12cmの小形品、 13~14cmの中形品、 16cmの大形品として分

類できる。

口唇部形態をより詳細に観察すると、以下のとおりの特徴が抽出できる。

口縁部が度線的に立ち上がるもの24点(40%)、外反するもの34点(56.7%)、不明 2点(3.3%)がある。

直線的に立ち上がるものの内、ロクロ自が目立たず口唇が尖るもの O点、口唇がやや肥厚して丸みを

帯びるもの23点 (95.8%)、ロク口自が目立ち口唇が目立って肥厚するもの l点 (4.2%)がある。

外反するものの内、ロクロ目が目立たず口容が尖るもの13点 (38.2%人口唇がやや肥厚して丸み

を帯びるもの21点 (61.8%)がある。

上記より口縁部が直線的に立ち上がるものと外反するものの 2種類があることがわかる。口縁部が

外反するものでは、さらに口唇部がわずかに肥厚して丸みを帯び、るものと、薄いまま口唇端に達する

ものの 2種類がある。第147表に示したように、口縁直立タイプと口縁外反タイプでは明らかに口唇

部の作りが違っている。すなわち、口縁直立タイプでは口唇部は必ず丸みを帯びて肥厚し、外反タイ

プではその半数強の口唇部が肥厚しないまま口唇端に至るため、実測図では表現仕切れないが尖った

印象・触感を持つ。カイ二乗検定をかけた結果、 xiニ 20.83詮 X2 (1 %) = 6. 63となり、危険率 1%

で高度の有意差がでた。すなわち、これらの口縁部の傾きによって口唇部形態は異なる。

さらに、外反タイプはさわってみると器壁が薄い印象を受けるため、 0.05mmまで計測した。口唇厚

2 

0111 門 1I I I I I I I I 0 

4.士不底部径 5.士不の糸切痕に残された糸の太さ

第84図 S I 26 (4号)竪穴住居跡出土土器の特徴
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第149表 カイ二乗検定量

|ヵイ二乗検定量120.827261

第 3節平安時代

の平均を示すと口縁直立口唇肥厚タイプは、測点①で3.63mrn、測点②で4.08mrnで、ある。口縁外反口唇

肥厚タイプは測点①で2.86mm 、 y~1j点@で3巷 46mmで、ある。口縁外反口唇非肥厚タイプでは、 y~1j点CDで、3.4

nm1、測点②で3.17阻で、ある。測点①、②ともに口縁直立口唇肥厚タイプが分厚い。この点は実測時の

触感を裏打ちしている。 t検定をかけた結果、口縁亘立口唇肥厚タイプの測点①と口縁外反口唇非肥

厚タイプ?の測点①の間では有意差が認められなかった以外は、全て危険率 1%で高度に有意差があっ

た。従って、口縁外反タイプの杯は薄い作りをしていると言える(第150表)。

加えて、杯底部の糸切りに使用された糸の節の太さの平均は口縁直立タイプが3.33nm1、口縁外反タ

イプが2.1mrnで、ある。外反タイプに使用された糸の節は、直立タイプに使用された糸の節よりも細い

ように患われる。 t検定にかけた結果、 ts=2.99孟 t(1%)=2.41となり、 1%の危険率で高度に有意

差が出た。すなわち、口縁直立タイプと、口縁外反タイプでは糸切りに用いられた糸は異なる。

腕部形態には、直線的に立ち上がるもの25点、外へ張るもの30点、外反するもの l点、不明55点である。

底部48点中直径を復原できたのは52%にあたる25点である。最小 3cmから最大 6cmの開きがある。

5mrnごとに集計してグラフ化したものが第84図5である。 4.6----5 cmと5.6--6 cmに大きなピークがあ

ることがわかる。底部直径も 3~ 4 cmまでの小形の l群、 4.1----5.5cmまでの中形の 1群、そしてそれ

以上の大形の l群に分けられる。実際の計測値においては小形品の最大は3.8cm、中形品の最小は4.5

cmと7mrnのギャップがある。また中形品の最大は5.3cm、大形品の最小は5.7cmと4mrnのギャップがあ

る。中形品内の直径差は 3mrnを超えることはないので、これら大形・中形・小形品開のギャップは大

きいと考えてよい。

糸切りに使用された糸は 4種類ある。 2.1mrnの細いもの、 2.4~2. 5mrnの中細のもの、 2.7~2. 9mrnの

中太のもの、そして5.7mrnの太いものである(第84図 5)。中細のものにピークがある。

糸切り持の粘土のほつれがボタン状に残るものは 4点、スノコ状の痕跡が残るものは 6点である。

ボタン状のほつれが残るものの比率は、中綿のもので 3点中 1点33%、中太のもの 2点中 2点、太い

もの 1点中 1点とそれぞれ100%となっている G 細い糸を用いたものはほつれがない。従って、太い

糸を用いるほど、ほつれが残る率が高くなっている。

焼成は通有が96%と大半を占めている。胎土も通有が84%と大半を占め、砂を多く含むもの 8%、

磯を多く含むもの 5%、白色粒子を含むもの 1%となっている(第84図6、第151表 6)。

これに対して87点27%をしめる護の特殺には、胎土の選択に大きな違いがある(第88図2、第151表

8 )。礁を多く含むもの23%、白色・黒色粒子を多く含むもの 7%となっており、混和剤として礁を選択

している。器面調整は一部でロクロを用いるが、基本的にはケズリとナデによっている。また、 2点

出土した底部はいずれも砂底である。棄の部位別出土比は、ロ縁部16%に対して胴部が82%である。
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第86図 S I 26 (4号)竪穴住居跡出土土師器(鉢@馨)

一ーよりi一一



一部T-

(華@議)諸箪彰芋閉将器部以藷(告む)9Z I S 図L8第

。

野2gω喜雄主主?議



第 3節平安時代

護には第86図 2 、 3 の様な口クロを用いた小形品、 4~6 の様な粗製品、第87図 l の様に須恵器と

く向じ手法で作られながら酸化炎焼成されたものがある。内面当て具の印刻が特殊な文様を持つ。

は第87図 2~4 に示した。 3 は頚部以上を欠損し、服部上半は灰をかぶっている。また下半部は

ヘラケズリによってロクロ自を消している。口唇部の一部が肩に付着している。焼成時に頚部がゆが

んで倒れ、屑部に溶着していたものを部りはがしたと考えられる。頚部の割れ口は面度瓦のように石

器でいうところの剥離痕が残つでいる。焼成後、高温を受けてゆがんだ可能性もある。

② S K 209 (1号)土器廃棄土坑

142点発見された土器の組成は杯66点47%、加.22点15%、護12点8%、不明42点30%(第89図 1)と、

皿が目立つ。不明としたものの多くが、腕部破片もしくは口縁部小破片で杯かlJILかの判別がつきかね

た。そこで最も遺存状態がよいと考えられる底部を用いて組成比を調べると坪54%、血44%、斐 2%

となる。こちらの方がより実態を示していると考えてよい。完形品は少なく、大半は破損品である。

血は円柱状高台となるため10世紀前半のものと考えられる。土不・血は全て右回りのロク d成形による。

杯66点の内、口縁部28点42%、踊部13点20%、底部25点38%である(第89図2)。胸部破片が少な

いのがわかる。胴部破片の多くが器種間定が出来なかったものに含まれていることになる。

口唇部形態は直線的に外へ開く。口唇直下のロクロ目は目立たず、口唇の肥厚の度合いも強くない。

底部25点中直径を復原できたのは64%にあたる16点である。最小 5C111から最大6.3c111の開きがある。

5mmごとに集計してグラフ化したものが第89図3である。 5C111台と 6C111台に大きく分けることが出来

る。 5cm台グループ最大は5.5c111で、あるので、 6C111台グループ最小値とは 5nllilのギャップを持つ。グルー

プ内変異が3mm以内におさまることを考えると 5mmの差は大きい。 4号住居跡出土の小形品にあたる

E支部2%n
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第88~ S 126 (4号)竪穴住居跡出土土師器の特徴

第151表 S 1 26 ( 4号)平安時代住居跡出土土師器の特徴

1. 4号性出土坪器種別割合 3. 4号住出土坪口縁部径(Cm)4. 4号住出土坪底部復(cm)

器種 個数 サイズ (cmf回数 サイス (crrf回数
好: 206 12 ムつ 。つ---.)つ.5
z3fZ t豆 87 13 11 3.6下 4
鉢-椀 つ 14 6 4.1---4.5 31 
宝E 21 15 。4.6---5 11 
縄文 つ 16 5.1~5.5 つ

5. 6~ 6 7 
5. 4号f主出土坪焼成 6. 4号住出土胎土 7. 4号住出土警部位

焼成 イ回数 胎土 f回数 部位 ↑回数
硬質 精綾 リ「 口縁部 14 
良好 3 砂多い 16 胸部 70 
通有 195 礁多い 10 底部 つ

軟質 6 白色粒子 31 
不良 通有 1701 l底部 2点は砂目
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器種を欠く。

回転糸切痕の観察を状態のよいもの15点に対して行った。その結果、使用された糸の節の太さは 4

種類、1.9mmの細いもの、 2.5mmの中細のもの、 2.9------3.3mmの中太のもの そして4.4------5.2mmの太いも

のがあることが判明した。それらの分布を第109図4に示した。中太のものにピークがある。

糸切り時の粘土のほつれがボタン状に残るものはなく、スノコ状の敷物の痕跡は 2点13%である。

焼成は通有45%、通有~軟質35%、軟質20%と漸移的である(第89図 5)。胎土も通有が21%に対

して、砂を多く含むもの76%、白色粒子を含むもの 3%となっている(第89図6)。この点は、 4号

住居跡出土坪と全く異なる胎土の特徴を持っていることを示している。

次に本遺構に特徴的に出土した血について述べる。円柱状高台を持つため10世紀前半のものと考え

る。

皿22点は全て底部を持つものを確実なものとして選んだ。口縁部直径を推定できたのは 3点にすぎ

ない。その他は小破片が多くばらつきが大きすぎて推定できなかった。口縁部直径は11crn、13.8crn、

14crnで、ある。

口唇部形態は強く外へ開く。口唇部下のロク口自は自立たず、口容端がわずかに肥摩して丸みを

ぴる o 1点のみ口唇の作りが薄く、口唇端が尖る印象を受けるものがある。また、腕部は全て強く外

反する。

底部22点は17点が直径を推定できた。最小3.8crnから 5 crnの関きがある(第90図 1)。最小3.8crn

から最大 5cmの1.2cmの中に 2~ 3 mmの差を持って徐々に変化している。各階梯間に大きなギャップが

無く、グルーピングできない点が坪と異なる。肉眼では4.2crn以下のグループが若干小さく感じられ

るものの、杯の底部のようにはっきりと区別できるほどではない。

状態のよいもの12点を選んで回転糸切痕を観察した。使用された糸の節の太さは 4種類、 2.2mmの

細いもの、 2.5mmの中細のもの、 2.8mmの中太のもの、そして 4~6. 6nm1の太いものがある(第90悶2)。

杯と同様中太のものにピークがある。

1.器種組成

;E 
4.坊の糸切痕に残された糸の太さ

。
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第89図 S K209土器廃棄土坑出土杯の特徴
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3.血の胎土

4.血焼成
第90図 S K209土器廃棄土坑出土血の特徴

糸切り時の粘土のほつれがボタン状になって残るもの 2点17%、スノコ状の敷物の痕跡が残るもの

3点25%である。粘土のほつれがボタン状になるものは、いずれも太い糸によって糸切りを行ってい

るものである。スノコの痕跡が残るものの出現率には傾向はない。

焼成は通有14%、通有~軟質63%、軟質23%と杯に似て漸移的である(第90図4)。坪よりもやや

軟質に焼かれている。胎土も通有が9%に対して、砂を多く含むもの86%、わずかに精綴なものが 1

点 5%含まれるのみである(第90図3)。白色粒子を含むもの 3%となっている。杯と向様砂の多い

胎土を用いる点に本遺構出土土器の特徴がある。

第111図30が撃である。ロクロ成形によっており、右の回転糸切り痕が残っている。

( 2 )製鉄関連遺物

①羽口

l号廃j宰場(SS 341)出土の羽口及び、その他の遺構内出土のものである。総数221，点のうち20点を図

した(第94・95図)。溶損による破損が著しい。断面形は円形、蒲鉾形、三角形の 3タイプがある。い

ずれも長軸に沿った粗いヘラケズリが全面に施され、中心に棒を入れて抜き取ったような痕跡がある。

全ての個体の先端部は表面が高温によってガラス化し、発泡している。ガラス化していない場所は、

二次焼成のため表面が剥落しているの共通した特徴は先端に接ぎ穂状の輪が巡り、装着留が出ている。

2次焼成の特徴は、比較的残りの良い 4点(第94留し 2、5、6)では、炉壁内に差し込まれていたと

考えられる帯状の部分がある。 I揺は 6~ 10cm 3点(1、2、4)と3.5cm ( 6 )のもの 1点の 2種類がある。

基部は 1点のみ判明した(第95図8)。面取りしてある。また同図 8、10と第94図7、8は、 1号

土坑から出土した同一個体と考えられるもの 4片である。断面が蒲鉾形で、下面は平坦で、ある。

②炉壁

大量に出土したが、炉体上方、中部、下方のものを l点ずつ図示した。第95図12は内面に羽口破片

が付着したものである。羽口は製鉄炉に対して垂直に差し込まれたことがわかる。内面上方には、指

もしくは直径 1~ 1. 5cm程度で、断面の丸いコテ状工具でなでていることがわかる。下方は溶けてガラス

化している。胎土は孔椋に富みスポンジ状の構造を持つ。

ii1一一
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第 4章調査の記録

4 

「J 

第93図 そのイ告の土坑出土土器 (4:護、イ也は坪)

第152表 製鉄炉群@鍛冶炉出土羽口の断面形と直後

1. 外径と断面形

羽LJ外径(cm) 円 蒲鉾 三角
6.1----7 2 。。
7. 1 ----8 6 つ 。
8. 1 ----9 3 4 4 
9.1----10 。。
10.1----11 。。。
11. 1 ----12 L-- ιつJ 

。。
2.内径と断面形

3.器壁厚と断面形

羽口器壁)手 (cm) 円 蒲鉾 二角
1--1.5 つ 。。
1.6----2 2 。
2.1--2.5 3 4 
2.6----3 つ 21 
13.1--3.5 つ 。

5.先端径と断面形

~::J 口先端径 (cm) 円 i荷主ip
3.1 。
3.2 。
3.31 。
3.4 。
3.5 。|
3.6 01 
3.7 oi 
3.8 。|

-114-

江
川面断シ」

)

圃

度

印

一

形

純
一
下
一
上
一
校

Jμ
一
リ
公
一
刈
ペ
ハ
一
品
山
川

町一

μ一
幻
一
先

羽一

3
一
3
一

λ

Jt;fi今而IiH子j文二子会lr:.ιíレU~乙i二 円 注目鉾
60%台 ム2 。
70%台 。。
80%台
90%台 。
100%台 ιaフd 



第 3節平安時代

1H土、炉壁上方の破片である。鉄浮が付着しておらず、製鉄炉の内面調整の状態が観察しやすい。

指もしくは直径 1~ 1. 5cm程度で、断面の丸いコテ状工具で上下方向になでている。樋状の痕跡を故意に

つけるように調整している。上部構造を構築するときに製鉄炉上方から手を入れて、なで上げたこと

による。

3.小結

盤若台遺跡出土の平安時代10世紀前半の遺構・遺物から以下の 4点が明らかとなった。

( 1 )住居跡、掘立柱建物跡や製鉄関連遺構などが見つかった。遺跡内における機能的場の使い分け

がかなり明確で特徴的である。台地斜面には「製鉄の場ム台地平坦面には「住居の場jと「鍛冶患

の場J、そして台地中央部の微高地には「掘立柱建物の場Jが作られ、機能を異にするミニ・ゾーン、

もしくはマイナー・ユースの差として 3分される。さらに住居の場は遺跡内中央を走る谷によって東

に二分される。

( 2 )製鉄炉または精錬炉が14基、鉄関連遺構が8基と集中して構築されており、活発な操業が行わ

れていた。これらの操業は 5回行われていた。鉄関連遺構群最下層上層からぬ世紀前半の土師器が出

した。 14C年代による製鉄炉構築時期の推定 (830yrbp、1200年頃)と食い違うが、土器編年を優先

した。

( 3 )鉄関連遺構出土品の金属考古学的調査は章赤沼分析参照)から、以下の 7点が判明した。

① 5号 炉 (S S 12)は製鉄炉(銑鉄生産炉)もしくは銑鉄の溶解炉の可能性が高いこと。今後は銑鉄

生産の関係で機能を追求する必要がある。 5号炉の機能決定のためには、遺跡内土壌からの砂鉄採集

と鉄塊系遺物の組成対比が必要であった。前者は調査時に採集しておらず、後者は出土しなかった。

調査時の不勉強・不手際・ミスと相まって、今後に課題を残した。

②その他の炉は精錬炉の可能性が高いこと。また、別地点に 2基の鍛冶炉が構築されていること。

③出土する椀形淳の大きさが15cm内外と 10cm未満の大小2種類に分かれていることから、鋼生産量を

作り分けていたと推測されること。

④炉壁内面に鉄j宰が付着していないことから、精錬炉内部では何らかの容器がおかれ、その容器内で

鏑を作っていたと考えられる。また、鏑生産量によって 2サイズ以上の容器が存在したことが誰測さ

れる。

⑤廃j宰場から出土した羽口には大小2種類があり機能差の存在が考えられ、製鉄と精錬の 2つの異な

る作業を行っていたとする推測を補強している。内径 3cm程度の小形品は精錬炉の空気送風用と推測

される。

(玄)羽口前半部に残る帯状の二次焼成痕の幅から製鉄炉の炉霊淳を推定した。 6~ lOClllのものと3.5cmの

ものの二種類がある。この点から、炉壁の厚さの異なる二種類もしくはそれ以上の製鉄炉または精錬

炉が存在した可能性がある。

⑦今後の課題として(a )遺跡内土壌から砂鉄を回収し生産物で、ある鉄塊系遺物と組成比較をし両者

の相関を明らかにすること、 (b)5号炉 (SS 12)の構造比較を他遺跡と行うこと、(c )大きさの

違う椀形浮 2種と内径が異なる::]::]口 2種類が共存する理由を明らかにすること、の 3点が上げられた。

( 4 )住居跡から一括出土した土師器の形態学的分析により、杯の口縁部形態が2種類に分類された。

それらの二者は、器壁厚と糸切りに用いられた糸の節の太さが明確に異なるため、 2人以上の異なる

工人によって製作されたことを明らかにした。
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第 3節平安時代

戸刀ご

カ、、ラス化している部分

o 10cm 
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第95図 製鉄炉群イ也遺構出土沼口イ戸壁

( 1 ---10 :羽口、 11---13:炉援)
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第 4章調査の記録

第4節中世

方形周溝と火葬墓、井戸、溝、鍛冶炉を検出した。当該期の遺構分布は第96図のとおりである。
調査区中央西側に方形周溝:5基、火葬墓20基からなる墓域が設定されている。また、埋没谷の谷頭

周辺に井戸が集中的に作られており、遺跡内における場の機能差を明確に表している。古代の地割を
踏襲していたらしく掘立柱建物跡とは重ならない。また、遺跡東側の溝は覆土に含まれる陶磁器から
近世のものと考えているが、中国陶磁器出土地点の分布がこれらの溝で区画される範閣内に集中する。
そのため、地割そのものは中世もしくは古代から大きくは変わっていないと考えられる。
前節でもふれたように、古代とした掘立柱建物跡の帰属時期には問題があり中世の建物であった可

能性もある。その場合には、同時代的な場の機能差となる。基本的に墓域は SD466 (1号)溝の南
側に構築されるが、 5号方形周溝のみがそれを切る。従って、方形周溝構築にも若干の時間脂がある。

q 

布分構遺土出

中盤陶磁出土地点

第96留 中世遺構分布図
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第4節中世

1 .検出遺構

( 1) S S 935 (1号)鍛冶遺構

本遺構は、 2号井戸跡の脇から検出した。炉床構築前に開いていたピット群を埋めて平坦面を作っ

た上で、鍛造作業を行っている。炉床の直径は15cm程度で、ある。炉床部分の被熱は弱く、赤く変色し

ているもののやや軟質である。出土炭化物のHC年代の測定値から800土20y r B Pという結果を得た。

また鍛造剥片の分析を行った(6章参照)。

第153表 S S 935 ( 1号)鍛冶炉土層説明
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第4節中世

( 2 )井戸

!日谷頭、疑似グライ斑によって示される自白地下水位最高面が15.8~ 15. 9mの等高線に沿って分布

する。

度径 2mを超すもの、直径が 1m程度のもの、非常に浅く土坑と変わらないものがある。上面から

0.5~ 1 m程を揺鉢状に掘り下げた後、主体部を掘削するため断面形が漏斗状となる。標高10m前後

の地下水脈を狙って掘られている。 6基の内 4基を示した(第98・99図、 SE8、SE932、SE837、

S E995)。
( 3 )方形周溝

5基発見された。全てが近接してグリッドLN64から LN73の範囲内にある。溝の中からは珠山i系

陶器(第111図 1~ 8)が若干出土しているので、中世に構築されたものと考えられる。上面は江戸

時代以降に削平されおり、マウンドの有無は不明である。ただし、 l号方形周溝発擬前現地形は、遺

構にあわせて数10cm高くなっていた(図版9… 2)。青森県野木遺跡の円形周溝遺構にはマウンドが

伴うので、本遺構にも伴う可能性がある。平面形は一部とぎれる iBJ字状である。周溝は深い部分

と浅い部分がある。

S X467 (1号、第100.101図)はグリッドL070、LP68~70、 L Q . L R68~71 、 L S 69~70か

ら発見された。 1辺12mの最も大形のものである。 1回溝が掘り直されていると考えられる。 溝の断

面には古いものが埋まった後に再度掘りなおした跡が現れている。最終的に漢字のiBJの字形となっ

ている。

溝内部には拳大の円擦が投げ込まれている。擦は、下底面と掘り直し時の溝の底面に分布している。

溝の中から火葬人骨の破片が出土している。

S X470 (2号、第102図)はグリッドL065、LP' L Q64~65から、 S X1197 (3号、第103図)はグ

リッド LR. L S65~66から発見された。 2 号は7.4X4.8m 、 3 号は8.4X5.6mで、ある。いずれも溝内

部には拳大のF号機が投げ込まれている。

S X516( 4号、第103図)は L069、LP69~70から発見された。郎平により本来の形は不明である。ま

た、 SX1202 (5号、第104図)は調査区外にのびている。 SD482 (1号)溝を切る。グリッド LQ'

L R 72--74から発見された。

( 4 )火葬墓

20基発見された。平面形によって 3分類できる。楕円形で焚き口を持つもの 4基 (SK693、SK

694、SK835、SK834)、円形・楕円形10基 (SK692、SK817、SK480、SKl196、SK475、S

K479、SK477、SK472)、不定形で浅い掘り込みを持つもの 6基 (SK471、SK474、SK476、S

K473、SKl180、SK512)である。焚き口を持つタイプは、大館市山王岱遺跡や鷹巣町からむし岱

I遺跡に類例がある。しかし、山王岱例が長軸 2m前後で、あるのに対し、盤若台例はいずれも 1m程

度と小さい。茶毘に付した人体をそのまま埋めているので茶毘墓である。

これらの奈毘墓はそれぞれの長軸が直交するように配置されている。同時に構築されたものだろう。

これらの遺構は方形周溝のすぐ近隣のごく狭い範囲内に集中している(第105図)。

人骨の残りには良悪があり、部位を判別出来るものからチョーク状となるものまである。

21号は長方形のプランを持ち他に比べて倍以上の大きさを持つ。焼土が遺構内に充満している反面、

人骨を全く含まない。骨が全て回収されたと考えると火葬場である可能性が高い。後に削平及び撹乱

を受けて上面は残っておらず、プランの一部も欠損している。本来はより上田で火葬を行っていたと

考えられる。

( 5 )溝

調査区南側に10条の溝を発見した。このうち東側 3条は覆土内から近世の陶磁器が出土している。

S D513( 2号)溝は遺跡の南端にある。埋没する途中で古くなった網を焼いたらしく、土錘が連なっ

て出土した。下層から龍泉窯の青磁が 1点出土した(図版13 4)。古代の掘立柱建物跡 2号を切る。
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第4章調査の記録
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第 4章調査の記録
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第4節中世

2届出土遺物

( 1 )中国陶越

12世紀後半後葉から13世紀前葉にかけてのものが43点出土した。白磁10点 (23.3%)、青白磁 1

(2.3%)、青磁32点 (74.4%)である。最小個体数の内訳は白磁4個体10.8%、青白磁 1個体2.7%、

青磁32個体86.5%となる。分類は横田・森田(横田・森田1978)に従う。出土域はグライ化層の分布

と重なる。

白磁は全て福建省系である。 10点の破片は l個体の四耳査と 3個体の碗となる。四耳壷 l点と碗 1

を図示した(第109図1、2、8)。四耳査は被熱によって口唇部の粕薬が溶解し、あばた状となる。

取手部は貼付部を残して欠損している。 10は景徳鎮周辺で制作された青白磁で l点ある。血の口縁部

である。

青磁は龍泉窯系と同安窯系のものがある。前者が31点96.9%と主体を占める。全て別個体である。

器種は碗31点96.9%、血 l点3.1%である。碗の口縁部13点41.9%、腕部14点45.2%、底部4点12.9%

である。

( 2 )国産陶器(第110~112図)

出土総数67点は全て珠洲系陶器である。組成は、警・壷58点86.6%、播鉢7点10.4%、鉢 1点1.5%、

片口 1点1.5%である。口縁部 7点、底部3点に対し、腕部が61点と大半を占める。

( 3 )銭黄

北宋銭である元祐通宝が1点出土した(第109函20)0能代市上平張遺跡などに報告がある。表面は

さびて緑青をふき、文字は明瞭ではない。元祐年聞は1086年から1093年までである。

( 4 )木器

S E 932 (2号)井田と SE 995 (4号)井戸からは多くの木製品が出土した。その内訳を第231表

に示した。代表的なものを図示し説明を加える。

墨書板 折敷の転用品である。 29.1 x 37. 4cmの柾目板に「イロハニホヘトチ口口口口ワロトレツリヌ

レワカニ口口口口口口口口口口口口口口口口口口イロハニホヘトチリヌルヲJ(口は線は見え

るが判読できないもの)と記されている(第113図、図版23)。手取清水遺跡出土の木簡に類例がある。

表面には鈍痕が明瞭に残る。まな板としても利用したらしく、無数の包丁傷が付いている。

曲物 第114図は、 2号井戸の底部から出土した。薄い杉板に鋭い刃物で切り込みを入れ曲げている。

桜皮で胴部の接合部分を緊縛している。また木製の目釘を使って胴部と底部を接合している。第115

図 l、2は4号井戸から出土した底部である。まな板に転用されたらしく鋭い刃物の跡が無数に付い

ている。他に図示はしなかったが胸部破片が多く出土している。

折敷底板が2点出土している(第115図3・4)。杉の柾目板を利用しており、目釘穴が残っている。

割物 木椀の破片が 6 点出土した(第116図16~21) 。全て黒漆がかかっている。最低 3 個体分ある。

16~18は胴部破片、 17~21が底部破片である。全て高台を削りだしている。

箸・斎串 4号井戸から519点出土したO 完形品 2点、破損品517点である。破損品の内、折れてはい

るが、両端が一部でつながっているものが18点ある。先端が付け木状に焦げている物も多いc

断面形は 6種類あり、点数と比率は次のようになっている。四角形221，点42.6%、円形35点6.7%、

濡平楕円形132点25.4%、5・6角形57点11.0%、3角形19点3.7%、不定形55点10.6%である。断面

が円形となるものが少なく、 5・6角形となるものを含めても扇平楕円形に満たない。また 3角形は
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第 4節中世
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第4章

第111図珠洲系陶器(饗)
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第 4章調査の記録
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第4節中世
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第114図 S正932(2号)井戸底面出土曲物
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第4章調査の記録
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第4節中世
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第 4章調査の記録
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第117図 S E 995 (4号)井戸出土木器
( 1 • 2・9:棒、 3・4と6~8: 斎串、 5 :用途不明、 10:下駄)
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第 4章調査の記録

非常に少ないG

完形品及び折れてはいても両端が一部で着いているものの長さは、最大226cm、最少127cm、平均175

cmで、ある。破損品の長さを全て加えると23308mmとなる。この平均値175闘で、除すると133本分の箸が

あったことになる。太さは平均 6x 4問、最頻値は 5X3mmで、ある。

下駄 4号井戸から l点出土した(第117図10)。一木から台と歯を削りだした連歯下駄である。台の

よ面左側が摩滅しており、右足用と考えられる。指-中足と腫の部分がわずかにくぼむ。

木鍬 4号井戸から出土した(第118図 1)。金属製の刃を装着して使用したものと考えられる。

木槌 4号井戸から 1点出土した(第118図2~ 4)。ホゾ穴には柄の破片が挿入されていた。

角材先端を杭状に尖らせている。角は落としてあり、 8角形となる。

用途不明 第117図5は断面長方形の棒の両測面に刻みを入れたもの。物差や火切臼にも見えるが焦げ

ていない。第118図5はひも状に薄くはがした杉材である。ゼンマイ状に巻いている。

( 5 )土製品

漁網錘が連なった状態で出土した(図版13 3) 。全て管状でイ表形となる(第112図10~20) 。総数

22点。完形品が6点、破損品が16点ある。完形6116点の比重は最小11.6、最大19.6、平均15.9である。

体積は最小14rnm3、最大20rnrn3、平均18.17mm3で、ある。

3. 1]¥結

墓域を中心とする遺構が数多く発見され、本遺跡の中世における人間活動については以下の 3点が

明らかとなった。

( 1 )方形周溝・火葬墓というタイプの異なる墓が狭い範関内に集中して発見されたことにより、中

世の墓域を確定することが出来た。

( 2) 6基の井戸が発見され、多くの木製品が出土した。特に 4号井戸からは多くの木製食器が出土

した。

( 3 )遺跡内の限られた範囲から中国陶磁器が多く出土した。全てが破片ではあるが、最小個体数は

26である。また白磁四耳琵の様に全体の形がわかるものもある。所有する胸磁器の個体数が豊富なこ

とから、これらの所有者がかなり有力な人物であったことを想像できる。

参考文献

横田賢次郎・森田勉 「太宰府出土の輸入中国陶磁器についてー型式分類と編年を中心として-J W九州歴史資料館研究論集j

4集 1 ~26 p. 九州歴史資料館 1978 (昭和53)年 (W太宰府陶磁器研究一森田勉氏遺稿集-.]1995 (平成 7)年に再録)
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第 5節 近世及び時期性格不明遺構

し検出遺構

江戸時代の遺物集中地点をグリッドLK . L L95で、耕作跡を調査区南西側のメインセクションで

確認した(第 6図)。微細なクロスラミナが発達し、頻繁な撹乱を受けていることがわかる。かつ、

近代以降の耕作面とは土壌生成作用が連続しておらず、不整合の関係にある。

また、発見された全遺構1226基中89.9%にあたる1102基が時期・性格共に不明の土坑 (SK)・ピッ

ト (SK P) であった。これらには遺物が伴わず時期を認定することが出来なかった。その配置はラ

ンダムに分布しているため構築物の上屋を推定することが困難である。

これらの遺構分布の粗密は第119図にあげたとおりである o1グリッドの面積16m2で、遺構数を割った

ものを lグリッドあたりの密度とすると、調査総面積11300m2
に対して1.74基/グリッド.0.11基/

ぱが平均で、ある。また最大密度は、 20基/グリッド・1.25基/ぱとなる。

以下は遺構の形態について、凡例にあげた分類基準に従って記述する。これら土坑の平面形は全て

円形または不整円形である。底面の断面形状は①浅い皿状140基12.7%、②丸底494基44.8%、(玄)平底

249基22.6%、④V字状58基5.3%、⑤不定形161基14.6%である。撃の断面形態は①外へ開くもの956

基86.8%、②直立143基12.9%、③内傾(オーバーハング) 3基0.3%である。

成部形態④・@類は、埋没後動植物による撹乱を受けている可能性が強い。理由は、 V.W;I犬の径

5 cmの小さい穴があくことで④・⑤類が分類されることによる。

上面直径は最大215cm、最小10cm、最頻値23cm、平均41cm、標準偏差31.71である。底面直径は最大

180cm、最小 5CllI¥最頻値20cm、平均33cm、標準備差25.76である。 深さは、最大99cm、最小 3cm、最

頻値14cm、平均19cm、標準偏差11.17である。

計測値最大を示すのは、土坑類であり、最頻値周辺にから最小値に分布するものがいわゆるピット

である。最頻値では底径/上部径が0.87、平均値で計算したものでは0.80となる。このことは、ピッ

ト類の壁の傾斜度が土坑類に比べてより

よるものだろう。

2園出土遺物

ることを示している。棒杭もしくは柱を立てたことに

近世・近代合わせて209点出土した。江戸時代のもの119点、近・現代のもの49点、不明53点である。

江戸時代の陶磁器11点を図示した(第120図)0 1が徳利、 2が茶碗、 3が蕎猪口、 4~11が盟である。

また硯が2点出土した。緑泥片岩を利用している。第118図6、7は近世、または近代のキャフロで

ある。

3園小結

土壌層位学的観察から、近世・近代には農地として機能していたことを想定した。また、性格不明

遺構は疑似グライ斑が浮く土壌分布地帯にも構築されることから、古代・中世の掘立柱建物跡とは異

なる呂的を持って穿たれていることを想定した。
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第 4章調査の記録
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第 5章 向然科学的分析

第 5章 白然科学的分析

第 1節 盤若台遺跡出土鉄関連遺物の金属考古学的調査結果

岩手県立博物館赤沼英男

1 はじめに

秋田県山本郡琴丘町に立地する盤若台遺跡は、一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に伴う分布・範

囲確認調査(平成10年度)によって確認された。平成11・12年度には本調査が実施され、縄文時代、

平安時代、中・近世の複合遺跡であることが明らかにされるとともに、平安時代の遺構からは竪穴住

居跡6棟、建物跡22棟、竪穴状遺構に加え、 24基の鉄関連遺構が、中世の遺構からも l基の鉄関連遺

構が検出された 1)。共伴する土師器に基づき平安時代の鉄関連遺構の稼働時期は10世紀前半、中世に

ついては炭化物の放射性炭素年代測定に基づき 12世紀と推測されている 2)。

平安時代の鉄関連遺構24基のうち22基は台地斜面上、 I基は平地に、中世の鉄関連遺構は平地に立

地しており、台地斜面上では平面が楕円形で炉壁を有する14基の炉跡が発見されている。 炉跡が残存

する層序の観察に基づき一定期間操業を行った後、その上に新たな設備を構築し再度操業するという

操作が少なくとも 5屈に渡って繰り返されていることが確実となった 3)。平地にある平安期、中世の

炉跡には炉壁がみられず、地面を血状に掘り込んだ炉跡が確認されている。炉跡の構築状況、鉄淳を

はじめとする出土遺物の肉眼観察結果によって、台地斜面上の炉では製鉄が、平地の炉では鉄塊を加

熱・鍛打し目的とする鋼を製造するという鍛冶が行われていたものと推定されたが、考古学の発掘調

査結果だけで操作内容を説明することは困難とされた 1)。

遺跡内での生産活動を解明するための客観的情報を得る手段の一つに、出土遺物の金属考古学的

調査がある。調査を通して得られた幾つかの客観的事実と考古学の発掘調査結果を吟味することによ

り、生産活動内容をより明確できる可能性がある。盤若台遺跡出土鉄関連遺物についてよ記方法によ

る調査を行ったところ、遺跡内では鋼の製造が行われていた可能性が高く、その出発物質として銑鉄

を考えることができた。溶銑を形成し脱炭反応、を進行させるための設備と道具の解明を目的とした発

掘調査の実施により、遺跡内における生産活動の実態がより明確になるものと期待される。以下では

金属考古学的調査によって得られた知見について述べる。

2 金属考古学的調査資料

金属考古学的調査を実施した資料は台地斜面上及び平地に立地する平安時代の鉄関連遺構、平地

に立地する中世の鉄関連遺構から出土した鉄浮である。前者のうち台地斜面上に構築された炉跡群に

ついては操業最盛期(第 3操業期)の築炉と推定される 5号鉄関連炉跡ヘ 5号鉄関連炉跡に隣接す

る7号鉄関連炉跡 (SS 339鉄関連炉跡)から見いだされた 7点、平地については SS260鉄関連炉跡

から出土した l点、後者については中世の鉄関連炉跡に隣接する SK -935/J、グリットから見いだされ

た鉄淳ならびに粒状物質の 2点である(第235表)。

5号鉄関連炉跡出土鉄j宰は黒褐色を呈する流状浮 (No.1 )、ところどころに赤錆が析出した外経2

x 3 x 2cmの塊状淳 (No.2 )、半径約 3cmの半円柱状の溝の中で面化したと思われる鉄淳 (No.3 )、塊

状淳、木炭、土砂が固着した資料 (No.4)の4点、 7号鉄関連炉跡出土鉄浮は椀形浮 (No.5)、ま
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第 1節 鉄j宰の金属考古学的分析

たは椀形淳の一部 (No.6) でいずれにも赤請が析出しており、後者の凸部には木炭片もみられた。

S S260鉄関連炉跡出土NO.7鉄浮は直径約12cm、最大厚約 3cmの椀形浮の上に、ほほ向形状の椀形浮

が悶着した資料である。 SK -935小グリットからは土砂に混じり剥片状鉄淳、磁性を有する粒状物

質が検出され、それらの一部が調査資料とされた (No.8・9)。

発掘調査の結果、台地斜間上の鉄関連炉周辺からは外径が約10cm、内径が約 3----4 cm、および外径

が 5----6 cm、内径が3cm弱の羽口が、平地にある鉄関連炉では内径が3cm程度で、断面がかまぼこ形ま

たは三角形を呈する羽口が検出されている。形状が異なる 2種類の羽口が出土した台地斜面上の炉跡

の中には、異なった機能を有するものが混在していた可能性がある。

第235表から明らかなように、調査した鉄浮は流状淳、椀形淳、剥片状鉄淳の 3つに分類される。

炉内において溶融もしくは部分溶融状態にあったスラグが形成されていたことは確実で、小グリット

中の剥片状鉄浮や粒状淳、剥片状鉄j宰は、国体鉄を加熱・鍛打する操作が行われていた可能性の高い

ことを示している。一方、ほほ同一形状をした 2つの椀形浮が重なった資料は、同じ操作を繰り返す

過程で生成したものと推定される。

3 分析用試料の調整

資料No. l~No. 7についてはその一部に切り込みを入れ、切り込み面から 2つの試料片を摘出し

た。このようにして摘出された試料片のうち大きμ方を組織観察に、小さい方を化学成分分析に供し

た。 No.4 'No. 7鉄浮からは 2つの異なる部位から試料片を摘出し、それぞれを調査した。なお、 N

o. 8鉄浮および、No.9粒状鉄j宰については資料全部を組織観察と化学分析に用いた。各資料からの金

属考古学的調査用試料片の摘出位置は、第121図~第125図に示すとおりである。

4 分析方法

組織観察用試料片についてはエポキシ樹脂で包埋し、エメリー紙、ダイヤモンドペーストを使って

研磨した。作成した研磨面を金属顕微鏡で観察し、成因を推定するうえで重要と判断された鉱物の組

成をエレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー (EP MA) により調べた。

化学成分用試料片についてはその表面に付著する錆や土砂を除去し、エチルアルコール、アセトン

で洗浄し十分に乾かした後、テフロン分解容器に直接秤量し、酸を使って溶解した。このようにして

調整した溶液中の第235表に示すT.Fe(全鉄)をはじめとするお成分のうち、 FeO(酸化第一鉄)は

酸可溶性鉄(II )定量法、他は誘導結合プラズマ発光分光分析法 (ICP AES法)で分析した。

5 金属考古学的調査結果

5 -1 組織観察結果

NO.1流状淳(第121図 a)から摘出した試料片にはいたるところに気孔がみられたO マク口組織

(第121図b)の枠で間んだ内部のEPMAによる組成像 (COMP) には全域に灰色の角状化合物

(X T)、暗灰色の柱状化合物 (F)が残存し、化合物XTはFe-Ti-AI-O系、化合物FはFeO-MgO

-SiO 2系〔マグネシウムを周溶した鉄かんらん石;2 (Fe， Mg) 0・Si02と推定される、以下向

じ。〕と判定された。また、基質は微小化合物を内包するマトリックス (M) によって構成されてい

た(第121図c) 0 No. 2塊状淳、 No.3 ----No. 6鉄淳もほぼ同様の鉱物組成からなる(第236表、第122
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第 5'京 自然科学的分析

図、第123図)0 NO.2~No.5 鉄淳には上記資料中に観察された化合物の他に、灰色の柱状化合物X

T'が見いだされ、 EPMAによってイルメナイト [2 (Fe， Mg) 0・Ti02JよりもTi濃度の高い

化合物であることが確認された(第122図・第123図)。

No. 3 . No. 5鉄淳は化合物XT.XT'，化合物F、およびマトリックスからなる鉄浮(領域A)

に、直径約100μmの粒子 (1S) と賠灰色化合物Qがガラス質けい酸塩中に点在した領域Bが固着し

た組織によって構成されている。 EPMAにより化合物Qは石英、粒子1Sは鉄チタン磁鉄鉱を含む粒

子が部分溶融したものと推測された。 NO.3鉄j宰は半円柱状の窪みの中で間化した鉄淳、 No.5鉄浮

の外表面には漆融もしくは部分溶融した粘土状物質の間着が確認されており、この肉眼観察結果は上

記組織観察結果はとよく整合する。

No.ア鉄j宰から摘出した試料片Sal・SaLにはいずれも大小様々な気孔がみられ、錆が混在していた

(第124図a. b 1 • C 1)。枠で閤んだ内部はその全域に灰色の粒状化合物 (W) と培灰色の柱状化合

物 (F)が残存しており、試料片Sむにはところどころに灰色の角状化合物 (XT)、が観察されたo

EPMAによる分析の結果、化合物Wはウスタイト(化学理論組成FeO)、化合物FはFeO一MgO-Si

o系、化合物XTはFe-TトAI-O系であることがわかった(第124図b2 . C ) 0 No. 8剥片;1犬鉄j宰は

断面が20XO.05mrnの長方形を、 No.9粒状浮は不定形でいずれもその全域がウスタイトによって構成

されていた(第125図)。

5-2 化学組成

No. 1 ~No. 6鉄淳は組織観察によってほぼ同じ鉱物組成をとることが確かめられている。 T.Feは

23~44% 、 FeOは 5 ~47% 、 Si は 5 ~16% 、 Alは2.6---4.7% にあり、 Cuをはじめとする他の{数量成分

もほぼ向レベルにある。これに対し、ウスタイトが観察され、ところどころにFe-TトAI-O系化合物、

FeO-MgO-Si02系化合物が混在するNo.7鉄淳Sal‘Sa2のT.Feは51.21 %、 55.89%、FeOは36.4%、

52.1%と上述の 6点に比べ高レベルにある反面、 Tiは0.948%、2.37%と低レベルにある。塊状もし

くは流状を呈するNo.1 ~No. 6鉄淳の方が主として椀形を呈するNo.7鉄j宰よりも高還元状態下に

おいて生成した可能性がある。 Ti含有量の差異を考慮すると、 No.1 ~No. 6鉄淳の成因とNo.7鉄

浮の成因が異なっていた可能性がある。

No. 9鉄浮のT.Feは35.44%、Siが10%強、 Alは4.32%、Tiは0.61%であり、 No.8剥片状鉄浮の

T.Fe は69.83%、Ti，Si、ALMgはいずれも0.3%未満にある。 No.8剥片状鉄淳はほとんどが酸化

鉄によって構成されていることがわかる。

6 古代における鋼製造法

古代および中世の鋼製造法は未だに不明な部分が多く、幾つかの方法が提案されている。原料鉱石

[砂鉄または鉄鉱石 5)]を製錬して得られる鉄の組成についての見解の相違が、その大きな要因とい

える。製錬によって生産された鉄は鋼を主成分とするものの銑鉄も混在した炭素量が不均一なもので、

相当な不純物(鉄浮)をも含んでいた。そのような組成の鉄から極力鋼を摘出した後、それを加熱・

鍛打して含有される不純物を取り除くとともに、炭素量の調節を行って目的とする鋼を製造するとい

う鋼製造法(精錬鍛冶法)が提案されている 7)。この方法は近世たたら吹製鉄における錦押法呂)に続

く操作に位置づけることができる。古代において鋼を溶融できるほど炉内温度を維持することは国難
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であったと考えられるので、主として鏑から成る鉄から鉄棒を分離・除去する際の基本操作は加熱・

鍛打によったとみなければならない。組成が不均一な鉄から純化された鏑を得る操作に精錬鍛治とい

う用語が用いられたのは、上述の事情によるものと推察される。

一方、おびただしい数の鉄仏や鉄鍋、鉄釜などの鋳造鉄器の普及が示すように9¥古代(遅くとも

9世紀)には安定的に銑鉄を生産する技術、すなわち銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていた

とみることができる。得られた銑鉄を溶解し鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作されるわけ

であるが、生産された銑鉄を脱炭することによって鋼の製造も可能となる。この方法は銑鉄を経由し

て鋼が製造されるという意味で、間接製鋼(鉄)法10) ~二位置づけられる。

間接製鋼(鉄)法のーっとして、近世たたら吹き製鉄における大鍛冶がよく知られている。たたら

吹き製鉄には銑押法と銀押法の 2つの方法がある。後者における生産の主目的物は鍛鉄(鏑)、前者

では炉外に流し出される銑鉄であるが、副生成物として炉内に鍛鉄もできる。これは操業の妨げにな

るので、鉄捧をたえず炉内に入れ炉外に取り出すようつとめたという。このようにして生産された銑

鉄は鍛冶場に運ばれる。そこではまず火床炉の炉底に木炭を積み、その上に銑鉄を羽口前にアーチ形

に積み重ね、さらにその上を小炭で覆い、底部に点火する。積み重ねられた銑鉄は内部にあるものか

ら溶融し、滴下する。この時、羽口付近の酸化性火焔にふれ、酸化され、鋼(左下鉄)となる。ここ

までの操作を「左下jという。左下鉄は製錬時の副生成物である錦とともに再度同じ火床炉にアーチ

状に積まれ、上述と同様にしてさらに脱炭が図られる。脱炭が十分に進んだところで金敷の上にのせ、

加熱・鍛打によって鉄浮の除去と整形がなされる。後者は「本場jとよばれる。このように「左下J

と「本場ム 2つの操作を経て包丁鉄を造る方法が大鍛冶と呼ばれている I九上述から明らかなように

大鍛冶における「本場jは、先に述べた精錬鍛冶と出発物質こそ異なるものの、操作内容は基本的に

ほぼ同じとみることができる。

大鍛冶は空気酸化により局所的に銑鉄の脱炭が図られるが、これとは別に溶銑(銑鉄を溶融状態と

する)を造り、造淳剤を用いながら脱炭するという方法が提案されている山山。この方法の場合、溶

銑の確保とそれを脱炭するための機能を有する設備が不可欠であり、その点についての検討が進めら

れている。

製錬炉で生産された鉄は、主として鋼からなるものの、銑鉄も混在した組成が不均ーな鉄であり、

それを加熱・鍛打して純化し目的とする鏑を造るという方法が古代における唯一の鋼製造法であった

とする見方に立てば、気密性を有する炉と炉から排出された流状淳の検出を根拠として、発見された

炉跡を製錬炉と判定することができる。しかし、気密性を有する炉としては他に、銑鉄生産を目的と

する炉、鋳物を製作するための溶解炉があり、生産設備概要が不明ではあるものの、溶銑を脱炭し鋼

を製造するという精錬炉の存在についても検討する必要がある。従って、炉跡の検出と出土鉄淳の形

状だけでただちにその機能を特定することは、古代の鉄・鉄器生産を解明する上での重要な情報を見

落とす危険がある。本論の冒頭において「鉄関連炉jという表現をとった理由は、それを回避するこ

とにあった。以下では、上述を考慮、に入れて盤若台遺跡出土鉄関連炉の機能について検討することと

する。

ア 推定される 5・7号鉄関連炉の機能

5・7号鉄関連炉の平面はともに楕円形で炉床は丸底を皇し、炉壁は炉床に対しほぼ垂直に立ち
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第5章 自然科学的分析

がっていたと推定されている ljo 炉床上部は失われていたためその構造は不明であるが、第 3操業期

に分類される炉跡の中でも最大規模を誇るNo.5鉄関連炉炉床下部には、炭化材の充填が確認されて

いる凶o 5・7号鉄関連伊跡周辺から検出された鉄浮は流状浮の占める割合が最も多く、外径 3cm以

下の塊状浮(不定形鉄浮)がこれに続き、ほほ一定の形状に規格化された椀形浮(外径 6----10cmのも

のと、外径12----15cmのもの)や炉擦も見いだされているという 1)。

流状j宰には鉄チタン酸化物とマグネシウムを閤溶した鉄かんらん石と推測される化合物が残存して

いることが確かめられている。砂鉄昨蔵ピットが検出されていることを考え合わせると、粉鉱である

砂鉄を製錬し主として鋼からなる鉄塊を造った後、炉壁の一部を壊してそれを炉外に取り出し、加熱 g

鍛打して純化された鋼を製造するという操作が行われていた可能性をまず考えることができる。金属

考古学的調査を行ったNo.3鉄j幸については、製錬時、炉内で生成した溶融もしくは部分溶融状態に

あるスラグをあらかじめ敷設されてある溝に排出した際に生成したものと解釈することによって、そ

の形状と組成を説明できる。しかし、共伴する椀形淳、とりわけほほ一定形状に規格化された大きさ

の異なる 2種類の椀形淳 1) の成因、および外径、内径に明瞭な差異のみられる 2種類の羽日の出土を

説明することができない。

平安時代の平地に立地する鉄関連遺構から検出されたNo.プ椀形浮は、その大半がウスタイトをは

じめとする酸化鉄によって構成されており、局所的に鉄チタン酸化鉄と鉄かんらん石と推定される化

合物も見いだされている。平盟問の産径は約12cm、資料最大厚は約 3cmで、間着する 2点ともほぼ一

定形状に規格化されていることを考慮すると、溶融もしくは部分溶融状態にある酸化欽に富んだスラ

グが椀状をした設備の中で生成した後、固化した資料であり、操作終了後、ただちに同じ設備を使っ

て同様の操作が繰り返された可能性のあることを示している。チタン含有量がNo.1 ----No. 6鉄浮の

約 1/5、もしくはそれ未満にあることをふまえると、 No.1 ----No. 6鉄淳とNo.7鉄浮とでは成因が

なっていたものと推定される。

椀状を有する設備での操作を想定した場合、その中では溶融もしくは部分溶融状態にある鉄が形成

されていた可能性がある。木炭を熱源とした場合の到達可能温度を考慮すると、鋼によじべ融点が低い

溶銑の生成山が有力視される。盤若台遺跡において鋳型は未確認にあるという 1)。酸化鉄に富んだス

ラグも鋳造操作を関連づけることは医難であり、 6に恭づけば銑鉄を脱炭し鋼を製造する操作を考え

ることができる。既述のとおり、鉄関連炉跡屈辺からは外観形状と内径の異なる 2種類の羽口が検出

されている。断面が円形を皇し、外径約 6~ 10cm、内径 3----4 cmの羽口には炉壁に装着され空気と遮

断された部分があることを示す厚さ約 6~ 10cm、もしくは3.5cmの帯状の跡がみられる。炉援厚が異

なっていた可能性が高いことを示すものであり、形状に差異のある炉が存在していたか、あるいはほ

ぼ同一の炉形であっても羽口の装着場所が異なっていたことを考える必要がある。

一方、外径約 5~ 6 cm、内径 3cm未満の羽口は破損が著しく、炉壁に装着された跡は確認されなかっ

たとされる~この羽口は上述の羽口に比べ送風面積は狭いものの、風圧という点で勝る。銑鉄の脱

炭操作を想定すると、内径の太い羽口は洛銑生成のための設備に、内径の狭い羽口は溶銑の脱炭操作

に使用された可能性がある。 No.7椀形i宰に混在する、主としてウスタイトと鉄かんらん石と推測さ

れる化合物からなる鉄淳の多くは銑鉄脱炭時に生成したものと思われるが、局所的に鉄チタン酸化物

が残存する組識がみられるという事実を加味すると、銑鉄脱炭時に少量の鉄酸化物を含む造j宰材が使

用された、あるいは溶銑脱炭時に設備材の一部が溶融もしくは部分溶融し、生成したスラグに混入し
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たかのいずれかである。造i宰材の使用を想定し

いた可能性についても追求しなければならない。また、ほ

の出十今;土、一回の銑鉄脱炭操作において製造される鍋

している。

第 1fl(J ~夫淳の金属考古学的分析

ある鋼の造り分けがなされて

に規格化された 2種類の椀形淳

った可能性があったことをも

No. 7鉄岸は間着する鉄塊の回収後廃棄された資料と考えられる。平地に立地する中世の鉄関連炉

跡に隣接する小グリットからは、破砕された鉄淳とともに、剥片;1犬鉄淳が見いだされ、

によって鍛造剥片であることが明らかとなった。鋼の純化さらには目的とする製品鉄器への造形

がなされていた可能性がある。中世の鉄関連炉からは断面が円形またはかまぼこ形を呈し、内径が3

C111前後の羽口が見いだされている。同形状の羽口はNO.7鉄浮が出土した SS334鉄関連炉でも確認さ

れているという 1)0 S S 339鉄関連炉の立地、鉄関連炉跡の残存状況もほぼ同じであること 1i をふまえ

ると、平安期に比定され平地に立地する鉄関連炉跡でも面体鉄の加熱・鍛打が実施されていた可能性

い。台地斜面上に構築された鉄関連炉で製造された鉄塊、または鉄淳と鉄塊が閤着した生産物が

S S339鉄関連炉に運ばれ、そこで加熱・鍛打による純化・整形操作がなされたものと推定される。

台地斜面上の鉄関連炉跡から出土した大形の椀形淳は多量の鋼製造、小形の椀形浮は少量の鋼製造

に伴って生成した可能性がある。最終製品である鋼製鉄器を製作するの な鋼塊が製造されてい

たと思われるが、この点については加工途上にある半製品または製品の検出を待って確認する必要が

あろう。

最後に問題となるのが、盤若台遺跡における銑鉄生産の有無である。検出された炉の上部がほとん

ど失われ、その復元が難しいこと、鉄塊、とりわけ銑鉄組成が不明で、あることから、その点を明確に

することはできない。発掘調査において台地斜面上に立地する 14基の中でも最も規模が大きし約50

の木炭層を有するという点で構造が異なる 5号鉄関連炉跡がその可能性を有している。これまで

に基づけF ば、台地斜面上に築炉された14基の炉跡の機能については、銑鉄生産を目的とす

る製錬炉17)溶解炉、銑鉄をJJ見炭する精錬1戸の 3つが考えられ、さらに精錬炉については、

なるjj誌の造り分け、鍋の製造量が異なる複数の炉が存在していた可能性がある。台地斜面ヒの

の炉跡については、異なった機能を有するものの混在を考慮に入れて、イ)炉の規模、下部構造の吟

味とその結果に基づく炉跡の細分類、ロ)鉄塊、とりわけ銑鉄の確認、ハ)鉄とほぼ同一挙動をとる

と推定される微量元素の銑鉄中における組成比と遺跡周辺に賦存する原料鉱石(砂鉄)の組成比の比

という地道な調査の実施によって、それぞれの具体的機龍を明確にすることができるものと思われ

る。今後の調査の進展に期待したい。

8 おわりに

盤若台遺跡出T_鉄関連遺物の金属考古学的調査によって、遺跡内では銑鉄を脱炭し鋪を製造する操

作が行われていた可能性を考えることができた。この場合、刀、下の 3点が想定される。

① 遺跡周辺に賦存する原料鉱石(砂鉄)を製錬し銑鉄を生産した後、それを脱炭し鋼を製法する

操作の実施。

他地域から供給された銑鉄を脱炭し、銅を製造する操作の実施。

製造された鋼を素材としての銅製鉄器の製作。

②については、考古学の発掘調査結果に基づく鉄関連炉の細分、鉄塊ならびに遺跡周辺に
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第 5章 自然科学的分析

11武存する原料鉱石に含有される微量元素の組成比の比較をとおし、③については製品への加工途上に

ある鋼の確認によって、実施の可能性をより明確にできると思われる。

1 ) 秋田県埋蔵文化財七ンタ一 宇田川浩一氏からのご教授による 0

2 ) パレオ・ラボ、株式会社の測定結果による。

3 ) 宇日IJI r浩-氏により、台地斜面上に立地する の操業時期は、第 l 操業~!)j ~第 5 操業期

の5段階に区分されている。

4 ) 発掘調査者は平安時代の台地斜面上で、1食 U~J された炉跡を製鉄炉と呼んでいるが、客観的一事実は

炉跡が検出されたことである。製鉄炉という表現は、“原料鉱石を し鉄を得るという操作が

実施されていたことが確実である"という解釈が加わっており、鉄関連炉の機能を検討する前の

表現としては不適当である。そこで、ここでは鉄関連炉という表現に留めた。

5 ) 各種の岩石、とりわけ火成岩中の主として磁鉄拡と含チタン鋭、鉄鉱を構成鉱物とする粒子が、

岩石の風化に伴って分離し、現地残習や風及び水などの淘汰集積作用などで濃縮したものが砂鉄

鉱床といわれている b o 従って、砂鉄を構成する主要鉱物は磁鉄鉱であり、鉄鉱石と区別して使

用することには岩石鉱物学|二誤解を招く恐れがあるが、ここで、はJ二述によって生成した鉱床から

採取された磁鉄鉱及び含チタン磁鉄鉱を主成分とする粒子を砂鉄、他の成因によって生成した鉄

鉱床から採掘されたものを鉄鉱石と呼ぶことにする。

6) r鉄鉱便覧J日本鉄鋼協会編、 1981年。

7 ) 大津正巳「古墳供f$ik鉄浮からみた製鉄の開始時期J季干Ij考古学、 8、1984年、 pp.36-400 

8 ) 河瀬正利「中国地方におけるたたら製鉄の展開Jrたたらから近代製鉄へ』平凡社、 1990年、

p. 110 

9 ) 五十川伸矢「古代から中世前半における鋳鉄鋳物生産」季刊考古学、 57、1996ij三、 pp. 57-600 

10) たとえば空気酸化により銑鉄中の炭素を脱炭した場合、 αFeに近い組成の鉄が得られる。吉代

の銅製鉄器にみられる班共析鋼が銑鉄を精錬しただちに得られていたかどうかが不明であるため、

本論で、は間接製鋼(鉄)法という表現をとった。

11) 村上英之助「村上・中浮の往複書簡」たたら研究、 36・37、1996年、 pp.78-880 

12) 赤沼英男「みちのくの地から中世の鉄をみる」ふえらむ、 Vol.2 No. 1、社団法人日本鉄鋼

協会、 1997年、 pp.44-510 

13) 赤沼英男-福田;佳彦「鉄の生産と流通からみた北方世界J国立歴史上己俗博物館研究報告、 72、

1997年、 pp. 1-400 

14) 発掘調査者は炭化材の充填を防湿のための措置と考えている。

15) 炭素含有量0.2~0.3%程度の亜共析鋼を溶融するためには少なくとも炉内温度を 1550 0C以上に保

つ16)必要がある。

16) r鉄鋼の顕微鏡写真と解説j丸善株式会社、 1968年。
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第l節 鉄i子の金属考古学的分析

第235表 調査資料

No. 検出遺構 推定年代 外観の特徴

LD98 SS12⑤ 2層 10世紀前半 黒椙色を呈する流状津G

LD98 SS12 E5-2-476 10世紀前半 2 3入 2cmのi鬼状滞。ところところに赤錆が析出している。

3 LD97 ⑮ b-6 SS12 10世紀前半 半在 3cmの半円柱状の窪みのなかで固化したと思われる鉄津。ところどころに

赤錆が析出しているσ

4 SS12 3783 10世紀前半 木炭片や鉄津片が混在する土塊。

b H-8 SS339 14層 10世紀前半 最大厚約2cmの同型津。凸部表面には一様に粘土状物質が付着している。

6 H-8 SS339 14層

LT101 H-4 SS260 1層

10世紀前半

10世紀前半

椀形津の一部。上面平坦部は長軸9cm、短軸8cmの楕円を呈し、資料最大摩は

平面は直径約12cmの円形で、資料厚約 3cmの情形津が 2個重なり、固着してい

る。凸部には赤錆の析出がみられるの

8 LC70， LB70， SK-935 小ゲリVトミ) 12世紀代 加!片状鉄j宰。

9 SK-935 小グリット⑨ 12世紀代 粒状鉄i宰。

注1) 検出遺構、推定年代はは秋田県埋蔵文化財センタ一宇田川浩一氏に、治、外観の特徴は筆者による U

第236表調査資料の化学組成

T. Fe FeO Cu Mn Ni Co Si Ca Al Mg 鉱物組成

NO.1 27.83 24.2 <0.001 0.855 0.118 0.003 0.014 7.07 13.7 l.B :3. 28 2.91 O. 266 XT. F， M 

NO.2 30.93 18.4 く0.001 0.579 0.131 0.003 0.01/) 6.94 13.6 1. 25 3. 98 l. 85 O. 303 XT， XT' ， F， M 

NO.3 33. 55 5.09 0.001 0.798 0.108 0.004 0.020 10.5 9.74 1. 60 3.44 1. 87 O. 349 XT. XT' ， F， M 

NO.4 Sa I 29.91 17.9 く0.001 0.817 0.063 0.003 0.025 13.3 10.6 0.899 3.66 l. 96 O. 222 XT. XT' ， F， M 

Sa2 28.13 5. 18 O. 001 O. 542 O. 029 O. 0011 O. 026 14. 6 9.91 O. 704 3. 75 1. 24 O. 296 

NO.5 23. 42 9. 35く0.001 0.678 0.062 0.004 0.017 9.06 15.6 1. 15 4. 68 1. 80 O. 098 XT. XT' ， F， M 

NO.6 43. 10 /16.8 0.002 0.563 0.045 0.004 0.026 12.4 5.43 O. 39G 2. 63 1. 17 O. 258 XT. F. M 

NO.7 Sa I 55.89 52. 1 0.007 0.081 0.108 0.010 0.010 0.948 6.21 O. 534 1. 77 0.476 0.033 W， p， MCXT) 

Sa2 51. 21 36.4 0.001 0.189 0.163 0.00:3 0.006 2.37 7. 72 O. 963 2. 33 O. 762 O. 088 W， F，MCXT) 

NO.8 69.83 12.9 0.011 0.019 0.026 0.012 0.017 0.155 0.285 0.033 0.077 0.041 0.007 W 

NO.9 35. 44 く0.001 0.246 0.349 0.005 0.008 0.611 12.0 O. 1G7 4. 32 O. 324 O. 049 W 

一一一一ー

注1) No.¥ま表lに対応。 FeOは鉄鉱石一酸可溶性鉄(11)定量法、他はICP-AES(去による。

注2) Wはウスタイト(化学理論組成FeO)、FはFeCトMgO-Si02系化合物、 XT. XT'は鉄チタン酸化物で後者は前者に比べTi濃度

が高い。 Sはガラス質けい酸塩。
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慎吾阜 由快f古学的骨折
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:礼J:;:mJJ 

咽 4JJ:::i
a ，外観。矢印は試料片摘出{立位。b:摘出 した然科片のマクロ組織。

c : bの枠で飽んだ内部のEPMAによる組成像 (COPM)と定性分析結祭。下はよの1キで阻んだ部分

を鉱大。

XTはFe-Ti-AI-O系化合物、F'I孟FeO-MgO-SiO，系化合物、Mはマトリ ックス。

第121図 No，l鉄湾の外銭と摘出した続料片の組織重量察結果
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鉄rr.的金柑考古学的分粁
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外餓の矢印はilit平|片摘出位置。ミク口組織鋭療低賃は?クロtiIL殺の1'1-で閲んだ内部z

COPMは組成{症に:QPMl.XT. XT'はとも にFe-Ti-AI-O系化合で後者はイルメナイトよ りもTi

波授の向い化合物。 F'~FeO-MgO-SiO，系化合物、 Mはマ ト リックス。

鉄浮の外緩と摘出した鼠料片の組織観察結果
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il'IS愈 IJ境科学的分析

a b 
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ボ 仁汀「一一J一一一汁7押 1 : ; : l: i 

1IUiHiiしi一ふγ一一JJ民11引i; ; J7 
::L j J;j:丸一 JJJl 

a 外観、矢1:1](:1試科Jt摘出ttt寛e b 摘出した試料1干の7 グ口組織。 《・ d .:.J: bのVt._::1fH十でI倒

人だドl郊のEPMAによる ~lU正時， (COPM)と定性分tJr結娘。XT.XT'はFe-Ti-AI-O，y，化合物で、

後背Itイルメナイトよ りもTi濃度のおし・化合物。FはFeO-M車O-SiO，系化合物、QIj:石英、Mはマ

トリ ，7̂。
第123図 No. 5鉄滞の外観と摘出 した試料片の組織観察結果
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徐 l愉鉄却の告訴寺内学的骨折
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玉突寺
a ;外湖、矢印i孟.Ml.Jt摘出(;(6望。 b.. c， aのSa，、Saーから締出した?"，n片的マク口組織ω

b. ' c"はb，. CIの枠で開んだ内部のEPMAによる結成像 (COPMlとitn分析紛栄。WIまウ凡タイト 、

XTはともにFe-Ti-AI-O系化合物、F!:tPeO -MgO -SiO，系化合物、1¥11まマト 'JJ 7 A。

第124図 No. 7鉄浅の外観と摘出した読料片の組織観察結果
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目。型投:11，鉄日'

内燃4ヰ'予約分析
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COPM: EPMAによる組成像、 W:ウ Aタイト

No. 8~)片状. No. 9粒状鉄i宰の組縫製察結集
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2主IJ 盤石台遺跡から出土した骨の同

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

盤若台遺跡では、 12世紀末~13世紀前半の集落跡が検出されているの集落は、墓域と居住域に分か

れており、居住域で、は20~30m四方の掘立柱建物跡や井戸跡などが検出されている。このうち、

跡からは獣骨が出土している。また、

ブ

らは火葬墓が検出され、その多くから人骨が出[---してい

ζコ

の分析調査では、出土した人骨の同定を行い、性別・年齢・部位などを明らかにする。また、

獣骨の同定を行い、その種類を明らかにする。なお、同定、計測、年齢・性別推定は、早稲田大学の

1 .試料

( 1 ) 

にお願いした。

試料は、井戸跡から出土し

( 2 ) 

2点 1 . 2) である。

人骨が出土した火葬墓は20基を越えるが、今回はその中から保存状態が比較的良好な 3遺構 (SK 

475、692、693) から出土した人骨(人骨試料番号 1・4・引を対象とした。

2. 

泥の付着があまり見られなかったので、クリーニングはおこなっていない zっ試料の大部分は細かく

割れていたため、議着剤による接合作業と並行して同定作業をおこなった。

については、種類と部位を同定し、必要な項目について言「測を行った。人骨については、

の同定にくわえ、可能な限り年齢-性別の推定を行った。

3。結果

今回検出された動物種は、以下の通りである。 以下、種類別、遺構別に出土し

載する。

検出された動物

日記乳鋼 C1ass Mammalia 

目 Order Prima tes 

ヒト科 Family Hominidae 

ヒト Homo sa oiens 

食肉目 01せer CarnI vora 

イタチ科 IvI ustelidae 

テン Ivlartes melampus 

日 Order Perissodacty 1a 

ウマ科 Fami1y Equidae 

ウマ Eq Ll us ca ball us 

( 1 ) 

の特徴などを

を表 1に示す。試料番号 lは、ウマの右中手骨である。ほほ完全な形;Ijミを保つが、劣化の

ため広範囲にわたり表面が剥離している。骨自体は淡褐色を呈するが、大部分は藍鉄鋼(骨に含まれ
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~1よで覆われている。 解体等に伴う人為的切右'Jや、被熱痕跡はみられない。廿全長222.8111111、立 骨端

IIJ高50..36mm、j引 廿 57nllllを?!!IJる 久{呆・松)1こ (1999)の付斗去によ jしは了、これらの長ijf市街

から される体高(生体が立っている での地面から肩までの高さ)は135Cll1前fをとなるハこの

のなかでも比'1史的小さいウイ[立は体 142c111 (平均1.32c111前後)の首=[JIII奇と同程)支であり、 l二十i

マである

2はテンのJ3刊仕(弟 1ff付、住)である一ほ

う人為的切右'Jや、被熱痕同;はみられないυ

( 2 )人骨

人廿はすべて火葬主主から倹H'!

あるため、よく 71ラ!犬を Ht~ ってい

る(際社、 JJ力'1子はすべてで

ある。頭蓋骨は、頭骨から

癒合していず、明瞭である。

!二 n支骨で、{土、左卜.JJ~昨j-の骨体の一部、尺骨の近位骨端の一部が確認できたc 在[---腕骨

されたもの ¥)、焼けて jt，

を!せし、被熱により変形したも

のもある。帝国かい{政片になって

いるため、同定できないものも

多 い
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に!Jミす。人骨各部の名称につい

ては第126凶にノす i また、推

定年齢の区分は、鈴木 (1998)

に従い、 16歳以 i二を成人とし、

成人の 111でも

した。

a) S K475 

椎骨、肋骨、

ゥγ

、下顎骨、

四Jj支骨が検出された。骨の大き

さや形;(-kから、同一個体のもの

と考えられる。部分が特定でき
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( ) IJ1Iu) 剖;汁U)11料、

以IJ;.tut.，科、itlllll (19R:>) をILに{1'f，1(

器部の名称

にかけての部分、

170-

などである円

に近い部分であり、外側誌の振り出しが強し=ことから、男性の百J能性がある。らー尺骨は清司王切痕の}.:_

部分を残している。下肢骨では、左右大!Jitl廿の近位骨端が確認できた。左大1lJJ}骨は骨頭から大!sJ}骨子立

を経て小'1伝子のJ二部までの破片である。このほか、指骨のj宝{立骨端も確認される

匹I)j支骨の骨端の骨化が終了していることから、成人で、ある。
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前 2fiiJ 

b) S K692 

Hí~骨、 jj力 '1干、 、下顎

'1手、四)J支骨が検出された心廿

の大きさや:JI三;1犬から、河--111il

体のものと考えられる。部分

カれとできたものを白

+íí~骨、)J力骨はすべて i政片で

ある。頭蓋骨は左右の切前骨・

、右側頭骨の

右側;反骨の室ij-じなどである。

左切骨・ 1--

詰歯槽から第 3

での破片である。

は、第 l切

!ヨ歯ま

イ[切汁・上骨は、第 l

切1虫歯槽から犬歯歯憎までの

i政片である。左右とも、歯槽

に1WitJミは残しなしh 右側頭

は宅状突起、下顎宿、

部を残すn メ1~'ft1lJY1=i骨は、

部が確認される。

第238表 出土人骨同定結果

試料番号

出土滞情 SK:17η 

性別 男十宅?

推定年齢 成人

軸惟 歯突起i

m'~î' 腰椎 百皮Ji6.90氏

不明 百皮片9，25g

!I)J骨
左

右 破片6

担1lB:t'i
ti 鼓室部片5

;百ÎR百豆ぺ~とt~R~ 骨- 左l 破片

骨 90. 99g 

骨

下顎骨 破片4

歯

白ー ti守
!賞恨

ーと腕骨 左一 破片 3

右 sl p2 

I t主骨
左

右 '政)~-l

[';:'1守rl. 
左

右 pl fi皮片 2

月号骨

寛骨 坐骨 破片

恥骨 23. 15g 

大Ri!3骨
!r. pl 

s 1， ~度片

右 pl 55. 38g 

)]主背'
左

右 被片4

手提骨

足+Rl守 "円rl. 

他
中足 J汁

'骨

指骨 J門且，

不明 d1 

四肢骨破片71.16g，部

(立不明破片149.69g

破片

備考

円

SKb92 

/;:'1生?

成年未満

惟弓1，破片7.fiO日

被片
~:J. (j:1p; 

主トー顎話
苦[H

破片

26. 59日

破片9

破片Y.50日

ιJ 

{政}-jφ3

p2， s 1 

s4 

s1 

1]在日破片1

d付近破
片::l， s)寸3

dl 

s6 

上肢骨破片44.12g，下
肢骨破片26.26g，四肢

骨破片95.7'lg，吉[I(立不

上腕骨lヲ米化骨

Uj支骨で、は、上腕骨近{立骨

端のほか、上腕骨・ 1尭骨・尺

骨の骨何三の破片がある。上腕

骨近位骨は骨化未了であり、

成年})、下の若い個体である。

下肢骨では、寛骨E]の破片、 P J丘{立骨昂 d 連位骨端 s 骨体部

ブ寸j~骨換の Mz片カfある。 このほ

か、基節骨、末日目骨も Ti在認さ;JLるの

[凡i肢 J汗が華容で紺iいことから、女性の可能性がある〈

c) S K693 

らU¥二1~した廿のがj定

SK69:3 

τpりj

成人

破片5

li主宰部 i-7

破片~:3 融}i-
20.81g 

s~ ， ~、111良品

i，s片
22. 99g 

滑車切痕

部片i

p2， dtj:3， s 

片l7.99g

d片1，s片

'12.46g 

骨片25恨

第l足根dl， dJt2 

四肢骨破片13.23ε，部
位不明破片154.02日，

四肢骨関節部破片き骨

才能片8.20g

椎骨、頭蓋骨、匹l)j支骨が検出されたo 丹の大きさや形状から、同イ罰体のものと考えられる。部分

が特定できたものを第129図に示すの

椎骨はすべて破片ーである。頭蓋骨は頭頂骨の一部、íH~頭骨鼓主主部の…部が確認される。頭]頁骨の縫

していず、明瞭である。 I-.H支骨では、 !こ腕骨の)j、j-頭自の一部、パ骨の泊司王切痕の・部が雑誌

されるが、左右は不明である。下肢骨では、 klh~骨、)J主骨の破片ーがある口このほか、左右は特定でき

ないが、舟状J丹の、司 1足根骨のj主位甘がT徒三立される

四肢J骨の骨端の骨化がキ冬了していることから、成人で、ある。
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員~ 2 l!!iJ ら出土した骨のi司定

4. まとめ

S E932から検出された動物骨は、ウマとテンであった。ウマは家畜であることから、

されていたことが推定される。テンは、北海道を除く日本列島に生育し、毛皮は良質ーで美しい(純

白・鏡、 1996)。そのため、毛皮の利用などを目的として捕獲された可能性がある。

S K475・SK692・SK693からは、それぞれ l個体ずっと思われる人骨が検出された。い

ずれも火葬されたものである。そのうち SK475およびSK693から検出された人骨は、骨端の骨化が

していることから成人であり、 SK692から検出された人骨は、成年以下の若い個体と考えられる

なお、人骨の性別については、 SK475は男性、 SK692は女性の可能性がある。

引用文献

細田俊治・

凡社.

雅哉(1996) テンとエゾク口テン. I日本動物百科 1

昌 (1984)I畠LLI 3 の火葬骨. I畠

( 1985)黒沢館跡及び樋ノ -火葬の人骨について.

1 J， p. 136叩 139，

， p. 30-33， JlI 

「三尻遺跡・黒沢館跡・樋ノ上遺跡J，p. 68-69，熊谷市教育委員会.

(1985) A 2 道路地区火葬土坑出土の人骨について.早稲田大学本8二校主ili丈1~財調杏報告 3

「大久保山田J， p. 261，早稲田大学.

久保和士・松井 章(1999)家畜くその 2-ウマ・ウシ>.西本豊弘・松井 章編「考古学と自然科

と動物学J，p. 169-208，同)支社.

鈴木隆雄(1998) 人骨から得られる情報.馬場悠男編「考古学と自然科学① 考古学と人類学J，p. 

83-120号問成社.

111口 敏 (1982)縄文人骨の特徴.加藤晋平・小林達雄・藤本 強編「縄文文化の研究 1 縄文人と

その環境J，p. 27-54，雄山閤.
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ん
門

μ
九九日
μ

つJ {l11-!て炭化材の樹穂村j

+111111弥生(パレオ・ラ

1 .はじめに

当遺跡は、秋旧[干し山本郡琴j王 mJI克 ~J支字探うf!?台 121外に し、埋め立て前の八郎潟の東北部に位

る「ここでは、弁;遺跡の (S 146)・裂主 (SS 12・SS 260) . (S N 

から rlll土した炭化材と、JI:戸 ( S E 995・SE 932) から山上した植物j宣{本が主詰:していたものお

よびi:ffj ・の音I~材の を宇佐行する。

2. 桂J種何百さの

化材の樹桔河むは、材の 3)j 向 {jJ~I*万国の去、を走査定j土佐!被j売で観察し行った山偵WJf lúi (木L!)

は炭化材を子で割り新鮮な平d~J- を l出し、接jill断固(板目)と放射断面 (t'l~ Iこれは片ー刀の剃刀を各方

向に沿って'1珪くあてくように割り面を出す。この 3!*Jr市の試料を i直径 1Clllの真鍋製試料台に出

テープでi並走し、その周囲に導ペぃーストを塗る心試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、

電子宮(似鋭([1ノt{電子製JS 1¥11 -T 100型)で観察と写真撮影を行ったυ

未炭化材(生材)の樹種同定は、片メjの剃刀を用いて材ーの 3プ'--;rCIJ (横 断面 ・接 椋持 放射i折田)

を諒く剥ぎ取り、スライドグラスの 1.に並べ、ガムクロラー)1--で封一入して水久プレパラートを作成し

た口そして光学顕僚主党を用いてこれらの材組織を観察し i司定を行った。

3- 結果

S 146から検出された 6点はすべてクリであった。 S 124の床直からtH土した

炭化I1オーからは、ヒノキ属 z クリ・エゴノキ属の 3分類群が検出され、クリは直径約1.9C111の丸木が縦

に割れた状態であったが、エゴノキとピノキ属は比較的大きな破片が複数含まれていた。

S S 12の 2点は共にクリであり、 SS260の 1点はモクレン属であった。

S N26から出土した炭化材 1点はサクラ属であった。

井戸遺構 SE995から出土した植物遺体が多数集積した塊は、未炭化の状態のイネ頴の集まりであっ

た。 SE995およびSE932から した桶またはの部材と忠われる薄い板片ー 3点はすべてスギであ

り、木取りは SE995の薄い板片は斜め取りで SE932の 2点は柾日取りであった。

以 Fに同定の根拠とした材組織の観察結果を分類)ljl;l:に記載する。

( 1 )スギ Clヲ japonIca D. Don スギ、科b 第1301支I 1 a -1 c (N仏 13)

. J政:射柔細胞-樹脂キ111胞からなる針葉樹村二 i晩材音1)の{反の監は極めて厚い心分野町孔は

大きなスギ型で 1分野に主に 2個が水平に配列しており、その孔口は水平に大きく開し 1ている

スギは本州以南のl暖祐二から温帯下部の湿気のある谷間に生育する常総高木である。

( 2 )ヒノキ雇~ Chamaθcypans ヒノキ科 第130図 2ョー 2c (N仏 7) 

. 1J文射柔細胞置樹脂細胞からなる針葉樹材。早材ーから晩材への移行は緩やかで、ある。

孔はヒノキ型で 1分野に主に 2@Iが水平に配列しており、その孔[[はやや広く問しミたものが多く尻ら

れた。ヒノキ属のヒノキまたはサワラと忠われるが種までは昨定できなかった。

ヒノキ属はj晶子i干に分布し、本件|の福島県以南・四国・九州の山rrlのやや乾燥した尾根や岩ピ弔
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第38i) 盤若台遺跡出土炭化材の樹種同定

するヒノキと、ヒノキより分布域は狭く東北南部から中部地方の沢沿いの岩 i…;にと主育するサワラがあ

ブ
/，;)。

( 3 )クリ Casta刀eacrθnata Sieb. et Zucc. プ ナ 科 第130凶 2 a -2 c (N o. 1 ) 

年輸の始めに中型~大型の管孔が密にi配列し!段々に径を減じてゆき、晩材では非常に小型の管孔が

火炎状に配列し、柔組織が接線状に配列する環孔材。 道管の壁子しは小型で交互;1犬、穿孔は単一、内腔

にはチロースが発達している。放射組織は単列同性、道管との壁孔は孔口が大きく交互状である。

クリは北海道西南部以南の11妥帝から温帯|、・部の山野に普通の落葉高木で、ある。果実は食用になり、

材は力u工はやや困難であるが狂いは少なく粘りがあり耐-朽性にすぐれている。

(4 )モクレン属 NIagnoJia モクレン属 第131図 4 a -4 c (No.10) 

小型の管孔が単独または 2~数{聞が複合して散在する散孔材。道管の援孔は階段状、穿孔は単一、

内腔には水平や弧;1犬のチ口一スがある。 放射組織は異性、 1 ~ 2細胞rll耳、 I-_-F端に方7f対111胞があり、

との壁孔は大きく階段状または汁列状に整然と配列している。

モクレン属はi皮帯または溢i沿に分布する または小高木である。北海道以南の山地に

育するホオノキ・コブシ、本，}'[、!と九十1'1に生育するタムシパ、関東北部以西に生育するオオヤマレンゲ、

中部地方開南部に生育するシデコブシがある。

( 5 )サクラ属 Prunus ノてラ科 第131図 5 a… 5 c (No.lll 

小型の管孔が放射方 l~jJ .接根方向・斜状に複合し分布している散孔材。 道管の壁孔は対安Ij状または

交互状、穿孔は単一、内腔に帝国いらせん肥厚がある。放射組織はほぼ向性、おもに 5細胞rlJ話、道管と

の樫孔は小型で密在する。

サクラ麗は暖帯から温帯の山地に生育する落葉広葉樹林の代表的な属であり多くの種があり、モモ・

ウメ・スモモなどの栽培種を含む。ほとんどの種が落葉性の高木であり、果実が食べられるものが多

い。材は粘り気があり強く、保存性も高い。

( 6 )エゴノキ属 Styrax エゴノキ科 第131区I 6 a -6 c (N o. 7) 

小型の管孔が単独または 2~4 個が主に放射方向に複合し、晩材部では径が減少する散孔材。

の壁孔は小型で交互状に密在、穿孔は横棒が少ない階段穿孔である。放射組織は異性、 1~ 3細胞rl問、

多列部の i二下.端はん町三-直立細胞からなるよii列となり、道管との壁孔は小型で交互状である。

エゴノキ屈は暖;ffj介三ら福l'市下部の山地に

クウンボクがある。

る である。エゴノキ，ハクウンボク・コハ

( 7 )イネ頴 Oryza sativa L. イネ科第132図 7 a 7 b (No.12) 

栴円形に近い頴の表面構造は、当間隔に降起が見られ、降起を横切ってやはり等間隔に横筋が兄ら

れる。

4. まとめ

竪穴住居跡 S146とS124からはクリが共通して検出され、 S124からはクリのほかにもエゴノ

キ属とヒノキ属が検出された。クリは製鉄遺構からも検出されたことから、当遺跡では建築材や然科

材などにクリの利用が多かったことが推測される。

n戸j宣告llf.から出 1--した浮い板はすべてスギであり、スギ材は加 rが容易でやや'1珪軟な材質である

ことから桶・阻の部材としても良く使われる樹種である。



事S事向然H学的分析

1.λ 
K~13 Bar: 0.5間

Jb スギ{僚級断出}

Bar: 0.2由1

第130図鑑若台遺跡検出樹穏 (1) 
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航 3 節般~~む冶純tlU炭化f.Iの倒陪l司íit

k モタレ

Bar : 0.1咽

5a 伶タラk7¥(格闘蘭1 5b サクラ筏(総線1昔前) 5<: サクラ属(Ji'J:射断簡)

泌11 Bar: 0.5叩! 日ar: O. 1醐 Bar:0.1脚

tia エゴノキ属(横断I省;) 時h ~二ゴノキ憾qを線断刷 ) 6c エゴノキ成(!f，(~f断凸jl

尚! B剖・ O.5nn Bar : 0.51111 Bar : 0加

第131図鑑若台遺跡検出1M禄 (2)



栴5(( 内保判事的分析

7;:1 イネ穎{表閥l

);013 B.r: 0.5胴

7b イネ罰1・4転などの能隙状態

!I012 B剖 :5明

第132図鍛若台潰隊検出樹種 (3)

第239表縫若歯遺跡出土"の樹樋同定結果

E史料 治I韓・柑位など 普j 敏

l 盟主穴rJ:F，奇跡 S J 46 L 198 <1栂 ケリ

2 経穴住居跡 S 146 L 198 <1騒 2 クリ

3 竪穴r1:明ー郎、 S 146 L 198 4層 3 クザ

4 ~穴rr:~奇跡 S 146 L 198 4窃 ク'1

5 竪穴11:病問、 S 146 L 198 H量 5 1 .， 
6 祭穴住居跡 S 146 L 1 98 .1毘 (j クリ

7 ~穴住居間; S 124 L G97 !i正直 KnLOI ヒノキ属

クリ

エゴノキ.¥oJl

8 製鉄i量情 S 512 L D98-6 -45 21活 クリ

9 製鉄遺嬬 S 5 12 :¥03-125 ず '1

10 泌j襲遺稿 55260 LJJOl-G 6 i倍 目。66 モ7レン属

11 IYt上遺ui 5N26 LK98 3 l2i );0.200 付 7ラ総

12 井戸遺構 S E995 イヰ~

13 井戸治構 S E995 スギ

14 井口遺徳 5 E932 スギ

15 .)J:ri)宜1百 S E932 スギ
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4節 放射性炭素年代測定

山形 秀樹 (J'¥レオ-ラボ)

1 .放射性炭素年代測定について

盤若台遺跡から出土した炭化物試料 8点と土壊有機物試料 1点の放射性炭素年代をAMSy去にて出IJ

試料は、阪・アルカリ.I鰻洗浄ーを施して不純物を除去し、イゴ塁(グラファイト)に調整した夜、力LI

( AlVIS) に て測 定し 、年 代値 (ADl， 950年から何年前かを不 Lた値)を算出し

なお、年代値の算出には Cの半減期としてLibbyの半減期5，568年を

また、付記した年代誤差は、計数値の標準偏差 σに基づいて算出し、

，
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する年代である。試料のJ1C (lVlodern standard carbon) のliC 。〕

比が11C C 孟 lのH寺は、 l¥lIodernと る。

した同位体比は標準値からのずれを示し、 δUCの値は、試料炭素の C C原子比を

器で測定し、標準にPDBを用いて、 δl:iC [ I (1:) c C) ，<1 III I 

>< 1000によって算出された値である。この δl:lCのを用いて補正11C年代値を

補正IIC年代値はi叶位体効果による測定誤差を補正した年代値である。

した。したカTって、

2.放射J性炭素年代測定結果

iWJ定No. 試料データ
HC年代値

δt:lC ネIILLE]!C年代{直
(11C C Ratiol 

PLD-547 炭化物 900 i:: 20 yr BP -28.5 %。 840 i:: 20 yr BP 

SS12 LD98…6 -45 (0.656892) 

PLD-548 炭化物 850 i:: 20 yr BP -26.2 %0 830 i::20 yr BP 

SS12 LD98-6 -53 (0.660839) 

PLD-549 炭化物 800土20yrBP 26.0 %。 780土 20yrBP

SK935 LB. LC70 (0.665086) 

小グリッド 2

PLD-550 ニヒ1主;手 3ヲ330土 20 …ム21.2 ~ ペ)0 3，390 i:: 20yr・BP

SS935 LBヲLC70 (0. 

小グリッド 8

PLD-551 炭化物 840土 20yrBP -26.3 %0 820土 20vrBP 

SE837 LH68 (0.661756) 

NO.10 

PLD-552 J;jミ化物 940 i:: 30 vr BP -26. 6 ~to 910 i:: 30 yr BP 

SS339 LD98 (0.654145) 

No.3359 
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PLD-553 }Jミ化物 3，980土 20 26.8 96。 3，960土 20yrBP 

SR33 LJ98 (0.447369) 

No. 

PLD-554 炭化物 550士 20yrBP ー25.6%。 540土 20yrBP 

S124 }未直LG97 (0.686300) 

No.101 

PLD-555 炭化物 .3， 940士 20 -27.0 %。 3ヲ900土 20

S146 L198 ((). /1 /1 uu"~'"' 

No.6 

3. )百年代補について

暦年代のすは、大気仁!こlのI!C濃度が一定で半減期が5，568年として算出されたI!C年代値 (yrBP)

に対し、過去の宇宙線強度の変動による大気中のliC濃度の変動および半減期の違い (llCの半減期

5，730土30年)を補正して、より正確な年代を求めるものであり、具体的には年代既知の樹木年輪の

IIC 年代の詳細な測定イ!立を j甘い、さらに、 JIII}HÎ~ のり-Th年代と liC 年代の比較により、補正曲線を作成

し、これを用し aて暦年代を算出する。 の算出にRadiocarbon Ca 1 i bra tion Program 1999 

* REV4.1 for datasets usecl : Stuiver， 1¥1.， Reimer， P. J.， Barcl， E.ヲ Beck，].

"¥V.， Burr， G. S.， Hughen， K. A.ラ Kromer宅 B.，1¥IIcCormac， F. G.， v. d. Plicht， J.， and Spu 

rk，1¥I1. (INTCAL98 Stuiver et al.， 1998a). Rac1iocarbon 40 1041-1083f を使用した。な

お、交点年代値はllC年代値に相当する補正出絞!二の年代値であり、 1σ 年代rl1高はIIC年代誤差に相当

する補正曲線 tの年代範聞を示す。年代を検討する場合は、 68%の確率で 1σ 年代帽に示すいずれか

の年代になる。暦年代の補正は約二万年前からAD1， 950年までが有効であり、該当しないものについ

ては補正暦年代を***またはMoc1ernと表示する。また、 AD1，955*はl¥1odernを

一万年以前のデータはまだ不完全であるため注意する必要がある。

る。但し、

暦年代裕正に関しては、あくまで測定年代値の参考として記載しているものである。

4.補正暦年代値

測定No. 測定年代値 交点年代値 1σ 年代rlJ高

PLD-547 。《、ム上，jfυ、 20 yrBP cal AD L cal AD 1，190 to 1， 

(AD 1， 110年)

PLD-548 830土 20vrBP cal AD 1，220年 cal AD 1ヲ

(AD 1，120年) cal AD 1， 210 to 1， 

cal AD 1， 230 to 1， 245年

PLD-549 780土 20yrBP cal AD 1，265'年 cal AD 1，240 to 1，280年

(AD 1，170年)

PLD…550 3，390士 20yl‘BP cal BC 1， 685{手 cal BC 1， 735 to 1， 710年

(BC 1， cal EC 1，690 to 1，680年

cal BC 1，670 to 1，660年

_LoU一一
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cal BC 1，650 to 1， 640年

PLD-551 820 20 cal AD 1， 220fTミ cal AD 1， 215いに 2SS年

(AD 1，130年)

PLD-552 910土 30yrBP cal AD 1，070主F cal AD 1， 040 to 1， 105年

(AD 1， 040年) cal AD 1， 080年 cal AD 1， 115 to 1， 140:fj三

cal AD 1，130年 cal AD 1，150 to 1，165年

cal AD L 135{ド cal AD 1， 170 to 1， 1R5年

cal AD 1， 160i:j三

PLD叩 553 3，960土 20yrBP cal BC 2，470年 cal BC 2，475 to 2，465年

(BC 2，010年)

PLD-554 540土 20 cal AD 1， i1l0年 cal AD 1ラ 400to 1ヲ

1，410年)

PLD-555 3，900 ::!:: 20 yrBP cal BC 2，455年 cal BC 2，460 to 2，395年

(BC 1 亨 950~年) cal BC 2ヲ450年 cal BC 2，385 to 2， 

cal BC 2，430年

cal BC 2，420i:1ミ

cal BC 2，405年

cal BC 2，360年

cal BC 2，355年

引用文献

Radiocarbon Calibration Program 1999* REV4.1， Copyright 1999 Quateil1ary Isotope Lab University of Was 

hington. * To be used in conjunction with: Stuiver， M. ancl Reimcr， P.]. (1993). Radiocarbol1， 35， P.215-

230. 
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盤若7台全守iJ遺宣跡で、は縄文時代!仁こf判l

f代℃ごご、とにまとめる心

第 6章まとめ

l 方法論:土壌層{立学と地理学の活用について

疑似、グライ化仁壌の分布とその等高棋を観察すると、それらが!日谷頭と介致していることがわかる

(第 2図九疑似グライ斑の有無は地下水位の変化を示すものであるから、これらの分布をプロット

る事で本の影響を受けやすい地点を見つけることが出来る。その上に遺構分布を責ねることで、

分布の荘!?許の意義を考察することが出来る。

ここで、は:_):Iニ)二[の分布が疑似グライ化土壌の分布に重なッており、仁1=11止人達が地下水をねらって谷頭

に井戸をうがったことを推測した。

掘立柱建物跡は疑似グライ化土壌と分布が重ならず、無為物)高等高線の16mラインよりも上にあり、

わずかに高い地点を居住の場に選んだことを裏付け一る。逆に、疑似グライ化土壌の分布に重なっ

一一たれているピット群は、建築構造のj士別性を見いだすことも国難で、ピットを掘った目的が異なる。

疑問なのは、 11=11止の 1号鍛冶炉がここに設置されている点である。高過が必要にもかかわらず木の

を受けやすい地点を選んだのはなぜ力、隣接する 2号)1二戸を利用するためだろうか。

2 縄文時代の剥片剥離技術について

1うす住居から出土した剥片の内、目的的剥片として用いられている物の特徴を調べてみた。 276点

の完形剥片の長さの平均は31.2mmにたいし、 RF'UFの平均は40.2mm-Cある。最頻地は、

mm、後者が41mmで、ある。 RFとして用いられる剥片が平均にして40mmとほとんど変わらないのに対し、

通常の剥片は平均値がやや大きくなっている。このことは、 RFとして選択される剥片のサイズが40

mmを中心とした物を目的的剥片-として選択していることを想定させる。そこで、これら平均値に対し

て t検定をかけることで、その違いが有意な物かを調べたところ、危険率 1%で高度に有意であると

いう結果を i寸~。

幅についても t検定を行ったところ同様の結果を得た。厚さについては危険率 5%で有意差がでた。

って、本遺跡の日的的剥片は、生産された剥片全体の平均値や最頻値よりも若干大きく長さ41111111、

rlJ高26mm、厚さ 7mI1lを最頻値とする剥片であることがわかった。

は角礁:1犬・ズ 1):1犬の素材をfキちんではおらず、安からの

4章で示された石核と礁のサイズの統計学的な分布からは、近隣の河川ヰ!流域、もしく

まれる小礁の内、直径の10c111程度の物を探して利用していると推定されるの

3 平安時代の製鉄

九六、 1 ¥ 
L三・ c歩、、， 0 

I_:Iユに

製鉄炉または精錬炉が14基、その他の鉄関連遺構が8基と集中して構築されており、 5期の活発な操

業が行われていた。鉄関連遺構群最下層上部から 9世紀後半から10世紀前半の土師器が出土した。llC

による製鉄炉構築時期の推定(830yr旬、1200年頃)と大きな食い違いを見せたが、土器編年を{憂先した。

製鉄炉(銑鉄生産炉)もしくは銑鉄の溶解炉の可能性が高いと推測されるものと、精錬炉の可龍性

がi白いものの 2種類がJ呆業していた。また別地点に 2基の鍛冶炉が構築されていた口

にスラグが付着していないことから、精錬炉内部では何らかの容器がおかれ、その容器内
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で~:[誌を作っていたと考えられる円椀形出のんきさが15cm前後と 10Clll未満の大小 2 種類に分かれている

ことから、 2サイズ、以上の容器によって鋼生産量を作り分けていたと推測される。

らH-'，土した羽仁iには大小 2種類があり機能差の存在が考えられ、製鉄と精鋭の 2つの異な

る作業を行っていたとする推測を有11強している η 羽口前半部に残る帝;[犬の二次焼成痕の 1[1高から製鉄炉

の炉h:lf~聞を推定した。 6 ~ 10cmのものと3.5cmのものの二種類がある。この点から炉壁の厚さの異な

もしくはそれ以上の製鉄炉、または精錬炉が存在した可能性がある

今後の課題として(a)遺跡内 i二の砂鉄と、生産物である鉄塊系遺物の組成比較をして、向者の

itl関を明らかにすること、 (b) 5号炉 (SS の構造比較を他遺跡と行うこと、(c )大きさ

う椀形浮 2種と内符が異なる羽I-r2種類が共存する理!こI=rを明らかにすること、の 3点がト.げられるつ

4 r[-:i世

扶し 1範囲からまとまった量の，[←i凶陶磁器が先見された)それらの年代はみな12世紀 末 から紀 前

におかれるものである。平泉に特徴的な広東省系の向磁が 1点もなく、全てが福建省系の白磁であ

る点も、盤若台遺跡の年代が平泉に後続することを示している。平泉町埋蔵文化財センターの

氏のご教示によれば、東北地方の中世遺跡は陶践器の年代から以下のように時代別に分類できるとい

1 ~t月 平泉と並行し、平泉の滅亡と共に衰退するもの

21m 平泉と並行し、かつ滅亡設も存続するもの

3期 平泉の滅亡前後に現れ、そのまま存続するもの

4期 平泉の滅亡後に現れるもの

この '~[J で盤若台遺跡は 3 拐にあたる。出土した中田附磁器のうち最古のものが12世紀夜半の青磁で、

主体となる時期は12世紀後半 ~13世紀前半である。本遺跡は平泉滅亡前後に現れ、平泉が滅亡した後

に盛りを迎えることを

ところで秋田県中央地域から南部にかけて古代末から中妊にかけての円形または方形周溝が構築さ

れる。青森県野木遺跡や岩手県でも奈良時代を最古とし平安時代から中世にかけて構築されている。

琴丘町の近隣では、五城日 ~IJ岩屋古墳群のように平安時代の方墳群がある。盤若台遺跡の方形周は、

古代の方墳や関東地方などで見つかっている主体部を伴う方形周溝の系統上に位置づけられる可能性

がある。 5基の方形周溝には主体部が見つからなかったものの、豊富な中国陶磁器を所有し得た

ある可能性が高い。また、方形周溝と共に慕域を形成する20基の

される n

その

ら出土した陶磁器の簡単な ら、[;副長器流通に係わる東北地方日本海側の特徴を

とることが出来た。北前船が回和してくる日本海側では肥前向磁器が圧倒的に多いのは予想、でき

たが、それと匹敵するほとぐの東北在地産磁器が使用されている。

これらの東北在地産磁器の生産地は不明な点が多く、秋田県では白岩窯や寺内窯が有名である。

の{むとの生産流通におけるシェアの関係や、技術移転による各地におけ

る間窯の関係や時期などわからないことが多い。そのため東北在地として して扱わざるを得な

かった円

iδJ 
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第240表中世陶磁器組成比
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第241表近世陶磁器組成比

器種 月自前系 瀬戸美濃 東北在地 数量合計。 。 9 9 
茶{施 20 13 8 41 
血L 30 。 9 39 
蕎括，-， 。 つ 。 ') 

湯飲み 。 1 。
斐 。 。 11 11 
j雷鉢 つ つ つ ‘〉

徳干IJ
。 。 10 10 

油査 3 。 。 EZ〉1 

灰吹き 。 。 l 1 
キャフロ 。 。 2 つ

不明 つ つ つ 6 
53 16 50 119 

25 

20 

15 

10 

5 

Q 

鉢茶腕 血 蕎諸口湯飲み

第134図近世陶磁器組成比

護 措鉢徳寺IJ

関肥前系

盤瀬戸美濃

口東北在地
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2 1号侵穴住崎勝J:斑遺物分布
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1 S Il百¥8l 1号}一l綜珂tZ空港情t街 2 SR400 (2号}土能j壊~遺構発搬杭況

3 S RlS2け号}士湯舟設遺構発砲状況 4 SR300 (4号)土続出設逃情上商

6 百音器廃棄，世l草尭概状況

5 S R382休場J土総J埋設遺憾発械状況
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l号製鉄炉を埋める鉄i宰 (人の身長よりも厚く 推積)3 同側面2 

1・2号製鉄炉発掘状況 (画而右上部の杯は 2号を埋める層位内におかれていた)
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